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  登場人物


  



  ウィル　Will


  軍学校に通いながら、武装郵便屋「蝶と鯱」を開業。十七歳。


  



  ジェシカ　Jessica


  「蝶と鯱」でウィルの相棒を務める。十五歳。人間と霧妖の半人半妖。


  



  ヒルダ　Hilde


  「蝶と鯱」の得意客。現代最強と称される霧む鍵げん士し「夜よる姫ひめ」。


  



  フォルネウス　Forneus


  ヒルダの執事。


  



  レン　Len


  〈七つの鍵〉である《フェンリル》の力を体内に封印する。


  現在は見習い〈渡り鳥〉。


  



  ビルギッド　Birgid


  ウィルの元・仲間。現在は〈七つの鍵〉を狙う組織の一員。


  



  ザックス　Sachs


  組織〈七つの鍵〉の一員。自らも七つの鍵《レーヴァティン》を持つ。


  



  ヘイムダル　Heimdall


  コートに身を包み、鏡のような甲冑を巨体に着ける。今回の依頼人。


  プロローグ


  



  　七色の破片が、宙に舞っていた。


  



  「あぁ……」


  　口から溢あふれたのは、消え入るような吐息だった。


  　割れたガラスのように鋭く尖とがった残ざん骸がいを、少女は言葉もなく見上げていた。


  　そして濁流のように込み上げてくる、耐えがたい喪そう失しつ感かん。花弁のように散るそれが己おのれの半身である虹色の翅つばさなのだと、頭が理解できなくとも体が気づいていた。


  　虹色の翅──少女が背負う、蝶ちようの翅だ。


  　そこは戦場だった。油断など微み塵じんもした覚えはなく、自身も何機もの翼つばさ舟ぶねを墜おとしていた。それがどれほど卑ひ劣れつな一撃だったとしても、恨うらみを連ねるのは見当違いだろう。


  「どう、して……？」


  　それは、己の敗北に対しての言葉ではなかった。


  　それが、自分が信じた人間からの一撃だったからだ。


  　少女は信じられないものを見るように、一撃を放った相手を見上げた。


  



  「──墜ちろ」


  



  　翼舟に跨またがり、少女を見下ろす冷たい眼まな差ざしで、彼はそう言った。


  　ここまでいっしょに飛び、仲間だと気を許しかけた人間──同時に、少女の翅を引き裂いた男だった。


  　──だから、人間は嫌い……。


  　そして、少女の体はゆっくりと重力に引かれ始めた。


  「──痛っ」


  　姿勢を制せい御ぎよしようとして、背中を貫く鋭い痛みに悲鳴が漏もれる。


  　背中から突き出す四枚の翅のうち、上翼の一枚が根元から引き裂けていた。破れた翅に、少女の体を支えるだけの浮力を生み出す力はないらしい。


  　少女は頭から墜落を始める。


  　足下に広がるのは、深く、どこまでも広大な雲うん界かいだ。


  　真っ白な空。頭上でいくつもの火の手が弾け、それと同じ数だけの命が墜ちていくとも、微塵の容よう赦しやもなくそれを飲み込んでいく。


  　──飛ばなきゃ……。


  〈霧きり〉に覆おおわれた空の最果て──そこに墜おちて命のある人間はいない。


  　少女には優れた力があるが、今の消耗した状態で墜ちればどこまで飛べるか定かではない。


  　背中から突き出す四枚あった翅つばさを羽ばたかせるが、返ってきたのはやはり肉を抉えぐるような痛みだけだった。


  　それでも幽かすかに動いた翅は、落下する少女の姿勢を一層乱し、恐慌パニツクを引き起こす。


  「──ッ」


  　目の前に、炎を巻き上げ墜ちていく翼つばさ舟ぶねがあった。少女が破壊したものの一つだ。


  　痛みを堪こらえて翅を羽ばたかせるが、少女の翅が応えることはなかった。


  　──どうして……！


  



  　ゴッ──少女の可か憐れんな顔がん貌ぼうを、砕けゆく翼舟の装甲が襲おそった。


  



  　少女はようやく、自分が空を失ったことを理解した。


  　血で曇った視界の向こうに、翼舟に跨またがる青年の姿があった。


  　──人間は嫌い……。


  　その人間が、翅を奪った。


  　そこからの記憶は途切れ途切れだ。


  　暗くら闇やみの中、痛みと喪そう失しつ感かんだけがどこまでも少女の体と心を蝕むしばんでいく。


  　そして聞こえる怨えん嗟さの声。


  



  　──そいつは化け物だ──


  



  　少女は反はん撥ぱつを抱く。


  　化け物なのは霧妖自分ではない。人間が化け物なのだ。


  　そんな少女の思考を埋め尽くすのは、拒絶だった。


  　─嫌い嫌い嫌い嫌い嫌い嫌い嫌い嫌い嫌い嫌い嫌い嫌い怖い嫌い嫌い嫌い嫌い嫌い嫌い嫌い嫌い怖い嫌い嫌い嫌い嫌い嫌い怖い嫌い嫌い嫌い怖い嫌い嫌い怖い嫌い怖い嫌い怖い嫌い怖い怖い嫌い怖い怖い怖い嫌い怖い怖い怖い怖い怖い嫌い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖


  　人間は嫌い。


  　霧む妖ようの方がいい。


  　霧妖は、勝負のついた相手に攻撃は仕掛けない。逃げる相手は追わない。負けた相手には敬意を払う。


  　人間はそれができない。


  　だから人間は嫌い。


  　だから、人間は怖い。


  



  「だから、なんだってんだよっ！」


  



  　どれほどの時間が経たったのだろうか。


  　ハッとして目を開けた少女の視界に飛び込んできたのは、折れた銃じゆう機き槍そうを握る、傷だらけの少年の、背中だった。


  　──人間は嫌い。


  　だが、少女はそんな人間の背中を、どこまでも温かく感じた。


  第一便　最果てからの〈封書〉


  



  「──ジェシカ、大丈夫か？」


  　珍しくソファで寝息を立てていた少女を、ウィルは肩を揺すって起こした。


  　大きく見開かれた瞳ひとみは不可思議な薄紫色で、見事な金髪が胸むな元もとをしゃらりと伝い落ちる。たやすく手た折おられそうな華きや奢しやな肢し体たい。美しく可か憐れんな顔がん貌ぼうは、今は青白く染まり、じっとりと汗に濡ぬれていた。


  　どこか浮き世離れした容姿の少女はジェシカ。ウィルのバディであり、この武装郵便屋〈蝶ちようと鯱しやち〉事務所の従業員だ。室内ということで分厚い航空服は脱ぎ捨てられ、真っ白な太ももがさらけ出されてやや目のやり場に困る姿だ。


  　起こされて、ジェシカは心底驚いた……というよりも、どこか怯おびえた顔で見上げてくる。


  「ずいぶんうなされてたぞ？」


  　そうして掴つかんだ肩も、小さく震ふるえている。


  　この部屋には、ウィルとジェシカともう一人、〈渡り鳥〉見習いの少女がいる。


  　ウィルは彼女の訓練に付き合っていたのだが、その最中にジェシカが酷ひどくうなされ始めたので起こしたのだった。


  　自身がまだ震ふるえていることを自覚したのだろう。ジェシカはキュッと目を細めると、手を振り払った。


  「気安い」


  「……はいはい」


  　この少女が無愛想なのは、いつものことだ。


  　ウィルが自分の作業に戻ろうと背中を向けると、酷ひどく小さな声が聞こえた。


  「……夢を見た。怖い夢」


  　普段の気位の高さを考えると、信じられないひと言だった。


  　ウィルは驚いて振り返りそうになったが、グッとそれを堪こらえた。そんな弱々しい姿を見られることを、この少女は屈くつ辱じよくに思うのだろう。


  　だから代わりに笑みを返した。


  「なら大丈夫だ。現実はそう悪いもんじゃない」


  　そう返すと、ふくらはぎに鈍痛が走った。蹴けられたらしい。


  「ウィルの愚ぐ鈍どん」


  「なんでっ？」


  　悲鳴を上げると、今度はガッシャンと凄すさまじい音が響いた。


  　ハッとして目を向けると、もうもうと立ちこめる埃ほこりの向こうであわあわと狼狽うろたえる少女の姿が目に留まった。
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  「レ、レンは悪くないです。このデスクが勝手に引き出しを吐き出したです！」


  「あーっ！　もう、勝手に触るな！」


  　手を交差させ、バツ印を作って無理な主張を口にする少女に、ウィルはとうとう怒鳴り声を上げた。


  　見事な夕陽色キヤロツトオレンジの三つ編みを揺らす少女──レンだ。普段は緑のワンピースに白のジャケットを羽織っているのだが、今はどういうわけか使用人のお仕着せに身を包んでいる。


  　この部屋にいる中でもっとも幼く見える容姿ながら、彼女の原形モデルは十六歳だったというのだから恐ろしい。


  　今度は、どうやら机から引き出しがすっぽ抜けてしまったらしい。空になった引き出しと細々とした小物が散乱している。


  　レンはキッと睨にらみ返すと、そそくさとウィルの脇をくぐり抜けて背後のジェシカの陰に隠れる。長い三つ編みが威い嚇かくするように逆立った。


  「レンはウィルの作業の遅滞に見かねて手を差し伸べたです。それに感謝もなく怒鳴られたことにレンは腹立たしさと落胆を隠せません。ジェシカに救援を要請するです」


  「違うよな？　お前が自分のデスクが欲しいってあちこち引っ繰り返したんだよな？」


  「机の中にいろんなものが入ってたから仕方ないと思うです！」


  　レンがこの事務所にやってきてから、早はや一か月が経たっていた。見習い〈渡り鳥〉として翼つばさ舟ぶねの操縦なども教えているが、一向に上達の兆きざしはない。そうした基礎的な訓練に加え、航空服などの必要な装備を調ととのえるのに忙しくて、デスクまでは用意してやれていなかった。


  　今もウィルは彼女の訓練に付き合っていたわけだが、レンは側そばを離れた僅わずかな隙すきに自分のデスクを確保しようとしたのだ。


  　助けを求められたジェシカは、すでに夢の恐怖からは立ち直ったらしい。お気に入りのソファで膝ひざを抱かかえて翼舟の情報誌を開いている。


  　助けを求めるレンに欠片かけらほども関心を示さず、白く細い指がぱらりとまた一枚ページをめくり、桃色の唇からは「ほぅ」と小さな吐息が漏もれる。気になる記事でも見つけたらしい。


  「ジェシカ！　レンのためになんとか言ってやるです」


  　ジェシカは迷惑そうに、胡う乱ろんげな眼まな差ざしをウィルに向けた。


  「レンに整せい理り整せい頓とんを期待するウィルが悪い」


  「そら見るです！」


  「……おい。お前もなんか酷ひどいこと言われてるぞ？　自覚持てよ」


  　わがままな二人の少女にため息を漏らすウィルは、これでもこの事務所の所長だ。


  　真っ黒な航空服に、このあたりでは珍しい黒髪黒瞳。モノクロームの世界から抜け出したような容姿で、もうじき十八歳になる。悲壮なため息を漏らす姿は年相応のものだが、その立ち姿には意外なほど隙すきがない。


  「……ったく、掃除ができそうなのは服装だけかよ」


  　頭痛を堪こらえて、引き出しを拾って散らばった小物を集め、ウィルは使用人姿のレンに批難がましい目を向ける。


  「お前、こんな有様でヒルダから文句言われたりしないのか？」


  　ここにいる二人の少女は、出しゆつ自じ不明で特定の住居を持っていない。


  　ジェシカの方は事務所にそのまま住み着いているが、レンまで住むには少し窮屈だった。それゆえ、レンはヒルダという少女の屋敷に身を寄せている。


  　そこでは使用人として働いているはずなのだが……。


  「レンは完かん璧ぺきなので、フォルネウスに『もうあなたは椅子に座ってればそれでいいです』って褒ほめられたです」


  「それ絶対フォルネウスさん、泣いてただろう？」


  　フォルネウスというのは、ヒルダに仕える執事だ。気配もなく給仕をこなし、悪舌のヒルダすらも飄ひよう々ひようとあしらう有能な人物だ。


  　その彼に匙さじを投げさせたというのは、尋常なことではない。


  　意味がわからないという顔で首を傾かしげるレンを軽く小こ突づいて、ウィルは引き出しを元の位置に収納する。


  　ようやく片付いて額ひたいの汗を拭ぬぐうと、レンが意外そうな声を漏もらした。


  「ウィル、おでこに傷があるですね？」


  　普段は前髪に隠れて見えないが、ウィルの額には斜めに走った切り傷があった。


  「ん？　ああ……、前にちょっと軍人とやりあってな。対して深い傷じゃなかったんだが……あのときは妙に血がたくさん出て焦あせったな」


  　曖あい昧まいに答えると、背後でジェシカが居心地が悪そうに身じろぎをしたのが分かった。


  　別に彼女のせいというわけではないが、傷を負ったとき、ジェシカもいたのだ。


  「それより、さっきの続きだ」


  　そう言うと、レンは分かりやすく顔を顰しかめた。


  「うぅ、なんで〈渡り鳥〉が〈封書〉の作り方なんて勉強しないと駄目ですか」


  「〈渡り鳥〉が運ぶのが〈封書〉だからに決まってるだろう？」


  　──レンも、できないわけじゃないんだけどな……。


  　この世界には、霧む鍵げん式しきと呼ばれる力が存在する。


  　雲うん界かいに溢あふれる〈霧きり〉を材料に、物体を精製する技術だ。生物や植物、水や土といった有機物を生み出すことはできないが、それ以外の無機物ならばどんなものでも紡つむぐことができる。


  　空をたゆたう島という世界で、この魔法じみた力はなくてはならないものだ。水や鉱物をはじめとする資源は、空では容易に手に入るものではないのだから。


  　レンは……正確には、彼女の原形となった少女は、封印体質という、霧む鍵げん式しきを扱えない体質の持ち主だった。


  　そのせいか、レンはウィルでもできる〈封書〉を記すという簡単な作業ができないでいた。


  　かつての少女とは異なり、レンは霧鍵式に──〈霧きり〉に干渉すること自体はできる。翼つばさ舟ぶねをはじめとする霧鍵機関は問題なく使用できるし、〈封書〉を読み解くことも問題なくできているのだが。


  　レンを椅子に座らせ、ウィルは腕を組んで説教を始める。


  「いいか？　いくら〈封書〉が簡単な仕組みだとはいえ、これだって霧鍵式なんだ。使い方を知らない人間の方が多い。郵便屋に来てから〈封書〉を作る人だって少なくないんだ。俺たちが使い方を教えてやれなくてどうするんだよ」


  「ウィルは頭が固いです。教えられない〈渡り鳥〉が一人くらいいたっていいと思うです」


  「二人だ。俺がいないときに誰が客に教えるんだよ」


  「ジェシカが…………」


  　言いかけて、レンはゾッとしたように頭を振った。


  　その反応に、ウィルは意地悪く耳元に囁ささやく。


  （それともお前、俺よりジェシカに教えてもらう方がいいか？）


  　霧鍵式の扱いに関して、恐らくジェシカの右に出るものは存在しない。馴な染じみ客のヒルダなどの、一部の例外もなくはないが、根本的に霧鍵式は彼女にとって初心者向けのお遊びでしかないのだ。


  　ただ、天才というものは住々にして凡人から理解されがたい。


  　常人が必死で数式を組み立てている隣で、答えの方を先にポンと出してしまえるのが天才なのだ。１＋１＝２という式に途中の工程がないのと同じだ。


  　呼吸の仕方を聞いて答えられる人間がいるだろうか？　ただ吸って吐けばいいとしか答えられない。天才に問いかけるというのは、そういうものだ。


  　ジェシカは優れすぎているがゆえに〝工程〟というものが説明できないのだ。


  　前にレンが教えを請こうたときは、ただ未使用の〈封書〉を目の前に置かれ「やって」と言われた。失敗しても「なぜできないの？」と心底不思議そうな顔をされるだけだった。


  　それだけならば不器用のひと言で片付くのだが、彼女は〈渡り〉に関わることになると妙に熱心になる。


  　結果、ひたすら「やって」「なぜできないの？」というやりとりが永遠と続く。おまけにジェシカ自身、酷ひどく無愛想なので拷ごう問もんのような時間だ。


  「レンが悪かったと素直に謝るから、それだけは許すです！」


  「ふん。わかれば──痛えっ？」


  　ふんぞり返ったところ、ウィルの後頭部を何か硬いものが直撃した。


  「無礼なことを言われた気がする」


  　ジェシカだった。


  　投げつけられたのは、どうやら分厚い本らしい。


  　レンから何やら同情するような目を向けられるが、ウィルは健けな気げに講釈を続けた。


  「まあ、お前はやればできるんだから。がんばって覚えろ」


  「ふふん。ウィルはすぐ逆に教えを請こうことになるです」


  　やればできる子というのは、普段がんばらない子に投げられる言葉のはずだが、レンは納得しているようだった。


  　ウィルは白紙の紙片を取り出す。


  　目を懲こらすと、紙片には青色で薄く小さな円が描かれている。円は水面の波紋のようにいくつも重なっており、その間には橋のように無数の直線が走っている。


  「いいか？　〈封書〉を記したいって客が来たら、まずこの用紙を渡すんだ。……続きを説明してみろ」


  「うー……。真ん中に手を当てて『アンロック』って唱となえたら書き始めて、『ライダウン』って唱えたら完成です」


  「その前に、何を記したいのかきちんと思い浮かべないと駄目だろう？　あと、そのときの思い出の品とかないと、上う手まくいかないこともある。そういうときは、最悪、取りに帰ってもらわないと駄目だ」


  「間違ってるわけじゃないからいいじゃないですか」


  「客は間違ってない程度の説明で分かってくれるとは限らないんだぞ？」


  　レンは、これでいて頭の回転は速い。物覚えも悪くはない。いざ説明するとなれば、恐らく今の状態でもきちんとこなしてくれるだろう。


  　──でも、トラブったら頭の中なんて真っ白になるからな……。


  　マニュアル通りの客が来てくれたなら問題ないだろうが、この〈蝶ちようと鯱しやち〉という事務所は、どういうわけか厄やつ介かいごとを抱かかえた客しかやってこない。


  　レンはふくれっ面をしつつ、白紙の〈封書〉を指差す。


  「むう、ウィルはいつも言うだけじゃないですか。ちゃんと手本を示すです！」


  「用紙だってタダじゃないんだぞ？」


  　とはいえ、実際にやって見せた方が分かるところもあるかもしれない。


  　──まあ、書き込み自体はやり直せるから練習用ってことでいいか……。


  〈封書〉を記すのは、案外難しい。雑念が交じるとすぐに失敗してしまうのだ。だから書き込み完了の『ライダウン』と唱えるまで、何度でも書き直しがきくようになっている。


  　ウィルは仕方なさそうに、用紙に手を当てる。


  「ナニを記すかな。じゃあ、前回のレンが失敗したときの記憶にでもするか？」


  「なんでもいいから早くやってみせるです」


  　やって見せるのはなにも今回が初めてではない。レンが急せかすのは、叱しかられた腹いせもあるのだろう。


  　ウィルは、俯うつむいたレンが口元に笑みを浮かべていることに気づかなかった。


  「アンロック──」


  



  「──ウィルとジェシカはどうやって出会ったです？」


  



  「え……？」


  　唐突なひと言に、ウィルはその記憶を思い出してしまった。


  　今よりも人懐っこく、今よりも世間知らずだったジェシカ。


  　ウィルが彼女にしたこと、そして彼女がウィルにしたこと。


  　その出会いは────


  　自分の顔が赤くなったと思ったときには、レンはこう叫んでいた。


  「ライダウン！」


  「──あ、お前、この！」


  　ハッと我に返るが、少し遅かった。


  　ヴンと羽虫のような音が響き、青かった円のいくつかが黒く染まる。そこから独りでに直線が伸び、瞬またたく間に幾き何か学がく模様が描かれていく。ウィルの記憶が、残留思念として刻み込まれたのだ。


  　ヒョイと、手の中からできたての〈封書〉が奪い取られた。


  「やったです！　ウィルの赤裸々な〈封書〉を手に入れたです！」


  「ひいっ、やめろ、それは見るなあっ！」


  「むふふ、それほど恥ずかしいことをしでかしたですか？　これでウィルの弱みを────」


  　勝ち誇ったレンは、理解していなかった。


  　ウィルにとって恥ずかしい出会いということは、もう一人、同じように恥ずかしく思っている誰かがいるということを。


  



  「──それは、駄目」


  



  　地の底から響くような恐ろしい声と共に、茨いばらが一いつ閃せんした。


  　今の今まで自分のソファでくつろいでいたはずのジェシカだった。金色の髪からは、すでに茨が紡つむぎ上げられている。その目は、獲物を仕留める狩かりゆ人うどのそれだった。


  「うひいっ？」


  　悲鳴を上げながら、レンは〈封書〉を庇かばって床を転がる。


  　ジェシカはそれに追い討ちをかけようと走るが、自分の周りに並ぶそれが事務所の備品だということに足取りが鈍る。人間相手には容よう赦しやがない彼女だが、事務所や翼つばさ舟ぶね、〈渡り鳥〉に関わるものは大切にする。


  　備品を巻き添えにすることを恐れた隙すきに、レンは事務所の出口へ向かって抜け出す。


  「──逃がすか！」


  「なんでそんな怒るですか？　くっ、これは是ぜが非ひでも確かめざるを得ないです──《フェンリル》！」


  　そう唱となえたレンの体から、黒い〈霧きり〉が染み出した。


  　レンの正体は、《フェンリル》と呼ばれる最古の霧む鍵げん式しきだ。その力は半人半はん妖ようのジェシカに匹敵する。強すぎる力ゆえ、レンも普段は使用を控えていたのだが、それを解き放ってきた。


  　──レンのやつ、本気だな……！


  〈霧〉は瞬またたく間に黒い狼を模かたどる。それはレンを背中に乗せるには十分な大きさだった。


  「ウィル！」


  「分かってる」


  　カウンターを飛び越え、ウィルは〝あるもの〟を片手に疾しつ駆くする。


  　レンが作った黒こく狼ろうは、一般的な霧鍵式ではない。危険すぎて、民間での精製、所持、使用の一切が禁じられている次元のものだ。
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  　それでもウィルとジェシカの二人なら、太刀打ちできないほどのものではない。問題は、そんなところではないのだ。


  　──飛ばれたら、終わりだ！


  　黒こく狼ろうの恐ろしさは、力ではない。その飛行能力だ。


  　かつて空戦を繰り広げたときは、ジェシカが操縦してウィルが銃じゆう機き槍そうで狙ねらうという、全力を出しきってようやくといったところだったのだ。


  　レンが黒狼に跨またがったところで、ウィルは手にしていた〝あるもの〟を掲げた。


  



  「そーらウィシカ、餌えさだぞ？」


  



  　ウィルが掲げたのは、食べかけの菓子パンだった。


  「ばう」


  　黒狼は、一も二もなく菓子パンに飛びついた。


  「ああっ！　レンの言うことを聞くです！」


  　主あるじであるはずのレンを背中から放り出し、黒狼はブンブンとしっぽを振ってウィルに従う。


  　そして、それだけの隙すきを見逃すウィルとジェシカではなかった。


  「──は！」


  　レンが顔を上げたときには、ウィルとジェシカは彼女を挟むように立ちはだかっていた。


  「〈七つの鍵かぎ〉といえど、それを使ってるのはレンだ。お前、目の前に餌をちらつかされて堪こらえきれるとでも思ったのか？」


  　冷たい双そう眸ぼうで睨ねめつけるウィルに、レンは「くっ」と呻うめき声を漏もらす。


  「せめて中を見てやるです！」


  「「させない！」」


  　三人の手が、〈封書〉に触れたのは同時だった。


  



  「ウェイクアップ！」


  



  〈封書〉から溢あふれた青い粒子で、三人の視界は埋め尽くされていった。
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  　そこは、島の外縁部だった。


  　身を乗り出したそこには、雲一つない蒼そう天てんと隙間一つ見えない暗雲──二つの空が広がっていた。


  　頭上に広がる、見果てぬ空の名は蒼そう界かい──人が存在を許された世界であり、無数の島々がたゆたう人の領域だ。冷たく凍てついた風と、それを癒いやすような優しい陽光に包まれた、命ある空。


  　その足下に広がる、まばゆき白に覆おおい尽くされた空の名は雲うん界かい──霧む妖ようと呼ばれる空の主たちの住処すみかであり、未いまだ人が踏み入ることができない空の最果てだ。そこを覆う〈霧きり〉は、耐性のない人間が吸い込めば数分で手足の麻ま痺ひや幻覚を引き起こす猛毒でもある。


  　だが、そんな悪夢じみた白き空こそが、蒼界とそこに住まう人の存在を支えているわけでもある。


  　雲界を覆う〈霧〉は、一定の震動を与えると固体化するという奇妙な性質を備えている。それを技術として確立させたものが霧む鍵げん式しきであり、それによって生み出されたのが霧鍵機関だ。


  　空は人類には優しくはない。


  



  【それでも、俺はこの空の先に行くんだ】


  



  　聞こえたそれは、言語と呼べるほど形のあるものではなかった。それでいて、どんな音よりも深く響いた。


  　頭の中に直接響くような言葉は、〈封書〉を記した本人──この場合はウィルだ──の思考、感情、そういったものだ。


  　島と空の境には、石を積み上げた防壁が果てしなく続いている。


  　外敵に対する防備にしては工夫もなく平坦な造りで、住民の転落防止にしては低すぎる。


  　一見意味のないように見えるそれは、島自体の補強を目的としたものだ。転落防止の柵さくもある場所にはあるが、この辺りは人の行き来が少ない。それゆえ補強の堤防しか存在しなかった。


  『くそ、もう見えないか……』


  　悔しそうに呟つぶやいたのは〝ウィル〟だった。現在と比べると、いくらか幼さが残っている。


  　彼は、軍学校の学舎からあるものを見つけ、ここにきた。雲界に近しい空で、七色に光る〝何か〟が飛行していたのだ。そしてその周囲では火花のような光が弾けては消えていた。


  　交戦していたのだ。


  　それはもちろん大事だが、彼をこの場所に駆り立てたのは、その〝何か〟が想像を絶する飛行技術を見せたからだった。


  【あれが〈渡り鳥〉なら、とんでもない腕の持ち主ってことになるぞ】


  　旋回、加速、上昇下降、どれをとっても彼には真ま似ねできない速度と精度で、目を見張るほどのものだった。


  　いても立ってもいられなくなり、ここまで走ってきたのだが、それらしい光はすでに消えてしまっていた。


  　翼つばさ舟ぶねが降りられる場所は限られている。


  　あの光が頭上を飛び越えていないことから、街には入っていないだろう。となると〈港〉か飛行場あたりを捜すべきだろうか。


  　踵きびすを返そうとしたときだった。


  



  　トサ──すぐ後ろで、誰かが倒れる気配がした。


  



  『え──？』


  　振り返って、彼は息を呑のんだ。


  　誰もいなかったはずのそこに、一人の少女が倒れていた。


  　花をあしらった愛らしい帽子と、腰まで覆おおう金色の髪。そしてその髪の隙すき間まから覗のぞく可か憐れんな横顔。鮮やかな桃色の衣装はワンピースドレスのようだが、襟えりや胸むな元もとの装飾はどこか異国のものに見える。その衣はあちこち煤すすけており、二の腕には血も滲にじんでいるように見えた。


  【この子、どこから現れたんだ？】


  　それは疑問には思ったが、彼は少女に駆け寄った。


  『お、おい。大丈夫か？　怪け我がをしてるのか？』


  　肩を揺すり、声をかけると小さな呻うめき声が聞こえた。


  　そして──ギュルルルルルルゥ──獣の雄お叫たけびを思わす、異様な音が響いた。


  【おい、こいつまさか、空腹で倒れてるわけじゃねえよな……？】


  　一いち抹まつの不安を覚えながらも、彼はポケットの中に食べかけの菓子があることを思い出した。学食に〝大福〟という新しいメニューが追加されていて、珍しくて買ってみたのだ。


  　……かなりの甘さと大きさで、完食することはできなかったが。


  　食いかけを差し出すのは抵抗があったが、試しに取り出してみた。


  『腹減ってるなら、これ食うか？　俺の食いかけ──ひぃっ？』


  



  　ガブリ──少女は身を起こすなり、彼の手を掴つかんで大福に襲おそいかかった。


  



  　あわや指まで囓かじられるかと思ったが、少女は噛かみついた姿勢のまま硬直していた。


  　それからゆっくり顔を離すと──うにょんと、大福が伸びた。


  　そして、鈴を転がすような澄んだ声こわ音ねで、こう言った。


  『何？　この挑戦的な生ものは』


  　第一声は、それだった。


  　驚きと困惑で『あう、あう』としか声の出ない彼を完全に黙殺し、少女は不可解そうな顔をしながらも大福に囓りついていく。彼の腕をガシッと掴んだまま。


  　よほど腹が減っていたのか、大福がその姿を消しても少女は手を離さなかった。


  　それどころか──ぺろり──指まで舐なめられて、ようやく彼は硬直から脱した。


  『お、お前、どこまで食う気だよ！　もうないって！』


  　手を振り払うと、少女は初めてウィルに気づいたように驚いた顔をした。


  　それからジッと上目遣いに顔を見上げると、口もとについたあんこの欠片かけらを指で掬すくい、それもチロリと口に運ぶ。


  【綺き麗れい……っていうか、可愛かわいい……】


  　間近でされたその仕草に、ウィルは顔が熱くなるのを感じた。


  　完全に見み惚とれて固まる彼に、少女は薄紫の双そう眸ぼうを細めてニッと笑みを浮かべた。


  『気に入った。もっと欲しい』


  　その笑顔がある少女と重なって見え、彼は言葉を失った。


  



  　──空の下には、何があるのかな──


  



  　翠みどりの髪をした少女は、空に手を伸ばすようにそう言った。


  　そうして見下ろした空で雲うん界かいを渡る〈渡り鳥〉を見て、こう約束したのだ。


  　──約束だ。いっしょに飛ぼう。空の最果てまで──


  【彼女は死んだんだ！】


  　そのはずなのだ。それに目の前の少女の髪は金色で、翠ではない。


  『も、もうないって言ったろう？』


  　なんとか、彼はそう言うことができた。


  『そ、それより、お前、誰かに襲おそわれたのか？　酷ひどい格好だぞ』


  　あの光のことは気になったが、辺りに翼つばさ舟ぶねは見当たらないし、少女の服装も航こう界かいに出られるようなものではない。彼女は関係ないのだろう。


  　ただ、大した怪け我がではなさそうだが、こちらもただ転んだというわけではなさそうだ。


  　自分の服装に気づいて、少女は腹立たしそうに頬ほおを膨ふくらませる。


  『汚れた。気に入ってたのに』


  　そう言ったむくれた顔は初めて人間らしい仕草に思えて、彼は少し冷静さを取り戻すことができた。


  『まあ、破れたわけじゃなさそうだし、洗えば綺麗になるって』


  『洗う？　洗うって何？』


  　からかわれているのだと、彼は思った。


  『そんなもん、水に放り込んでゴシゴシ擦こするに決まってるだろう？　ほら、そっちに水道があるぜ？　脱いで洗ってこいよ』


  　島という空間で飲み水は貴重品だが、霧む鍵げん式しきで精製された工業用水は蛇口さえ捻ひねればどこでも手に入る。


  　意い趣しゆ返がえしのつもりでそう言うと、少女は『なるほど』と頷うなずいて──おもむろにスカートからたくし上げた。


  　黒いタイツから、その上に伸びる真っ白な太もも、同じく純白の下着まで見えてしまい、彼は声を荒らげた。


  『ちょっと待てっ！』


  『何？』


  『何、じゃねえよナニやってんだお前、人前だろ？』


  『不可解。洗ってこいと言ったのはあなた』


  　頭を抱かかえて、彼は少女の手を押し止とどめた。


  『悪かった。真に受けるとは思わなかったんだ』


  　少女は酷ひどく不服そうな顔をしていたが、今度はハッとしたようにまた彼の顔を見つめる。


  『な、なんだよ……うわっ？』


  　フンフン──少女は、なぜか今度は顔を近づけ、彼のにおいをかぎ始めた。


  『な、な、な……』


  　パクパクと口の開閉を繰り返すことしかできない彼に、少女は予想だにしない言葉を口にした。
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  『ダンのにおいがする』


  　ダン・スターリング──それは、半年前に雲うん界かいで消息を絶った、ウィルの父の名だった。


  　彼は少女の肩を掴つかむ。


  『お前、親おや父じを知ってるのか？　一体どこで────』


  『痛い』


  　少女が表情を歪ゆがめたことで、彼は慌てて手を離す。


  『わ、悪い……』


  　素直に謝ると、少女は警戒した顔をしながらも、ウィルを見上げてくる。


  『うぃりあむ・すたーりんぐ？』


  　たどたどしい発音で、彼の名前を言う。


  『ああ』


  　少女は自分を指差すと、こう言う。


  『ジェシカ』


  『ジェシカ……』


  　その名前を噛かみしめるように、彼は唱となえ返す。


  『そう。ダンがくれた』


  　その名前に聞き覚えがあったことで、彼はやはりこの少女──ジェシカがダンと出会っていて、しかも他人ではなかったことを知った。


  『親父が言ってた。生まれたのが娘だったら、その名前を付けるつもりだったって』


  『そう』


  『お前……ジェシカは、どこから来たんだ？』


  　少女は、島の向こう、雲界を指で示す。


  『ずっと遠く。うぃりあむ・すたーりんぐを捜しに来た』


  『俺を……？』


  　心臓が大きく鳴るのが分かった。


  『俺は……俺のことは、ウィルでいい』


  『ウィル』


  『ああ。ジェシカは、なんで俺を捜してたんだ？』


  　頷うなずくと、少女は服の中をゴソゴソと探り始める。『あれ？』と声を漏もらすと、その表情がどんど険けわしいものになっていく。


  　一いち抹まつの不安を抱いていると、やがて目当てのものを見つけたらしい。パッと明るい顔をするとそれを彼の前に差し出した。


  『ダンが、これをうぃりあむ・すたーりんぐ──ウィルに届けてと言った』


  『親おや父じが……？』


  　それは、一枚の封筒だった。


  　封を切ると、中からは一枚の紙片が滑り出してくる。文字はなく、円と直線で作られた幾き何か学がく模様が刻まれているだけだ。


  〈渡り鳥〉を目指す彼には、それが〈封書〉と呼ばれる特別なものだとすぐに分かった。


  　──親父からの〈封書〉……？


  〈封書〉とジェシカの顔を交互に見つめ、それからグッと手に力を込めた。


  　少女が何者なのか。父とどういう接点を持っていたのか。そしてなぜ今になってこの〈封書〉が届けられたのか。


  　疑問は次から次へと込み上げるが、自分が何をすべきかだけは、分かった。


  　分かってはいたが、実行に移すには、いくばくかの勇気が必要だった。


  　一度大きく深呼吸をしてから、彼は〈封書〉の紋もん様ように手を当てた。


  『ウェイクアップ──っ？』


  　唱となえて、ウィルは耳を塞ふさいで蹲うずくまった。


  　読み取ろうとした瞬間、酷ひどい雑音が押し寄せてきたのだ。景色が変わった様子──記憶の中に入り込めた様子もない。


  【〈封書〉が、壊れてる……？】


  　その雑音の中から、いくつか聞き取れる単語が響いた。


  『ザザザ……ウィル……ザザザッザザ……』


  　ウィルは耳を澄ませる。


  【親父……？】


  『空の最果ては、確かにあった……ザザザ……お前なら、いつかザザザザザザ』


  『おい、親父？』


  　問いかけて、答えがあるはずはない。それは分かっているが、彼は父へ呼びかける。


  　やがて〈封書〉からは雑音すらも消えてしまうが、それでもハッキリと伝わるものはあった。


  



  　──帰れなくて、すまん──


  



  　父は、息子の身を案じてくれていた。


  【どういうことだ。親父は、雲うん界かいの底に行ったのか？　だとしたら、ジェシカはこれをどこで手に入れた？】


  　彼は少女の姿を捜す。彼女は目の前にはいなかった。


  　キョロキョロと周囲を見渡すと、少女は両腕を広げて防壁の上にいた。危なっかしい足取りで、その上を綱渡りのように歩いている。


  　彼の視線に気づくと、少女はクルリと振り返る。


  『終わった？』


  『あ、ああ……。君は、これをどこで？』


  『ダンから預かった』


  『親おや父じの最さい期ごを、看み取とってくれたのか？』


  『そう』


  『君は、どこから来たんだ？』


  『遠く。さっきもそう言った』


  　少女は隠しているふうではなく、それ以外に答えようがないといった顔で言う。


  　彼は口を開いて、どう問いかけたらいいのから分からず、また口を噤つぐむ。


  　それをどう受け取ったのか、少女は防壁の上でまたクルリと回る。足下などまるで見ておらず、いつ足を踏み外すかと冷や冷やした。


  『ウィルは美お味いしいものをくれた。でも、ここは面白くない』


  　独り言のように呟つぶやきながら、汚れてしまった衣服と、血の滲にじんだ腕をさする。


  『ここまで来るのは大変だった。でも、苦労に見合うものはなかった。ダンが特別だっただけ』


  『お、おい、ナニ言ってんだ？』


  　狼狽うろたえて、ウィルが声をかけるとジェシカはつまらなさそうに俯うつむいた。


  『楽しみにしてた。なのに、期待外れ。私は疲れた』


  　そう言うと、少女は淡く微ほほ笑えんだ。


  



  『最後にウィルと会えてよかった。気分がよいうちに、もう行く』


  



  　そう言って、少女は空に向かって、仰向けに倒れていった。


  『──駄目だ！』


  　彼は駆け出し、なんとかその腕を掴つかむことができた。そのまま少女の体を引きよせるが──


  【止まれない……！】


  　勢いよく飛び出した彼は、少女と入れ替わるように空へと放り出されていた。


  　踏みしめる大地はなく、掴まれる場所もない。


  　死を覚悟した彼の足に、シュルリと何かが絡みついた。


  『え、お──ぎゃっ？』


  　片足を掴まれた彼は、そのまま振り子運動で防風堤へ激突した。


  　強打した鼻をさすり、涙ぐんで足下を見下ろす……もとい、見上げると、そこには空を背負って不思議そうな顔をした少女の顔があった。


  　少女の手からは、一本の茨いばらの蔓つるが伸びていた。あれで捕まえてくれたらしい。


  『ウィルは飛べる？』


  『と、飛べるわけないだろ？』


  『では、なぜ飛び降りたの？』


  『……だって、落ちたらお前が死んじゃうだろう？』


  　少女はポカンと口を開き、それからクスクスと笑い声を漏もらした。


  『面白い人間』


  『……はあ？』


  　おかしそうに笑われながら、ウィルはなんとか壁をよじ登ることができた。


  　少女はヒョイと身軽な動作で防壁から飛び降り、ウィルの顔を覗のぞき込んでくる。


  『気が変わった。ウィルは面白い。もう少しここで遊んでいく』


  　清すが々すがしいほど晴れやかな顔で、少女はそう言った。


  　その笑顔に応えようとしたときだった。


  



  『よう、ちょっといいか？』


  



  　人懐っこい笑顔で、見知らぬ男が声をかけてきた。


  　カチャリと金属の音を立てるブーツと、細身ながら引き締まった体たい躯くから軍人のような印象を受けた。


  　声をかけられ、彼が返事をしようとすると、バタバタと慌ただしい足音が近づいてきた。


  『……おいおい。こいつは、穏やかじゃあないな？』


  　彼と少女、そしてもう一人の男を取り囲んだのは、武器を手にした男たちだった。


  　ひと目で悪党と思えるほどには人相は悪くないが、一般人にしては鋭すぎる眼がん孔こうの持ち主たちだ。それが十人近い数で道を塞ふさぐ。


  　どうやら、声をかけてきた男の仲間というわけではないようだ。男も警戒した表情で、腰の銃じゆう機き槍そうに手をかけていた。


  



  　それがウィルとジェシカ、そして〝もう一人〟との出会いだった。
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  　パラパラと、〈封書〉の景色が紙片のような欠片かけらになって散っていく。


  　その向こうから、見慣れた事務所の景色と呆ぼう然ぜんとした顔のレンが現れる。


  「ええ？　なんでここで終わっちゃうですか？　続きはどうなったです？」


  　レンは不服そうな顔をするが、ウィルの方はそれどころではなかった。


  　その手から〈封書〉をもぎ取ろうとするが、レンはサッとその手を躱かわす。そこから、ようやくウィルが何を焦あせっているのか察したらしい。恐る恐るといった顔で問いかけてきた。


  「ええっと、その、今の、ウィルとジェシカ、です？」


  　ウィルはひくっと顔を引きつらせる。


  　レンは思案顔で事務所の天井を見上げると、確かめるように呟つぶやく。


  「ええと、レンの記憶が確かなら、ウィルと出会ったころのジェシカは、自分で飛べたですよね？」


  　今でこそ高所恐怖症で、ウィルと二人でなければ飛べないジェシカだが、かつてはその背に四枚の蝶ちようの翅つばさを背負い、翼つばさ舟ぶねなしでの飛行が可能だったのだ。


  　羞しゆう恥ち心しんで死にたくなるウィルを前に、レンは容よう赦しやなくトドメを刺した。


  



  「つまり、ただ単に飛ぼうとしたジェシカを捕まえて、自分が落ちたですか？」


  



  　ウィルは仰向けに倒れた。


  「……殺せよ。生き恥だ」


  　己おのれの敗北を認め、ウィルは全てを投げだした体でそう言う。


  　虚うつろな目で天井を見上げるウィルを見下ろすと、今度はレンはジェシカに目を向ける。


  　ビクリと身を震ふるわせるジェシカに、レンは信じられないものを見たように、口を開く。


  



  「ジェシカ、ウィルの手をぺろぺろしたです？」


  



  　そのひと言に、ジェシカの体が目眩めまいを起こしたようにフラリと揺れた。長い金髪がカーテンのように広がる。


  　だが、彼女はジェシカ・シルバーベルだ。


  　半人半はん妖ようにして、人を超えた絶対言語レーゲル・ヴオルトの歌い手である。


  　暴走した《フェンリル》を正面から迎え撃ち、そして勝利した少女だ。


  　震えながらも、膝ひざを折ることなくレンを見据え返した。


  「……それを、渡して」


  「え、でも、その……」


  



  「　渡　し　て　」


  



  「レンは何も見てないです聞いてないです何も知らないです！」


  　ジェシカの金色の髪が翠みどり色に染まるのを見て、レンは跪ひざまずいて〈封書〉を差し出した。


  　冷たい眼まな差ざしでそれを受け取ると、ジェシカはそれを破り捨て──ようとして思い止とどまったようにポケットに忍ばせた。


  「ジェシ、カ……？」


  　彼女にとっても恥はずべき記憶だったはずだ。ジェシカの性格ならば、瞬時に破り捨てるように思える。


  　それを破棄せずしまい込んだことに、疑問の声を漏もらしたときだった。


  　ジェシカが、楽しくって仕方がないという笑みを浮かべていることに、ウィルは気づいてしまった。


  　背筋に、冷たい恐怖が滲にじみよる。


  「ジェシカ、お前、まさか────」


  



  「きっと、ウィルは奉仕というものに勤勉になる」


  



  　──こいつ、俺の弱みを握ったつもりか……っ！


  　ジェシカは素知らぬ顔で目を逸そらすと、ふと思い出したような口調で呟つぶやく。


  「この前、新型の複座座席を見つけた」


  「ジェシカ、お前……！」


  「交換すべき」


  　絶対的優位からの視線に、ウィルはこの世の終わりのような顔をし──しかしハッとして笑みを浮かべた。


  「ジェシカ、お前は勘違いをしているぞ」


  「なぜ？」


  「その〈封書〉は、元々俺が記したものだ。俺には、同じものがいくつでも作れる」


  　ジェシカの顔に、初めて恐怖の色が浮かぶ。


  　そう、この〈封書〉はウィルの恥ずかしい記憶であると同時に、ジェシカの恥ずべき過去の証拠でもあるのだ。


  「……卑ひ劣れつ」


  「どっちがだよ！」


  　見苦しく罵ののしり合ううち、レンがなぜかわくわくした顔で見つめていることに気づいた。


  「ウィルとジェシカは仲がよいです」


  　純真な眼まな差ざしを向けられ、ウィルとジェシカは気まずく視線を交わした。


  「まあ、なんていうか、これ以上はお互い痛い思いをするだけだな？」


  「私は寛大。今回に限り、見逃してあげる」


  　痛み分け、といったところだった。


  　レンがやってきてから、こういう収まり方をすることが多くなった。


  「というか、〈封書〉は返せよ」


  「嫌いや。自分だけ弱みを握るつもり？」


  「自分だって同じ〈封書〉を記せるだろう？」


  「私の視点では意味がない」


  　そう言って〈封書〉を取り出すと、どこか嬉うれしそうに唇で触れる。


  　──俺の視点だとナニか意味があるのか？


  　何やら弱みを握られたようで落ち着かなかったが、なぜか幸せそうな顔をするジェシカからそれを奪い取る気にはなれなかった。


  （綺き麗れい、可愛かわいい）


  〈封書〉に隠れた唇が、囁ささやくようにそんなことを呟つぶやいたが、ウィルの耳には届かなかった。


  



  　事務所の呼び鈴が鳴ったのは、そのときだった。
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  「──ええっと、〈封書〉の配達でございましょうか？」


  　引きつった笑顔で、ウィルは〝客〟に問いかける。


  　その隣では、ジェシカがいかにも不審そうな目を向けながら飲み物を──彼女は客に対しては最低限のもてなしはする──差し出している。


  〝客〟は礼を言う代わりに手を振るが、ジェシカは愛想笑いの一つもなく去っていく。


  　レンは、というと自分のデスクの陰に隠れ、恐る恐る様子を窺うかがうように覗のぞき込んでいた。


  　それも、仕方がないだろう。


  〈蝶ちようと鯱しやち〉には、何かしらのトラブルを抱かかえた依頼しか舞い込まない。


  　以前は依頼の大半がヒルダという、これもまた厄やつ介かいな客だからだと思っていた。しかし最近は彼女と無関係なものでもトラブルに巻き込まれている。


  　そもそもウィルが〈渡り鳥〉として初めて引き受けた依頼自体が、ジェシカを空の最果てに連れていくというものなのだから、ある意味当然の結果かもしれない。


  　そういった事実を踏まえた上で、ウィルは思う。


  



  　──こいつは、関わりたくねえ……！


  



  　それは異様な風ふう貌ぼうをした客だった。


  　まず、大きい。ウィルはそう身長が高い方ではないが、それにしたって彼が子供に見えるような身長差というのは常識的に考えておかしい。


  　加えて、その巨体が分厚いコートに覆おおい隠されているのだ。ピンと立てられた襟えりが顔の大半を覆おおい、残りの半分は目ま深ぶかまでかぶった帽子によって遮さえぎられている。下から見上げても、その顔の一部ですら見ることはできない。


  　そしてその臙えん脂じ色いろのコートの下から覗のぞくのは、鏡のような表面を持った奇妙な甲かつ冑ちゆうだった。


  　──こいつ、霧む鍵げん式しきってわけじゃないよな……？


  　かつて、ウィルは霧鍵式で作られた〝人形〟というものを見たことがある。


  　創世記にある、霧鍵式の祖とされる〈七つの鍵かぎ〉──その中の一つに数えられる《エインヘリヤル》の模造品だ。暴走すれば島一つ墜おとしてしまうような代物だが、目の前の甲冑や人間離れした巨体は、どこか《エインヘリヤル》を思い出させた。


  「…………」


  　大男──女性である可能性は考えたくない──は、ジェシカの差し出した飲み物を受け取ると、クイッと一気に飲み干してしまう。カップに口をつけても相手に顔を見せない、絶妙な角度だった。


  　──一応、人間なのかな……？


  　霧鍵式は、有機物を紡つむぐことができない。


  　似せて創ることはできるものの、似せただけのそれらは飲食という人間らしい動作をとることはできない。今のように液体を飲めば、どこか体の隙すき間まから漏もれ出すことになる。


  　ウィルがこっそり胸をなで下ろすと、大男は手て鞄かばんから一枚の便びん箋せんを取り出した。


  　手鞄は普通の大きさで、太い指で丁てい寧ねいに両端を持って差し出された便箋も一般的なものだ。大の大人が子供のままごとに興じているような、奇妙な錯覚を覚えた。


  「…………」


  　大男は声を発しなかったが、ウィルは便箋を受け取る。便箋の中からは円と直線の幾き何か学がく模様が薄く透けており、それが〈封書〉だと分かる。


  〈封書〉用の便箋でないことから、ウィルは専用の封筒を取り出し、そこに便箋を収める。


  「宛あて名なを頼めるか？」


  「…………」


  　大男は無言で封筒を受け取ると、テーブルに添えられたペンで住所を記入し始める。大きな手に普通のペンは、爪つま楊よう枝じのような大きさに見え、危なっかしい筆づかいに見えた。


  　やがて受取人の名前が記入され、ウィルは鋭く目を細めた。


  「おい、こいつは一体、どういうつもりだ？」


  　そこに記されていた名は──ビルギッド＝ギリアン──この事務所が〈飛竜〉という名だったころ、それを経営していた〈渡り鳥〉の名だ。


  　そして、レンと出会った事件で、背後にいた人物でもある。


  　──あの女が最後の〈鍵〉だ──


  　警告とも、宣告ともつかぬそんな言葉を残していった。


  　かつて仲間と呼んだ時期もあった。


  　だが、今は明確に敵対者だ。


  　その男に〈封書〉を届けろというのは、罠わな以外の何物にも思えなかった。


  　ウィルがそっと銃じゆう機き槍そうに手をかけると、大男が動いた。


  　両腕を広げて、覆おおいかぶさるようにウィルへとのし掛かってくる。


  「こいつ！　やっぱり罠か──……え？」


  　銃機槍で迎え撃とうして……ウィルは呆あつ気けに取られた。


  　大男は、テーブルに頭を押し付けていた。


  



  「頼む」


  



  　分厚い布越しのような、くぐもった声だった。年齢を感じ取ることはできないが、年よりという印象は受けなかった。


  　それでも、大男が初めて発した言葉だった。


  　ウィルは銃機槍の撃げき鉄てつを戻すと、ドスンと椅子に腰を落とした。


  「……悪かった。顔を上げてくれ」


  「…………？」


  　首を傾かしげる大男に、ウィルは続けて言う。


  「あんたは〈封書〉を届けてくれとここに来た。そして俺たちは〈渡り鳥〉だ。俺たちが飛ぶ理由は、それだけで十分だ。あんたがそんなことをする必要はない」


  　危険だと思う。


  　大男の何かを信用したわけでもない。


  　だが、大男は〈封書〉を送るというルールを守ってここに現れた。ウィルが〈渡り鳥〉である以上、そのルールに応えなければならない。


  　──それに、こいつは誠意を見せた。


  　敵だとしても、無関係だとしても、彼はウィルに頭を下げたのだ。客にそこまでさせて、飛ばない〈渡り鳥〉はいない。


  　切手を取り出そうとすると、後ろから声がかかった。


  「ウィル、断った方がいいです」


  　レンだった。


  　きっと、それが正しいのだろう。受取人がビルギッドである以上、銃を抜かずに済む事態というものが考えられない。


  　それでも、ウィルは蝶ちようと鯱しやちの紋章が描かれた切手を取り出すと、封筒に貼はって受領印を押した。受領印はインクによる捺なつ印いんではなく、打だ刻こくによる刻こく印いんだ。


  



  「武装郵便屋〈蝶ちようと鯱しやち〉──確かに引き受けたぜ」


  



  　そう答えると、大男は礼を言うように一度頭を下げた。


  　それから席を立つと、静かな足取りで去っていった。腰を曲げなければ玄関も潜くぐれない巨体ながら、重量を感じさせない動きだった。


  　大男を見送ると、レンが裾すそを引っ張ってきた。


  「ウィル、それ、今からでも断った方がいいです」


  「……なんでだ？」


  「ジェシカも、怖がってるです」


  　耳を疑って振り返ると、ソファの上で膝ひざを抱かかえるジェシカは確かに元気がないように見える。ムスッとした顔でそっぽを向くが、否定はしなかった。


  　ウィルは、その表情の理由がすぐに分かった。


  　──さすがに、ビルギッドの名前は忘れてなかったみたいだな……。


  　ポンと、レンの頭を撫なでる。


  「レン、今回はお前は留守番な」


  「んなっ、レンが断れって言ったからです？」


  「いいや。たぶん、今回はお前が言うとおり、断った方がいいんだろう」


  「じゃあ、なんでです？」


  「俺たちが前に進むのに、この配達は避けるわけにはいかない」


  　レンは不服そうに呻うなる。


  「だったらレンも行くです」


  　それでもウィルは首を横に振った。


  「距離が遠いんだ。片道で二日はかかる。まだお前は長距離航こう界かいに挑めるほどじゃない」


  「《フェンリル》がいれば大丈夫です！」


  　その答えには、ウィルも咎とがめるような厳しい眼まな差ざしを向けた。


  「本当に、使うつもりか？」


  「それは……、その」


  　レンとて分かっているのだろう。


  　彼女自身が折り合いをつけたとはいえ、《フェンリル》は未いまだに多くの人間が欲する霧む鍵げん式しきだ。事務所の中ではある程度の使用は許しているが、人目につく場所で使えるはずがない。


  　肩を落とすレンに、ウィルはポンと背中を叩たたいてやった。


  「そんな顔はするな。俺たちが空の最果てに辿たどり着くには、レンが必要だ。これくらいの航界にはついて来れるよう、上う手まくなれ」


  「……むう。分かったです」


  　むくれた顔をしながらも引き下がるレンに、ウィルはもう一つつけ足した。


  「ナニか困ったことがあったら、ヒルダを頼れ。あいつなら〈七つの鍵かぎ〉が来たって返り討ちにしてくれるさ」


  　冗談めかした言葉だが、その背筋には冷たいものを感じた。


  　先日、レンや〈七つの鍵〉と関わった事件で、敵の一人──ザックスという男がヒルダに向かって〝禁句〟を口にした。


  　結果は──一人は再起不能。もう一人には逃げられたが、それも味方を盾たてにしてようやくの話だ。


  　──ポールマンの親おや父じさん、未いまだに入院中なんだよな……。


  　先日、なんとはなしに様子を見に行ったときは髪は白く染まって、看護の女性に車椅子を押されていた。しかし全てを打ち砕かれたことで何か吹っ切れたのか、それほど悲壮には見えなかったが。


  　ともかく、そんな情景を思い出してしまい、ウィルだけでなくレンまで身み震ぶるいした。


  　レンは睨にらみ合いに負けた猫のように視線を逸そらした。


  「そ、そういうことなら、引き受けないでもないです」


  　頷うなずいて「でも」とウィルの顔を見上げた。


  「今回の受取人、ウィルとジェシカの知り合いです？」


  　ウィルはジェシカに目を向けた。彼女は答えなかったが、止めようともしなかった。


  　大きく深呼吸をしてから、ウィルはハッキリとこう言った。


  



  「ビルギッド・ギリアンは、ジェシカを撃墜した張本人だ」
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  　そこは石造りの城だった。


  　外には他に建物はなく、城だけがポツンと島に佇たたずんでいる。遮さえぎるものは何もなく、強い風が吹き荒れている。ひとたび外に足を踏み出せば、息もできないほどだろう。


  　中の回廊には等間隔に窓と燭しよく台だいが並んでいるが、それだけの強風が吹いていながら、窓はカタリとも音を立てることはない。その炎もチロリとも揺れることはなく、すきま風一つ入ってこないことが分かる。


  　そして、城自体も尋常ではない大きさのものだった。ハイフォニア程度の街なら丸々収まるほどの大きさで、島の方が城の付ふ随ずい物ぶつのようでさえある。


  　霧む鍵げん式しきを頼っているとはいえ、この量の資材を用意するのは容易なことではなかっただろう。そしてそれだけの質量を空に留めておけるのも、島の浮力だけでは不十分のはずだ。


  　その存在を維持するために、どれほど高度な霧む鍵げん式しきが必要になるのか、およそ常人には推おし量はかることはできない話だ。


  　そこは、〈七つの鍵かぎ〉の本部とされている場所だった。


  　無数に存在する部屋の一つ一つで、〈七つの鍵〉に関わる研究が行われている。かつて〈蝶ちようと鯱しやち〉と戦った〈傀く儡ぐつ師し〉の《エインヘリヤル》や、ザックスの《レーヴァティン》もここで生み出されたものだ。


  　そんな城の回廊を、一人の青年が歩いていた。


  　短く刈った金髪で、空と同じブルーの双そう眸ぼうは獲物を狩かる猛もう禽きんのような眼まな差ざし。軍人を思わせる細身ながらも引き締まった体たい躯くで、軍ぐん靴かがカツカツと足音を響かせる。


  　男の顔には、頬ほおから眉み間けんにかけて深い傷跡があった。


  　──あれから、どれだけの時間が経たったか……。


  　顔の古傷が疼うずき、青年は確かめるように傷跡に触れる。


  　八か月前、夢を共有できるだろう、ある少年と少女と出会った。そして、この消えない傷を刻まれた。


  　──裏切りの代償としては、高くもないがな……。


  　今でも、蝶の翅つばさを砕いた感触が、手に残っている。そして、墜おちていく蝶の姿もだ。


  　回廊を進むと、向かいから別の青年が歩いてきた。顔に焔ほむらを模もした入れ墨を彫り、鼻の頭には絆ばん創そう膏こうが貼はられている。


  　青年は男に気づくと「へえ？」と面白がるような笑みを浮かべた。


  「珍しいさ、あんたがここに戻ってるのは──なあ、スカーフェイス」


  　顔の傷ゆえ、男はその名で呼ばれていた。


  「……その名で呼ぶのは、止やめろと言ったはずだが」


  　その名前は、八か月前の出来事を思い出させずにはいられない。それを思い出した直後だったこともあり、露骨に不快感を示す。


  「へいへい、ビルギッドの兄貴」


  「ザックス、お前、もう独房から出されたのか？」


  　青年の名はザックスといった。


  　先日、《フェンリル》回収の任を担い、返り討ちに遭った咎とがで懲ちよう罰ばつ房ぼうに入っていたはずだ。


  「俺は組織には忠実さ。俺が動かないのは、組織にとって損害でしかないさ」


  「……よく言う」


  　辟へき易えきとしたため息を漏もらすと、ザックスは愉快そうに笑う。


  「かかっ、俺は嫌われてるさ？　あいにくだが、俺はあんたが大好きさ。正しく尊敬してる」


  「……言ってろ」


  　無関心にビルギッドが返すと、青年はいくらか真面目な顔で問いかけてくる。


  「あんたまで呼び出されるってのは、今度の招集はよほど大事だったさ？」


  　ビルギッドがこの城を訪れたのは、ザックスが言うように招集されたからだった。すでに用件は伝えられ、ここを去るところではあるが。


  「さあな？」


  　素知らぬ顔をすると、ザックスは軽薄な笑みを浮かべて続ける。


  「俺は確かに新参者だが、それなりに仕事はしてるつもりさ。そろそろ本当のところを教えてもらいたいさ」


  「本当のところ、とは？」


  　ザックスは「分かってるくせに」と笑う。


  　そして、その飄ひよう々ひようとした態度が冗談のように、鋭く冷たい口調でこう言った。


  



  「〈七つの鍵かぎ〉が揃そろっても、世界は滅ぼせないさ？」


  



  「ほう……？」


  　ビルギッドはようやく面白がるような反応を示した。


  「なぜそう思う？」


  「初め、組織の目的は〈七つの鍵〉の新生だって聞いたさ。だが、それにしては仕事が遅すぎる。俺の《レーヴァティン》やあんたの《ロキ》を合わせたって、半分の四つだけさ。何千年もかけてたったの四つ。組織は本気で新生するつもりがあるさ？」


  「お前が《フェンリル》を回収していれば、五つだっただろう？」


  「それさ」


  　ザックスはカツンと槍やりのこじりを床に突き立てる。


  「本気で《フェンリル》を回収するつもりだったら、もっと本腰入れて動くべきさ？　それが回されたのは出来損ないの〈傀く儡ぐつ師し〉一人さ」


  「……組織のやり方に、疑問を覚えたわけか？」


  「そういうわけじゃないさ。だが、組織には〈七つの鍵〉を揃える以外にも、何か考えがあるんじゃないさ？」


  　ビルギッドは、その真意を見定めるようにザックスの瞳ひとみを真っ直すぐ見据える。ザックスは視線こそ逸そらさなかったが、その頬ほおに一筋の汗が伝った。


  　やがて、ビルギッドは「ふむ」と頷うなずき返した。


  「お前は正しい。……半分はな」


  「どういうことさ？」


  「組織が〈七つの鍵〉集めに消極的なのは、それがすでに揃っているからだ」


  　ザックスが、分からないというように眉まゆを顰ひそめた。


  「《フェンリル》はともかく、《エインヘリヤル》と《ミストルティン》は、未いまだにあんな出来損ないさ？」


  　ビルギッドは表情を変えることなく、淡々と告げる。


  「《ミストルティン》はすでに代用品が確認されている」


  「……それ、事実さ？」


  「お前は見たはずだが？」


  　そのひと言で意味が分かったのだろう。ザックスが「あっ！」と声を上げた。


  「かかっ、なるほど、それがあいつか……！　道理で愉快なやつだと思ったさ。……だが《エインヘリヤル》はどうだ？」


  「そちらは俺も詳しくは知らん。だが、組織が発足された時代には、すでに探す必要はないと言われていたらしい」


  「どういうことさ？　あっちもオリジナルが残ってるとでも言うさ？　そんな話は聞いたことがないが」


  「さあな？　それこそ俺が聞きたいもんだ」


  　肩を竦すくめると、不意に回廊を冷たい風が吹き抜けた。


  「……っ？」


  　ザックスが槍やりを構え、ビルギッドも腰の剣に手を乗せる。


  



  　やがて、ザザザと砂のような音を立て、二人の足下で床がせり上がった。


  



  　それは虹色の砂に見えた。見る見る見上げるほどの大きさになると、やがて人の形を模かたどっていく。姿を確認して、ザックスはホッと息を漏もらした。


  「《ビフレスト》……。なんだ、あんたさ──ヘイムダルの旦だん那な」


  　それは、臙えん脂じ色いろのコートをまとい、手には鏡のような甲かつ冑ちゆうをはめた大男だった。そしてそれは同じ時間、〈蝶ちようと鯱しやち〉の事務所にいたはずの人物だった。


  　大男──ヘイムダルは、ザックスに顔を向けると……子供にそうするように頭を撫なでた。


  「……あんた、毎度それやるのやめてくれないさ？」


  　ヘイムダルはザックスが気に入っているのか、顔を合わせるたびにこうして頭を撫でている。ザックスの方は髪型が乱れるのと、男としての尊厳が傷つけられる気がするらしく、嫌いやがっているのだが。


  　それから、ヘイムダルはビルギッドに目を向ける。


  「仕事、してきた」


  「礼を言う」


  　その短いやりとりに、ザックスは訝いぶかるように目を細める。


  「なんか隠し事さ？」


  「大人の、秘密」


  　そう言って、ヘイムダルはまた無骨な腕でゴシゴシと頭を撫なでつける。


  　ザックスが悔し涙を浮かべると、ヘイムダルが顔を向けてくる。


  「内緒、話？」


  　くぐもった声ながら、彼の口調はどこか幼さを感じさせるものだった。


  「〈七つの鍵かぎ〉が世界を滅ぼすに足るか、という話だ」


  　そう答えると、ヘイムダルは「ああ」と頷うなずいた。


  「第八の〈鍵〉？」


  「第八？　八つ目があるさ？」


  　ようやくヘイムダルの腕から逃れたザックスが、警戒と好奇心の入り混じった声を上げる。


  「神話には〈七つの鍵〉が空を二つに割ったとある。つまり、最初は七つ揃そろっていたはずだ。にもかかわらず、霧む妖ようは依然として空に在り、人は滅びの一途を辿たどっている」


  「つまり、七つじゃ足りなかったってことさ？」


  　確かめるようにザックスが言うと、ヘイムダルが答える。


  「霧む鍵げん式しきには〈七つの鍵〉を祖として七つの系けい譜ふが存在する。でも、それに当てはまらない〝何か〟は確かに存在する」


  　多種多様の無機物を精製する霧鍵式だが、その基板となる骨組みは未いまだに七通りしかないと言われていた。それ以外の基板は、何千年と研究されていながら、一度として完成したことがない。


  「俺は本職の霧鍵士じゃない。いまいち分からないさ」


  　ザックスが困ったように言うと、ヘイムダルが頷いた。


  



  「たとえば──絶対言語レーゲル・ヴオルト──」


  



  　その名前には、ザックスだけでなくビルギッドも目を細めた。


  「なるほど。確かにそいつは霧鍵式の系譜には当てはまらないさ」


  　愉快そうに笑うザックスに、ビルギッドはふと思い出して問いかける。


  「そういえばお前、〈夜よる姫ひめ〉とことを構えたらしいな。絶対言語レーゲル・ヴオルトは確認できたのか？」


  　ブルリと、珍しくザックスが身み震ぶるいした。


  「あー……。あれは、無理さ。絶対言語レーゲル・ヴオルトとかそれ以前の問題さ。勝てる気がしないさ」


  「ほう？　珍しいな。抗あらがいがいがあるんじゃないのか？」


  　皮肉ってやると、ザックスは青ざめた顔で首を横に振った。


  「危うく、《レーヴァティン》をもぎ取られるところだったさ。一瞬でも戦う気でいたら、殺されてた」


  　その言葉から、ザックスが本気で戦うつもりはなかったのだと分かった。ただ〈夜よる姫ひめ〉の力を見たかったのだろう。そして、予想を遥はるかに超えて強かったらしい。


  　恐怖の記憶を振り払うように頭を振ると、ザックスはまた軽薄な笑みを浮かべる。


  「しかし、一回使っただけでおっ死ぬような力が当てになるさ？」


  「可能性の一つ。存在の証明」


  　ふん、とザックスは頷うなずく。


  「今の組織の狙ねらいはその八つ目を見つけることさ？」


  「少なくとも、幹部の何人かはそれに充あてられている」


  　ビルギッドやヘイムダルは〝第八〟の探索を命じられていた。


  「それで〈傀く儡ぐつ師し〉しかよこせなかったわけさ」


  　ザックスは納得したように何度も首を振るが、それは正確ではなかった。


  　本来は、ザックスも〝第八〟を探索すべきなのだ。


  　ただ、《フェンリル》の回収が〈傀儡師〉一人では荷が重すぎたため、幹部の中でも新参のザックスが命じられたのだ。


  　実際に〈傀儡師〉は再起不能となり、帰還できていない。


  　──あれも無能ではなかったはずだがな……。


  〈傀儡師〉は代々《エインヘリヤル》の復元を担ってきた一族だ。模造品とはいえ、一定の功績は残している。


  「しかし、八つ目か。それはなかなか面白そうさ。持ってるやつがうんと抗あらがってくれるとなお嬉うれしいさ」


  〈夜姫〉への恐怖などすでに忘れたかのように、ザックスは歪ゆがんだ信念を口にする。


  「その、八つ目だとか第八だとかいう名称は無む闇やみに口にするな。俺たち幹部以外には秘ひ匿とくされていることだ」


  「黙ってるのは性に合わないさ」


  「……だからお前はつまはじきにされるのだ」


  　呆あきれたようにため息を漏もらして、スカーフェイスはこう言った。


  「どうしても口にするときはこの名前を使え。ただの代名詞だがな」


  　そう前置きして、スカーフェイスは告げた。


  



  「──《ギャラルホルン》──それが、八番目の呼称だ」


  第二便　在りし日の翼


  



  　陽が暮れた繁華街を、ウィルとジェシカは歩いていた。


  「──水はこれでよし、と。あとは……少し防寒着を足した方がいいかもな」


  「なぜ？」


  「北に向かう。北の空は冷え込むんだ」


  「そう」


  　頷うなずくジェシカは、どこか上の空だった。


  　──まあ、そうだよな……。


  　ジェシカは高所恐怖症だ。それに加え、不安定な地面や墜落を彷ほう彿ふつさせる出来事に直面すると、パニック障害まで引き起こす。


  　かつては空に於おいて無敵に近かった彼女がそんな心の傷を負ったのは、ひとえに八か月前の墜落が原因だ。そして、その犯人が、今度の受取人なのだ。


  　──仲間……だと思ったんだ。


  　心中穏やかでないのは、ウィルも同じだった。


  　そうして歩いているときだった。


  「君は、ウィリアムか？」


  　後ろからかけられた声に、ウィルとジェシカは足を止めた。


  「リヒター兄貴？」


  「二等翔しよう尉いと呼ばないか……」


  　呆あきれたように首を振ったのは、若い男だった。


  　明るい朽くち葉ば色いろの髪と澄んだ青色の瞳ひとみ。嫌いやみのない清すが々すがしい笑顔がよく似合う。実年齢はそろそろ青年と呼ぶのは厳しいのだが、妙に活力があって若々しく見える。


  　二等翔尉を名乗るだけあって、士官の軍服をまとっており、腰には軍刀サーベルが下げられていた。


  「二等翔尉って、出世したんだな」


  「まあな」


  「おめでとう。凄すごいじゃないか」


  　胸に光る標章を見て、ウィルは素直に祝福の言葉を贈った。前に会ったときは三等翔尉だったのだ。


  　分かりやすい軍人の姿に、ジェシカが不快そうに眉まゆを顰ひそめ、これまた珍しいことにウィルの背中に隠れるように後あと退ずさった。


  　八か月前の事件以来、人間嫌いのジェシカは、特に軍人を嫌っている。


  「……誰？」


  「ああ、親おや父じの後輩で、昔から面倒を見てもらってる人だ」


  「ダンの部下？」


  「部下っていうか、まあ、そんなところか？」


  　リヒターは異国人のダンを珍しがったのか、昔からずいぶん懐なついていた。ウィルは父が遠方で職務に従事する間、彼に面倒を見てもらうこともあった。


  　警戒心丸出しの反応に、リヒターは降参するように両手を挙げた。


  「はは、女性に嫌われると心が痛むね」


  「……軟弱者？」


  「胸が痛いっ！」


  　容よう赦しやのないひと言に、リヒターもとうとう胸を押さえて頽くずおれた。


  「……まあ、冗談はさておいて、久しぶりだなウィリアム」


  「リヒター二尉、涙滲にじんでるぜ？」


  「う、うるさいな」


  　几き帳ちよう面めんにハンカチを取り出すと、リヒターは目元を拭ぬぐった。それから、どこか同情するような目を向けてくる。


  「ダン三佐の葬儀以来だな」


  「……まあ、そうだな」


  「少し、話さないか？」


  　そう言われて、ウィルは少し困った顔をした。


  「悪いが、明日の朝一で配達があるんだ」


  「配達？　そうか、その服、ウィリアムは〈渡り鳥〉になったのか」


  「ああ」


  　ウィルは航空服の上に郵便屋の腕章を付けている。それを見て、リヒターも納得したように頷うなずく。


  「それはすまなかったな。まあ、戻ってきたらまた連絡をくれ。これでも君のことは気にしてるつもりだ」


  「ありがとう。……そういえば、まだ礼を言ってなかったよな？　あのときは助かった」


  　ウィルが丁てい寧ねいに頭を下げると、リヒターは首を横に振った。


  「止よさないか、水くさい。たかが昔の記録を漁あさっただけだ。礼を言われるほどのものじゃないだろう？」


  　その言葉に興味を惹ひいたのか、ジェシカがウィルの後ろから出てきた。


  「何の話？」


  「……前に、ちょっとな。墜落した飛行船のことを調べてもらったんだ」


  　僅わずかに期待を込めてジェシカを見つめるが、彼女は意味が分からないというように首を傾かしげるだけだった。


  　──まあ、やっぱり覚えてないんだろうな……。


  



  　ウィルとジェシカは、実は十年前に出会っている。


  　──約束だ。いっしょに飛ぼう。空の最果てまで──


  　飛行船の甲かん板ぱんでそう約束して、ウィルの夢は始まったのだ。


  　だが、飛行船は墜落した。幼い彼女を乗せたまま。


  　ウィルがそれを知ったのは、二年前のことだ。


  　当時十五歳で、将来の目標を明確に定めうる、最初の時期だった。当然のように〈渡り鳥〉を目指すと宣言し、父にそのきっかけとなった飛行船での出来事を語ったのだ。


  　父は困った顔をして、そのときの飛行船が墜落していることを話した。


  　ウィルはそれが信じられなくて、リヒターを頼って軍の記録を調べてもらったのだ。軍属の父が職務としてあの飛行船を警護していたのだから、記録が残っているだろうと。


  　そして、〈封書〉による墜落の確認が取れてしまった。


  　それからしばらくの間、ウィルは人生の目標を失って無気力に陥おちいった。


  　そのとき級友のケイト・ブリュンヒルデが幾度も声をかけてくれていたのだが、彼はショックのあまりそれに気づくことができなかった。これが彼女との最初のすれ違いでもあった。


  



  　ウィルがそれを思い返していると、リヒターはようやく顔を見せたジェシカをじろじろと眺めていた。


  「……一応言っておくが、リヒター兄貴。こいつは俺より凶暴で強いからな──はぐっ？」


  　脇わき腹ばらに鋭い肘ひじ打うちを撃ち込まれた。


  「凶暴とは、なんのこと？」


  　──そういうところが凶暴だって言ってるんだよ……。


  　澄ました顔のジェシカにウィルは怨えん嗟さを送るが、リヒターが慌てたように両手を振った。


  「な、何を言ってるんだ。ウィリアムの彼女に手を出すほど恥知らずじゃないぞ？」


  「か、彼女とかじゃねえから！」


  　狼狽うろたえるウィルをよそに、ジェシカは小首を傾かしげていた。


  「彼女とは何？」


  　どうやら、意味が伝わっていなかったようだ。普通なら、ここで殴り倒されていてもおかしくない。


  　恐らく、恋人や嫁だとかいう言葉なら意味が分かったはずだ。彼女は元々霧む妖ようとして生きてきたため、たまにこういう言葉のすれ違いが発生する。


  「まあ、バディみたいな意味だよ」


  「そう」


  　嘘うそはついていない。ジェシカの方も、特に不審には思わなかったらしい。納得していた。


  　その反応に、リヒターが感極まったように胸を押さえた。


  「純真だ……！　ウィリアム、大事にしろよ？　今どき、こういう子は貴重だぞ」


  「そういうのじゃないって言ってるだろうが……」


  　嘆息していると、リヒターは存外に真面目な顔で言った。


  「いや、八か月前の事件は聞いている。彼女なんだろうな、と思っただけさ」


  　ギクリと、ウィルは身を強こわ張ばらせた。


  「はは、詮せん索さくするつもりはないよ。あれから君が軍に顔を出しづらくなったんだってことも、理解してるつもりだ」


  「……悪い」


  　ウィルが頭を下げると、リヒターは「よせよせ」と首を横に振った。


  「ふむ、詮索しないと言ったそばからなんだが、あの事件にはもう一人関わっていたはずだったよな？」


  「……ああ。ビルギッドって男さ。これから、〈封書〉を届ける相手でもある」


  　リヒターは腕を組んで首を傾かしげた。


  「その男、もしかして〈渡り鳥〉か？」


  「まあ、元、だけどな」


  　ビルギッドはバディ不在で〈渡り鳥〉の資格を剥はく奪だつされている。軍にも何か記録が残っているのだろうか？


  　ウィルが訝いぶかっていると、リヒターは不思議そうにこう言った。


  「いや、偶然だろうとは思うが。……ウィリアムが調べてくれと言った十年前の飛行船なんだが──」


  



  「──その墜落報告をしたのが、ビルギッドという〈渡り鳥〉だった気がするんだ」


  



  　それには、ウィルも露骨に顔色を変えた。


  　──十年前、俺たちが乗ってた飛行船が墜おちたことにも、ビルギッドは関わってるのか……？


  　決めつけるのは早いだろうが、無関係だとは思えなかった。


  「それ、本当か？」


  「そんな気がするってだけだ。調べれば確かめられるとは思うが……」


  　しかし、ウィルは翌朝一番に出発しなければならない。


  　──間に合わない、か。


  　ウィルは首を横に振った。


  「いや、いいよ。間に合わないし、……どの道、この配達を済ませれば分かることだ」


  　感情を押し殺した声に、リヒターが小さく息を呑のんだ。


  　それでハッと我われに戻り、ウィルは片手を上げて笑い返した。


  「じゃあ、俺たち〈渡り〉の支度があるから」


  「ああ。引き留めて悪かったな」


  「いや」


  「……ウィリアム。困ったことがあったら、いつでも周りを頼れよ？」


  「ああ。ありがとう」


  　ウィルが背中を向けて歩き始めると、リヒターがジェシカを呼び止めていた。


  「何？」


  「いや、さっきの話だが、彼女というのは────」


  「──っ！」


  　耳打ちされて、ジェシカの顔が見る見る赤く染まった。


  　それから────


  「ぐはあっ？」


  　思いっきり、後ろから蹴けり飛ばされた。


  「不ふ埒らち者もの！」


  　珍しく裏返った声で怒鳴るジェシカに、リヒターは惚ほれ惚れするように頷うなずいていた。


  「恥ずかしがり屋なんだなぁ……」


  　今度ばかりは、ウィルもリヒターに憎悪を抱いた。
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  　散らかった事務所の掃除をしつつ、レンはため息を漏もらした。


  　ウィルとジェシカは、〈渡り〉の準備で買い出しに出かけてしまった。今回、留守番のレンはやることもなく、事務所で自分が散らしたデスクの中身を片付けている。


  　──ウィルの言ってることも、分からないわけじゃないです。


  　今回の受取人は、ウィルとジェシカにとって因縁のある相手だ。


  　その相手と対面したとき、確かに彼らの注意はレンから外れてしまうだろう。その瞬間をザックスのような〈七つの鍵かぎ〉に狙ねらわれる可能性は高い。


  　──でも、レンだっていっしょに飛びたいです。


  　翼つばさ舟ぶねの操縦は、まだまだ〝浮いている〟の域を出ないものだ。一人で操縦したときのウィルにすら及ばない。


  　しかしそれは本来、レンには必要のない技術だ。《フェンリル》の力があれば、彼らにだってついていけるのだ。


  　もう一度ため息を漏もらして、レンはポケットから〈封書〉を取り出す。


  　彼女の生みの親ともいうべき存在の、フェイという男が残したものだ。気持ちが落ち込んだとき、レンは今でもこれを開いてしまう。


  　そうして片付けをしていて、ふと見覚えのないものが転がっていることに気づいた。


  「……？　これ、〈封書〉です？」


  　全部で四枚ある。折り畳たたまれた紙片の束だが、幾き何か学がく模様が描かれているのが分かった。封筒に入っていないところを見ると、郵便物というわけではなさそうだ。


  　──練習用か、失敗作です？


  〈封書〉を記すのに失敗が多いことは、レンも学んだ。紋様が黒く染まっていることから、書き込みは完了していることが分かる。客の失敗作なら、その場で処分しているはずだ。


  　先ほどの大男の〈封書〉は、ウィルが封筒にしまったのをレンも見ている。


  　となると──床にはまだレンが散らした小物が散乱している──これらといっしょに机からこぼれ落ちたものだろうか。


  　客のものという可能性は低いように思えて、レンはその中の一つを開いてみた。


  「──ウェイクアップ」


  　そして躊ちゆう躇ちよなくそう唱となえる。


  　やがて五感に流れ込んできた記憶に、レンは大きく目を見開いた。


  　ほどなくして現実に引き戻され、荒い息を漏らす。


  「こ、この〈封書〉は……！」


  　そこには、この事務所に関わる記憶が記されていた。レンの知らないものだ。そして、ある男と少女、そして顔に傷を負った男が映っていた。


  　──ウィルたちの昔です……！


  　カランコロン──ウィルとジェシカが帰ってきたのは、そのときだった。


  「ただいま……っておい、ナニやってんだ？」


  〈封書〉の束をどうすべきか、ひたすらあわあわと狼狽うろたえるレンに、ウィルが眉まゆを顰ひそめる。


  「こ、これは誤解です！　事故……そう、事故です！　レンだってわざとやったわけじゃないですよ」


  　ウィルは仕方なさそうにレンの頭をポンと叩たたいた。


  「ったく、〈封書〉の用紙は結構、値が張るんだぞ？　あんま無駄遣いすんなよな」


  　それだけだった。


  「……あれ？」


  「どうした？」


  「いや、怒らないです？」


  「練習しろって言ったのは俺だしな。四、五枚ならまだ怒るほどじゃない。……まあ、後片付けは、もう少しがんばってもらいたいもんだがな」


  　床に散乱した小物を見て、ウィルがげんなりした声を漏もらす。


  　──自分たちの〈封書〉だって、気づいてないです？


  　レンが首を傾かしげると、ウィルはどこか気まずそうに頭を下げた。


  「今回のことは、俺も悪いとは思ってる。お前がバディを引き受けてくれたから、〈蝶ちようと鯱しやち〉は潰つぶれずに済んだんだ。真剣に空の最果てまでついて来ようとしてるお前を、邪じや険けんにするつもりはない」


  　どうやらレンの反応を不服の表われと感じたらしい。いつになく、ウィルが真面目な顔でそう言った。


  「レ、レンは別に腹を立ててるわけじゃないです。ウィルも間違ってないと思うですし」


  　そう答えると、ウィルはどこかホッとしたように笑った。


  「じゃあ、留守を頼むな。あ、でもその〈封書〉はきちんと片付けとけよ？　練習つったって自分の記憶なんだ。不用意に他人に見られるようなところには置いておくな」


  　不用意に拾ってしまったレンとしては、頷うなずくべきなのか非常に迷う言葉だった。


  「は、はいです」


  　言われるままに、レンは〈封書〉をポケットにしまい込んだ。


  　そして、定時になって事務所から帰るまで、それを取り出すことはできなかった。
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  「──ということがあったので、レンはこれを持ってきてしまったです」


  　屋敷に戻ったレンは、部屋に戻る前に主あるじの少女に捕ほ縛ばくされていた。


  〈封書〉の束を抱かかえ、挙きよ動どう不ふ審しんだったのを見み咎とがめられたのだ。


  　レンの主はワインのような妖あやしい紅あかの髪を左右で束ね、同じく紅い双そう眸ぼうを猫のように細めていた。身を包むのは喪服のような黒のドレスで、すぐ隣には室内だというのに黒いコウモリ傘がさが立てかけられている。


  　少女の名はヒルダ──幼い姿をしているが力のある霧む鍵げん士しだ。


  　ヒルダの前で隠し事は意味をなさない。少なくとも、レン程度ではその目を誤ご魔ま化かすことはできなかった。


  　平伏して〈封書〉を献上すると、ヒルダは手のかかる子供を叱しかるようにため息を漏らした。


  「〈封書〉はただの手紙ではないのです。人ひとりの分身でもあるのです。使い方を誤れば、それを記した本人を破滅させることもあり得る。それを黙って持ち出すとは、そなたも困ったことをしてくれるのです」


  　まったくもって正論だった。


  　ぐうの音も出ないレンは、涙ぐんで弁明を繰り返す。


  「うぅ、成り行き上、仕方なかったですよ。それにレンはウィルとジェシカの出会いの〈封書〉を見ちゃったです。これはその続きみたいだし、気になったのもあったです」


  「二人の出会い……？」


  　ヒルダが小鳥のように首を傾かしげ、いくらか興味を惹ひいたような目を向けてくる。


  「話してみるのです」


  「ええっとですね、最初はジェシカがお腹なかを空かして倒れてたです。ウィルはジェシカに甘い物をあげたです。ジェシカはウィルの手を……──っ？」


  　言いかけて、なぜかレンはビクリと身を震ふるわせた。


  「どうしたのです？」


  「いや、なんか今、殺されそうな気がしたです」


  　二人の会話など、事務所に籠こもったウィルやジェシカが知るはずもないのだが、レンは確かな殺気を感じた。


  　このことを話すと、きっと良くないことが起こる、そう思えてならなかった。


  「え、ええっと、ウィルはお父さんからの〈封書〉をもらって、雲うん界かいに飛び込もうとしたジェシカを助けようとして、そのまま落ちそうになってたです」


  「あの愚か者らしい話ですね」


  　クスクスと甘い吐息を漏もらして、ヒルダはチラリとテーブルの上に置かれた〈封書〉の束に目を向ける。その瞳ひとみに、一瞬の好奇心が揺らめく。


  　それから迷いを振り払うようにコホンと咳せき払ばらいをする。


  「それはさぞや楽しかったのでしょうね。それで？　その〈封書〉はどうしたのです？」


  「ジェシカが持ってるです」


  　奪取は難しいと、ヒルダでも思ったらしい。つまらなさそうに頬ほおを膨ふくらませる。


  　それから、再びテーブルの〈封書〉に目を向ける。


  　なんだか、めちゃくちゃ気になるけど、良心が邪魔をしているといった様子だった。


  　やがて〈封書〉の束に手を乗せると────


  



  「──まあ、気になる気持ちも分からないでもないのです」


  



  　良心なんて、欠片かけらも存在しなかった。


  　良からぬイタズラでも思い付いたように、少女はクックと含み笑いを漏らす。


  「あのー、ヒルダ？　何をするですか？」


  「これに記されているのはウィルとジェシカの過去なのでしょう？」


  「はいですが？」


  「小しよう妹まいもそれには興味があるのです」


  「え、ちょっと……！」


  　ヒルダは、鋭く尖とがった犬歯を覗のぞかせて笑みを浮かべた。


  「一度見てしまったのなら、何枚見ても同じでしょう？」


  　レンは愕がく然ぜんとした。


  　訳知り顔で説教をしていたのはなんだったというのか。


  　これにはさすがにレンも批難の声を上げ────


  



  「ヒルダは話が分かるです。どこまでもついていくですご主人様！」


  



  　そこに良識のある人間はいなかった。


  「ヒルダお嬢様も、レンも、お戯たわむれはほどほどに願います」


  　スッと、主あるじの隣に気配もなく初老の執事が現れる。フォルネウスだ。


  　レンがビクッと身を震ふるわせると、フォルネウスは窘たしなめるような目を向けた。


  「ヒルダお嬢様。ウィリアム様とて知られたくない過去もございましょう？　無む闇やみに詮せん索さくするものではございません」


  　ヴィンゲン家の良心が、そこにあった。


  　ヒルダが面白くなさそうな顔をすると、執事はこう続けた。
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  「ですが、主あるじと交流の深い殿方として、わたくしめはウィリアム様の過去を知っておく必要があるようでございます。そう、あくまでヒルダお嬢様の執事として」


  



  　結局、みんな見たいものは見たいのだった。


  　ヒルダがフンと鼻を鳴らした。


  「見たいのならもったいぶらずにそう言えばよいのです」


  　三人が〈封書〉に手を乗せると、ヒルダが僅わずかに眉まゆを顰ひそめていた。


  「しかし、奇妙ですね……」


  「どうかしたです、ヒルダ？」


  「……いえ、読めば分かることなのです」


  　そう言って、三人は最初の〈封書〉を開いた。


  



  「「「ウェイクアップ」」」
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  　目の前に迫ったのは、銀色の刃だった。


  　──ひいっ？


  　レンは思わず声を上げるが、その声はどこにも届くことはなかった。


  　これはすでに過ぎ去った出来事であり、レン自身はここには存在していないのだ。


  　迫ったのは、銃じゆう機き槍そうではない。銃としての機構はなく、片手で扱うことを目的とした軽量の剣──サーベルだ。


  　片刃のサーベルからは、パリッと電光が迸ほとばしっていた。


  　霧む鍵げん式しきだ。受けるどころか、掠かすめただけでも致命傷になりかねない。そしてその電撃が気絶程度で済む威力ではないことを彼は知っていた。


  　それを迎え撃つのは、【俺】だった。


  　青年か、あるいは少年と呼べるほど若い男だ。銃機槍を握る手は革手袋で覆おおわれている。〈封書〉の記憶は、【俺】の目を通して再生されていた。


  【よく視みろ！】


  　落ち着いた声が、頭の中に直接響いた。〈封書〉の主が感じ、考えた、意思の声だ。


  　迎え撃つ彼には、先読みという〝眼〟がある。


  　滑るように体を横に流し、サーベルの刃を躱かわし、弾けた電光が頬ほおを焼く。


  　際どくサーベルをやり過ごすと、逆側から銃機槍で薙なぎ払う。相手はそれをサーベルで受けようと身構えるが、そのときには彼も引き金に指をかけていた。


  　ガチンッ──銃身が爆ぜ、電光のサーベルが根元からへし折れた。


  　近接戦用の、斬ざん撃げき弾だんだ。斬きり合っていた男は壁に叩たたきつけられ、そのまま動かなくなる。


  『──こいつで、最後か？』


  　肩で息を漏もらしながら、【俺】は確かめるように言った。


  　そこは島の縁にある防風堤だった。光る舟──そうとしか呼びようのないもの──を追いかけて、【俺】はそこで一人の少女と〝もう一人〟に出会った。彼らに光る舟のことを問いかけようとしたところ、突然襲撃を受けたのだった。


  　そこには、十数人の男たちが倒れていた。服装は一般人のそれだが、装備は一般人が手に入れられるものではない。


  　無機物を紡つむぐことを目的とするのが、霧む鍵げん式しきだ。電撃や炎といった気体は、扱いがかなり難しい。それをこの襲撃者たちは全員が使っていたのだ。


  　動く者がいなくなったことを確かめ、【俺】は少女と〝もう一人〟に目を向けた。


  　少女の方は長い金髪に薄紫の瞳ひとみ。衣装もどこか不思議なもので、どこか浮き世離れした容姿の娘だ。


  　もう一人の方は────


  『おい、そいつ、大丈夫か？』


  　もう一人は、男だった。若いのだろうとは思うが、実際に何歳くらいなのかは分からない。


  　というのも、もう一人は頭に一撃を受けたらしく、顔中血まみれなのだ。


  　もう一人を戸惑うように見つめながらも、ハンカチの一つも取りだしていない少女に【俺】は舌打ちを漏らした。


  『こいつはお前を庇かばったんだろ？　傷くらい見てやれよ』


  『……見てたわ』


  　そう言って手を後ろに隠すと、少女は彼を拒絶するように離れる。


  【見られたくない……ってことか？】


  　もしかしたら、少女なりに手当てをしようとしていたのかもしれない。確かめもせずに批難したのは軽率だった。


  『怒鳴って悪かったな。ちょっと見せてみろ』


  　言いながら【俺】は小さなタオルを取り出し、もう一人の傷を見てやった。


  【こいつは、傷が残りそうだな】


  　サーベルで斬られたのだろう。パックリと裂さけていた。


  　ただ、傷の大きさと出血のわりには、そう深いものではない。綺き麗れいな傷だったおかげか、傷口も塞ふさがりつつある。頭部は軽傷でも大量の出血が起こることが多い。見た目ほど重傷というわけではなさそうだった。


  【これ、こいつが治したのか？】


  　まさかと思いつつ、少女に目を向けると男が呻うめき声を漏らした。


  『う、ぅ……』


  『気がついたか。おい、俺の言ってることは分かるか？』


  『あ、ああ……』


  『お前、名前は？　こいつらの仲間ってわけじゃないよな？』


  　襲おそってきた襲撃者たちを、もっとも多く倒したのは、実はこの男だ。そして、少女を守ろうとしているように見えた。


  『俺は……俺は？　名前……痛っ……』


  『お、おい。大丈夫か？』


  　抱かかえ起こそうとすると、男は蹲うずくまってしまった。


  『俺、ここで、ナニをしてたんだ……？』


  『……なんだと？』


  　ひくっと、【俺】の顔が引きつった。


  『俺は〈渡り鳥〉で……翼つばさ舟ぶねを追いかけてて……？　いや、違うな。軍隊がいて……』


  　ふむ、と【俺】は腕を組んだ。


  【頭にサーベルと電流を受けたわけだからな。記憶の混乱ってやつか？】


  　何も覚えていないわけではなさそうだが、頭部に二重の衝撃を受けたせいで記憶が混濁してしまったらしい。一時的なものだとは思うが。


  　それでも、男はハッキリとした口調でこれだけは答えた。


  『ジェシカを、守らないと……。行くんだ、雲うん界かいの底に……』


  　目を見開いた。


  【雲界の底……だと？】


  　ポケットの中の〈封書〉を意識する。襲撃者に襲われる直前に、ここで手に入れたものだ。壊れて雑音しか聞こえない。


  　ただ、雑音の中に響く声は、確かにこう言ったのだ。


  



  　──空の最果ては、確かにあった──


  



  【雲界に墜おちて、生き延びた人間がいる……】


  　そして思い出すのは〝彼女〟のことだ。


  　ともに〈渡り鳥〉を志し、そして雲界へ墜ちた少女だ。


  　しかし、今は男に問いかけたところでまともな答えは期待できそうにない。【俺】は少女に目を向けた。


  『ジェシカって、お前のことだよな？』


  『そう』


  『こいつとは仲間じゃないのか？』


  『今、初めて会った』


  　少女──ジェシカもこの男のことは知らないらしい。


  『なんでこいつは、お前を守るって言ってるんだ？』


  『分からない』


  　それは本当に理解できないというような顔で、とぼけているようには見えなかった。


  『それじゃあ、なんでこいつらはお前を襲おそったんだ？』


  　襲撃者たちは、【俺】でも男でもなく、ジェシカを狙ねらっていた。【俺】やもう一人の男が攻撃を受けたのは、それを妨害したからだ。


  『知らない』


  『初めて襲われたってのか？』


  『……追われてるのは事実。でも理由なんて知らない』


  　酷ひどく不快そうな顔をしているが、やはり嘘うそをついているようには見えなかった。


  【少なくとも、本人に自覚はないってことか……】


  　もう一度、【俺】はジェシカに問いかける。


  『雲うん界かいの底に行くっていうのは？』


  『知らない。でも、私もそこに行きたい』


  　クシャリと髪をかき上げ、思案する。


  　倒した男たちは、堅かた気ぎの人間ではない。戦闘の訓練を受けており、なおかつ一般には流通していない武器を所持していた。


  　軍隊──それも特務を与えられた特殊部隊か、もしくは噂うわさに聞く〈七つの鍵かぎ〉のような、練度の高い犯罪組織の人間だろう。


  　尋問でもしたいところだが、全員完全に昏こん倒とうしており、そうそう目を覚ましそうにはない。それに追手がこれだけとは思えない。ここにいては、いつ次の敵に襲われるか分かったものではない。


  　ジェシカと男を、【俺】は交互に見つめた。


  【さっきの光る舟は、こいつらのどっちかなのか？】


  　光る舟を追って、ジェシカとこの男に出会った。無関係だとは思えなかった。


  　翼つばさ舟ぶねの操縦には、【俺】は自信を持っていた。現役の〈渡り鳥〉にも、自分より優れた者などそうはいないと自負していた。


  　それが、あの光る舟はその陳腐な自信を完かん膚ぷなきに打ち砕いてくれた。


  　およそ人類が考え得る空戦技の、遥はるかその先を行っている技術だった。


  【こいつらのどちらかがあれの正体なら、雲界の底にも届くかもしれない】


  　そして、実際にそこから届いたらしい〈封書〉がここにある。


  【そこで生きていられるなら、あいつも生きてるかもしれない】


  　リスクは、当然のごとく存在する。軍とも犯罪組織とも分からぬ連中に付け狙ねらわれているのだ。雲うん界かいの底以前に無事に飛べるかどうかすら怪しい。


  　だが、【俺】はこれをチャンスだと考えた。


  〝彼女〟への希望が生まれ、同時に雲界の底へ辿たどり着く可能性が目の前にいる。


  　腹は決まった。


  　男に声をかける。


  『お前、名前も分からないのか？』


  『……ああ』


  『じゃあ、スカーフェイスっていうのはどうだ？』


  『傷顔スカーフエイス……？』


  　ニカッと【俺】は笑った。


  『強そうだろ？』


  　お世辞にもいいネーミングセンスとは呼べないが、それでも【俺】なりに意い気き消しよう沈ちんする男を元気づけようとしての言葉だった。


  　そして、肩を貸して立ち上がらせる。


  『お前ら、俺についてこい』


  　男──スカーフェイスの表情は分からないが、ジェシカの方は露骨に眉まゆを顰ひそめた。


  『なぜ？』


  



  『連れていってやる──そう言ってるんだよ。行くんだろ？　雲界の底へ』


  



  　ジェシカは目を丸くした。


  『人間がどうやって？』


  『翼つばさ舟ぶねの在処ありかに、心当たりがある。上う手まくすれば二機、手に入る』


  『翼舟？』


  　金色の髪をフワリと揺らし、首を傾かしげる少女の反応に、さすがに【俺】も呆あきれてため息を漏もらした。


  『おい、翼舟くらい分かるだろう？　空を見上げてみろ。そこを飛ぶのが翼舟だ』


  　今も空では郵便物を配達する〈渡り鳥〉が飛び交っている。島の中での配達もあれば、はるばる他の島から渡ってきた者もいるだろう。


  　少女は素直にそんな空を見上げ、やはり首を傾げた。


  『あんなひ弱なもので飛ぶつもり？』


  　その言葉には、小さな違和感を覚えた。


  【まるで、墜おとしたことがあるようなもの言いだな……】


  　もしもあの光る舟の乗り手ならそれもあり得る話だが、それまでの反応を見た限りでは翼つばさ舟ぶね自体を知らなかった、とも取れる。


  【まあ、今はいいさ】


  　ジェシカに着いてくるよう、【俺】はもう一度声をかけた。


  『そら、行くぞ？』


  『人間は信用できない』


  　まるで自分が人間ではないかのように、ジェシカは足を進めなかった。


  　だが、それも見知らぬ人間に襲おそわれ、追い回されたのでは無理もない。


  『人間は信用しなくてもいい。だが〈渡り鳥〉は信じろ』


  『〈渡り鳥〉？』


  『そう、〈渡り鳥〉だ。〈渡り鳥〉は郵便屋だ。この人類には許されざる空を渡り、どんな郵便物だって必ず届ける。必ずだ。死んでも届ける。だから人は〈封書〉なんて危あやういものだって預ける』


  　ジェシカはまだ理解できないように首を傾かしげる。


  『それとあなたについていくことになんの関係があるの？』


  『俺は〈渡り鳥〉だ。〈渡り鳥〉が飛ぶと言ったら、必ず辿たどり着く。そして、俺には雲うん界かいの底に行く理由がある。そのついでに、お前らも連れていってやると言っているんだ』


  　少女は品定めするように【俺】を見つめたが、やがて小さく頷うなずいて足を前に進めた。


  『その男は敵じゃなかった。その男を連れていくなら、いっしょに行く』


  　スカーフェイスの側に寄り添って、ジェシカはそう言った。どうやら、彼女なりに傷を負ったこの男を気にかけているらしい。


  【俺はまだ信用してもらえないわけね】


  　内心を苦笑でかみ殺し、【俺】は頷いた。


  『それでいい。行くぞ。雲界の底へ』


  



  〈封書〉の記憶は、そこで終わりを迎える。


  　それが、お互い誰かも知らない三人の出会いだった。
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  〈封書〉の記憶が途切れて、レンは楽しそうに声を上げた。


  「むふふ、どうですか？　レンが見た〈封書〉の続きです。ウィルとジェシカが出会ったばかりの記憶ですよ？　レンが持って帰っちゃったのも仕方がないと思うです！」


  　ヒルダの感想が聞きたくて、レンは身を乗り出して声を上げる。パタパタとしっぽのように三つ編みが揺れた。


  　反面、ヒルダは難しい顔で眉まゆを顰ひそめていた。


  「どうかしたです？」


  「これは、本当にウィルが記したものなのですか？」


  「どういう意味です？」


  　問い返すと、ヒルダは紅茶のカップに口をつけ、言葉を選ぶように慎重に口を開く。


  「これがウィルが記したものだと言うなら、どのような意図から記されたのです？」


  「ええ？　それは……その、ジェシカとの思い出のアルバムみたいなものじゃないです？」


  「……そう、だとよいのですが」


  　今一つ納得できないような顔をするヒルダに、レンは頬ほおを膨ふくらませる。


  「ヒルダは何を心配してるです？　そもそも、ウィルの記憶をウィル以外の誰が残せるですか？」


  



  「──他人の〈封書〉を作ることは、不可能ではないのです」


  



  「え……？」


  　予想外の答えに、レンは目を丸くした。


  　硬直するレンの隣で、フォルネウスが静かに紅茶のおかわりを注いでいる。


  「警察という組織があるでしょう？　目撃者のいない事件を捜査するとき、〈封書〉で被害者の記憶を読めたら便利だと思いませんか？」


  　そのための技術が存在する。ヒルダはそう言っているのだ。


  「そんなこと、簡単にできることですか？」


  「それなりの技術は必要になりますが、できないほど難しくもないのです。……ただ、どうしても外せない条件があるのです」


  「条件です？」


  「被験者の体の一部──つまり、死体が必要なのです」


  　レンは紅茶を噴き出した。


  「ウィルは生きてるですよ！」


  　悪びれた様子もなく、ヒルダは紅茶に口を付ける。その隣では慣れた手つきでフォルネウスが溢あふれた紅茶を拭ふき取っていた。


  「小しよう妹まいは言ったのです。不可能では、ないと」


  　つまり、ちょっとした雑学だったらしい。


  「じゃあ、これがウィルの〈封書〉だってことには変わりないです」


  「狭い視野でものを考えるなと言っているのですよ」


  　妖よう艶えんに微ほほ笑えむ主あるじに、レンはふと疑問を思った。


  「そういえば、なんで死体でないといけないですか？」


  「必ずしも死体である必要はないのです。その者の体の一部──そうですね、腕の一本でもあれば事足りるはずなのです」


  　毛髪の一本や二本でできることではない、ということらしい。


  「──もしくは、大量の血液など」


  　納得しかけたレンは、ヒルダの次のひと言で硬直した。


  「それって……」


  「好んで揉もめ事に首を突っ込むあの者たちなのです。血を採取される機会など、いくらでもあったはずなのです」


  　ウィルが好んで揉め事に関わっているわけでもなければ、その半分はヒルダ自身が原因のはずだが、ヒルダは堂々とそう言った。


  　──でも、あの〈封書〉、確かに見え方がちょっとおかしかったです。


  　過去の一場面に立ち会ったように感じられる通常の〈封書〉に比べ、レンが拾ってきたものは誰かの目から景色を覗のぞき込んでいるような感覚だった。


  　他者が強引に記したものゆえの違和感だとすれば、納得もできる。


  「でも、ウィルの記憶をウィルに見せてなんの意味があるですか？」


  　本人以外でも〈封書〉を記せるということは分かった。


  　だが、それを本人に読ませてなんになるのだろうか。


  「それが分からないから、意図が分からないと言っているのです」


  「うーん、だったら、誰がやったかを考えるのはどうです？」


  　犯人が分かれば動機も分かるものではないだろうか？


  　珍しく、ヒルダは褒ほめるような眼まな差ざしをレンに向けた。


  「そなたは、頭の回転は速いのです」


  「ふふん！　もっと褒めるです！」


  「ですが、それくらいは目星がつくというものなのです」


  「へ？　誰ですか？」


  



  「──〈七つの鍵かぎ〉──」


  



  　その名前に、レンは小さく息を呑のんだ。レン自身、ザックスという〈七つの鍵〉の幹部に捕まり、その異常さを目の当たりにしている。


  「なんで、そうなるですか？」


  「簡単な消去法なのです。ウィルたちの届け先──受取人は、ビルギッドと言いましたか、その者はジェシカを撃墜したのでしょう？　あの娘を墜おとせる人間はそうはいないのです。ましてや再生できぬほどの手傷を負わせるなど、常識的な霧む鍵げん式しきでは不可能なのです」


  　常識的ではない霧鍵式──そんなものがあるとすれば──


  「絶対言語レーゲル・ヴオルトか、〈七つの鍵かぎ〉……」


  「そういうことになるのです」


  　レンは前掛けをギュッと握り締めた。


  〈七つの鍵〉とは最古にして最強の霧鍵式の総称であり、世界を滅ぼすことを目的とした組織の名でもある。


  　レン自身も〈七つの鍵〉の一つ──《フェンリル》との関わりから狙ねらわれる身だ。それゆえ、ヒルダの元に身を寄せているのだ。


  「……なんで、ウィルたちが目を付けられるです？」


  「一つはジェシカでしょうね。あの娘は小しよう妹まいと同じく絶対言語レーゲル・ヴオルトの歌い手であり、それを歌ってなお命を墜とさぬ半人半はん妖ようでもある。〈七つの鍵〉を再生したい連中からしてみれば、喉のどから手が出るほど欲しい存在なのです」


  　ジェシカは、オリジナルの《フェンリル》に正面から挑み、これを制して見せた。それだけで〈七つの鍵〉からすれば無視できる存在ではないだろう。


  「加えて、ウィル自身も〈ブルドガング〉という、絶対言語レーゲル・ヴオルトで紡つむがれた銃じゆう機き槍そうの持ち主なのです」


  「でも、それは〈七つの鍵〉じゃないですよ？」


  「その因子は受け継いでいるのです」


  　ヒルダには、何かしらの確信があるらしい。揺るぎない返答だった。


  　そして、ふと気づいた。


  「あれ？　でもそれじゃあ……」


  　ここにも一つ、〈七つの鍵〉があるのではなかったか？


  「そういうことです」


  　ヒルダが頷うなずく。


  



  「そなたも含めれば、ウィルは〈七つの鍵〉に並ぶ力を三つも所持していることになるのです」


  



  　狙われない、わけがない。


  　そして、恐ろしい可能性に気づいてしまった。


  「それじゃあ、ウィルが世界を変えようと思ったら、手が届くってことです？」


  「それはそれで見てみたい気もしますが、あれはそんな器用な男ではないでしょう？」


  　そう言って、手のかかる弟のことでも語るように微ほほ笑えんだ。


  「あれは、飛ぶこと以外、何も考えていないのです」


  　まったくの、同感だった。


  　──ジェシカもです。ウィルとジェシカは、似たもの同士です。


  　だから、二人なのだろう。


  　書類上のバディはレンだが、ウィルのパートナーはジェシカしかいないし、ジェシカのパートナーもウィルしかいないのだ。


  「話が逸それましたね。〈封書〉の話なのです」


  　そう言って、ヒルダはたった今読み解いた〈封書〉に視線を落とす。


  「そなたの話を聞いて、どうにも引っかかっていたのです。ウィルは確かに愚ぐ鈍どんですが〈封書〉を──それも自分の記したものを忘れるほど愚かではないのです」


  　レンはウィルから〈封書〉の扱い方を習っている。


  　普段の彼の態度を考えると、人が変わったように厳しい。そのウィルが〈封書〉を無造作に放置するなどということがあるだろうか？


  「そのウィルがそなたの持つ〈封書〉を見て、自分のものだと思わなかったのでしょう？」


  　確かに、あのときのウィルは本当に知らないような顔をしていた。


  「じ、じゃあ、誰がこんなものを記したです？」


  「そなたがそれを拾う前後に、事務所を出入りした者は？」


  「……怪しいお客さんが、来たです」


  　思い返すまでもない。今日、職員以外で〈蝶ちようと鯱しやち〉の事務所を訪れた者など、一人しかいない。あのコートの大男だ。


  「その人、ジェシカを墜おとした人に〈封書〉を届けてって、言ってきたです」


  　その言葉に、ヒルダも人差し指を唇に銜くわえ、僅わずかに俯うつむいた。


  「……なら、そなたはその者の思惑を阻そ害がいしたことになりますね」


  　レンは誇らしげに胸を張った。


  「ふふ！　レンのお手柄です！」


  「そうだとよいのですが……」


  　また出鼻を挫くじかれ、レンはへなへなとへたり込んだ。


  「ヒルダはいじわるです。たまにはレンのことを褒ほめてもよいと思うです」


  「ならば、普段から褒められることをするのです。昨日、そなたが割ったカップは小しよう妹まいのお気に入りだったのです」


  「ごめんなさいです！　もうしませんです！」


  　笑顔で殺気をぶつけられ、レンはガタガタと震ふるえながら頭を下げた。背中に流れる三つ編みまでもが怯おびえたように震える。


  「小妹は、そなたがうっかり者であることを責めているわけではないのです。この〈封書〉が記された意図が分からないと言っているのです」


  　うっかり者であることを否定してはもらえなかった。


  「さっきからヒルダはなんで意図に拘こだわるですか？」


  「何度も言っているのです。〈封書〉は記憶の欠片かけら。人ひとりの分身でもあるのです。記すからには、何かしらの意味があるはずなのです。今回のように、他人の〈封書〉まで作るとなればなおのこと」


  　そして、再び〈封書〉の束を手に取る。


  「これが誰に宛あてられたものなのか、それ次第で意味はずいぶん変わってくるのです」


  　そう言われると、レンも自分の行動が軽率だったという気がしてきた。


  「これ、もう読まない方がいいですか？」


  「小しよう妹まいは、そう思いますが？」


  　しばらく悩んだ末、レンはヒルダから〈封書〉を受け取った。


  「やっぱり、ウィルたちに返してくるです。ウィルが記したものじゃないかもしれないけど、ウィルの〈封書〉ですし」


  「それがよいと思うのです」


  　ヒルダがそう告げると、それを待ち構えていたようにフォルネウスが代わりの紅茶を注いだ。


  「お二人とも、そろそろ時間も遅いようでございます」


  　時計を見ると、日付が替わろうとしていた。


  　レンはペコリと頭を下げてから、自分の部屋へと戻っていった。


  　──明日、ウィルたちが出発する前に返しに行くです。


  　ベッドで微睡まどろみながら、そう決心して。
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  〈蝶ちようと鯱しやち〉事務所格納庫。


  　──スカーフェイス、か……。


  　ウィルは心の中でその名を呟つぶやいた。


  　目を閉じれば、あの日の光景は昨日のことのように思い出される。互いに無知で、三人が三人、それぞれの希望を抱いていた。


  　ビルギッド・ギリアン──出会ったばかりだというのに、十年来の友のように感じられる男だった。


  　──十年前の墜落も、事故じゃなかったのか……？


  　リヒターの話だが、ウィルはそれが人違いや偶然ではないと、確信めいたものを感じていた。


  　険しい表情を浮かべるウィルが見つめるのは、格納庫に残る旧式の翼つばさ舟ぶねだった。


  　尾翼には、〈蝶と鯱〉とは異なる紋章が残っている。


  　機体名〈飛竜〉──前任者が経営していた、事務所の名だ。


  〈蝶ちようと鯱しやち〉の紋章に改修していたのだが、ひと月前に中破という損傷を受け、倉庫の中に眠っていたパーツを引っ張り出して修繕したのだ。それに、この紋章が残っていた。


  　複座式のこの舟は、ウィルとジェシカが初めて乗った機体だった。そして、飛び方を知らないウィルと、飛べなくなったジェシカが、空を取り戻すため訓練に使った機体でもある。


  　さらには、元々別の人物が跨またがっていた翼つばさ舟ぶねなのだ。


  　ありとあらゆる意味で、ウィルとジェシカにとって特別な舟だった。


  　船首をそっと撫なで、ウィルはようやく決心してジェシカに声をかけた。


  「なあ、ジェシカ。一つ、頼んでもいいか？」


  



  「嫌いや」


  



  「そこで即答するのはやめよう！」


  　空気をぶち壊されウィルが涙ぐむと、ジェシカは面倒臭そうにじとっと睨ねめつけてきた。


  「それに乗りたいの？」


  「ん、まあ、はい……」


  「なら、さっさと整備して」


  　その反応には、逆に目を丸くさせられた。


  「いいのか？　その、〈霞か曲きよく〉に比べたらかなり性能が劣るし、お前にとっては良い思い出ばかりじゃないだろ？」


  「翼に罪はない」


  　──ああ、そういうこと。


  　苦笑して、ウィルは素直に礼を口にした。


  「ありがとうな、ジェシカ」


  「あの男と決着をつけたいのは、私も同じ」


  　澄ました顔だが、ギュッと握りしめた手から怒りにも似た意思が感じられた。ハンディは必要ない、ということだ。


  　それから、ふと思い出したようにウィルに振り返った。


  「今度の届け先はどこ？」


  　今ごろそれを聞いてきたことに、ウィルは少し驚いた。普段のジェシカならば、真っ先にそれを聞いていたはずだ。平静を装ってはいるが、向こうもそう穏やかな気持ちではないようだ。


  　ウィルは航こう界かい図ずを取り出し、ジェシカの前に広げてやった。


  「どうしたの？」


  　航界図を広げたまま、答えないことにジェシカが不思議そうな声を上げる。配達先の名前を口に出すのに、ウィルは一度深呼吸をしなければならなかった。


  　そして、ハッキリとした口調でこう答えた。


  



  「群島最北端の島アルファフォノン──ジェシカが墜おちた島だ」


  



  　ヒュッと、ジェシカが小さく息を飲んだ。


  　それから、唇を噛かみしめて頷うなずいた。


  「……悪趣味」


  　嫌悪を込めて吐き捨てるジェシカに、ウィルはポンと背中を叩たたいてやった。


  「もう、過ぎたことだ。お前はまた飛べる。飛べるようになった。今度は、俺が墜とさない」


  「……気安い」


  　そう呟つぶやきながらも、手を振り払おうとはしなかった。


  　──ジェシカは、大丈夫だ。


  　ひと月前は、彼女を信頼しきれなかったばかりに、結局ジェシカを危険に晒さらしてしまった。


  　だが、今回はそれはない。


  　ウィルはジェシカを信頼しており、ジェシカも再び自分の目で空を見るようになった。


  　──だが……。


  　同時に、ウィルの胸中には晴れない疑問が込み上げてきていた。


  「なあ、ジェシカ」


  「何？」


  「……あいつ、なんで俺たちを裏切ったんだろうな」


  　あの日、ウィルは光る舟を追ってジェシカに出会い、そして襲撃に遭った。そこに割って入ってきたビルギッドは、ジェシカを守ったのだ。


  　そして、約束した。


  　共に飛ぼうと──空の最果てを目指そうと。


  　ピクリと肩を揺らし、ジェシカはフンと鼻を鳴らした。


  「人間は嫌い。人間の考えなんて、分からない」


  　半人半はん妖ようのジェシカにとって、その答えは当然だった。


  　そもそも、今のジェシカの人間嫌いは、彼の裏切りによるところが大きい。


  　それは裏返せば、彼女が〝裏切られた〟と感じているからに外ほかならない。ジェシカも、一度はビルギッドを信じたのだ。


  「……ウィルは、どうしたいの？」


  　その言葉こそ、意外だった。


  　──ジェシカが、俺に気持ちを聞いてくるなんてな……。


  　どうやら、ウィルから見たジェシカが平静ではないように、彼女から見たウィルも冷静ではないらしい。


  　ウィルは迷いを振り払うように航こう界かい図ずを畳たたんだ。


  「俺たちのやることは、いつだって変わらない。〈封書〉を届けて、空を飛ぶ。そうだろ？」


  　手を差し出すと、ジェシカはいくらか戸惑った顔をしたが、やがて自分も手を差し出した。


  「そうね」


  「ああ……って、なんだよこれ？」


  　握り返してくれるのかと思いきや、手に握らされたのは銀色のスパナだった。


  「飛ぶんでしょう？」


  　心外そうにそう言われ、ウィルは仕方なさそうに笑った。


  「ああ、飛ぼう。……お前も整備、手伝えよ？」


  「ウィルに任せて墜おちるのは嫌いや。ウィルが私を手伝うの」


  「はいはい」


  　軽口を笑い流して、ウィルは家に帰したもう一人の従業員を思い返した。


  　──レンのやつ、なんか態度がおかしかったような気がするな……？


  　今さらではあるが、ウィルに覚えのない〈封書〉の束を抱かかえていたのが少し気になる。彼女の失敗作だとしても、短時間であんなに発生するものだろうか？


  　──まあ、今は目の前の〈渡り〉だ。


  　考え事をしながら、ウィルの手はすでに翼つばさ舟ぶねの解体に入っていた。


  「……と、ジェシカ、ここバラすから、装甲支えといてくれ」


  「嫌。どうして自分が軽いものを持とうとするの？」


  「こっちバラしたら手が汚れるだろって言ってんだけどな……」


  「汚れるのが嫌なら翼舟になんて乗らない」


  　悪態をつきながらも、ジェシカはしゅるりと金色の髪に指を絡める。


  　──ほら、そういうことするから、手が汚れたらマズイだろうって言ってんのによ……。


  　ジェシカは機嫌がいいとすぐ自分の髪を触る。翼舟に関わると、彼女はすぐに上機嫌になってしまう。この見事な金髪が油に汚れるのが目に見えるというものだ。


  　ウィルは諦あきらめたように役割を交代した。


  「ああ、もう、どっちでもいいから早くバラすぞ？」


  　夜は長い。


  　油にまみれながら、ウィルとジェシカは古い翼舟を解体し、そして組み直していく。


  　あたかも、死んだ翼に再び息を吹き込むかのように。


  



  　──行くぞ。雲うん界かいの底へ──


  



  　三人で約束した。


  　一人は約束を捨てた。


  　一人は約束を破られた。


  　ウィルは約束を捨てなかった。


  　同じものを目指していたはずなのに、進む道は二つに分かれてしまった。まるで空が二つに隔へだたれているのと同じように。


  　だから、ウィルは飛ぶ。


  　裏切りの理由を問いかけるために。


  　同じ空は、もう追い求められないのか、それを確かめるために。


  　航こう界かいの準備をしながら、二人はいつしか寄り添うに眠りに落ちていた。


  〈飛竜〉と銘を打たれた翼つばさ舟ぶねに背中を預けて。


  第三便　裏切り者の剣


  



  　雲うん界かいの〈霧きり〉は深い。


  　ときおり〈渡り鳥〉が飛び込んでくる表層なら、せいぜい視界が悪くなる程度だ。しかし界かい竜りゆうや帝てい鯨げいといった深しん淵えんの霧む妖ようが潜ひそむ中層、深層部となると、もはや光すら届かない。


  　それでも、そこは暗くら闇やみの世界というわけではなかった。


  　深層の霧妖は、意外に小型で幼いものも多い。そうした霧妖の幼生は高濃度の〈霧〉に触れては淡く発光する。


  　そうした幼生の燐りん光こうが、暗き世界を色鮮やかに輝かせていた。


  　少女は、そこからいつも空を見上げていた。


  　空からは、いろんなものが墜おちてくる。表層部を泳ぐ下位の霧妖であることもある。縄張り争いに敗れた、中層部を舞う高位の霧妖であることもある。生き物でなくとも、粉々になった鉄の破片であることもある。


  　そして、霧妖ではない生き物であることも。


  　少女には不思議だった。


  　霧妖ではない生き物は、少女が見つけるときにはすでに死んでいる。墜ちる過程で霧妖に襲おそわれ、あるいは風圧で圧死し、墜おちた衝撃で死ぬものもいる。


  　ほとんどの場合はバラバラで、原形も留とどめていない。だが、稀まれに鉄の舟に乗って墜ちてくるものは、傷が少ないものもいた。


  　霧む妖ようではない生き物は、少女ととてもよく似ていた。


  　──でも、霧妖じゃない。


  〈霧きり〉の中で呼吸する術すべも持たず、鉄の舟を使わねば自力で飛ぶこともできない。断じて、雲うん界かいに生息できる存在には思えない。


  　彼らは、一体どこから墜ちてくるのだろう？


  　少女は自分の背中に生えた蝶ちようの翅つばさをはためかせる。


  　自分とその霧妖ではない生き物の相違点は、その翅くらいのものだ。霧妖の中にも、成体になると形状が変わるものがいる。幼生は翼を持っているのに、成体になるとそれを失う部類のものもいるのだ。


  　──大きくなったら、翅がなくなるの？


  　実際に、少女の体は成長するにつれて少しずつ変化している。昔は平坦だった胸にも二つの膨ふくらみが生まれ、体の輪郭も変わってきたように思う。


  　──翅がなくなるのは、嫌いや。


  　少女が空を舞えるのは、翅があるからだ。


  　他の霧妖に比べ、身体的に非力であるはずの少女がこの年まで生きてこられたのは、ひとえにこの翅の飛行能力が他の霧妖を圧倒していたからだ。


  　抗あらがう牙きばも持ってはいるが、翅に比べれば自在性に劣る。界かい竜りゆう辺りならばあしらえるが、帝てい鯨げいなどになると歯が立たない。その牙から逃れられるのは、やはり蝶の翅だけなのだ。


  



  　その日も、少女はぼんやりと空を見上げていた。


  　上層の霧妖たちが騒がしくて、何か墜ちてくるのだろうと予感した。


  　予感通り、たくさんの鉄の塊と、下位、中位の霧妖たち、そして霧妖ではない生き物が墜ちてきた。


  　少女はフワリと空を踊った。


  　墜ちてくるものは、この深層に辿たどり着くころには恐ろしい速度に達している。欠片かけらでも掠かすめれば死は免まぬかれない。


  　それでも少女はヒラリヒラリとそれらの隙すき間まを縫って飛ひ翔しようする。


  　そうして飛んでいると、聞き慣れた〝声〟が響いた。


  　目を向けると、傷ついた界竜の姿があった。


  　鱗うろこの色は成体の青から老熟した虹色に染まり、大きさは眼球だけで少女の上半身ほどもあった。全身になると〈霧〉の中では視界に収めきることもできない。数百年は生きてるだろう、どこかの群れの長だろうと分かった。


  　どうやら、上でこの界かい竜りゆうと霧む妖ようでないものたちが戦ったらしい。


  　少女は界竜の頭にちょこんと着地した。飛来物の雨も、そろそろ収まりつつある。


  　傷を撫なでて何事かを口ずさむと、手の下から苔こけのような植物が這はい出した。そして傷口を塞ふさいでいく。


  　これが、少女が霧妖の中で生きていられる、もう一つの理由だった。


  　少女が歌うと、霧妖の傷を癒いやすことができるのだ。だから霧妖は不用意に彼女を襲おそうことはない。


  　同じように、墜おちてくる霧妖ではないものに試したこともあるが、息のある個体に巡り合えたことがなかったため、効果があったことはない。


  　死んだものは、還ってはこないのだ。


  　そうして界竜の傷を癒やしてやっていると、空からまた何かが墜ちてきた。そう、速くはないことから、霧妖かと思った。


  　だが違った。墜ちてきたのは、鉄の舟だった。


  　少女は界竜の頭の上から飛び立つと、鉄の舟へと近づいた。


  　そこには、黒い髪をした霧妖ではないものが乗っていた。霧妖ではないものは、怪け我がをしてはいるが、生きていた。


  　少女は歓かん喜きした。


  　ようやく、息がある個体に巡り合えたのだ。


  　少女が傷を癒やしてやろうとすると、界竜が吼ほえた。


  　どうやら、始末したいらしい。


  　少女は首を横に振った。助けると訴えると、界竜はさらに怒る。霧妖ではないものは、雲うん界かいにいてはいけないのだと主張する。


  　それでも少女が譲らずにいると、やがて界竜は根負けしたように退しりぞいた。傷を癒やされた借りもあるからだろう。去り際に、気を許すなと忠告するように嘶いなないて。


  　それから、少女は霧妖ではないものの傷を治してやった。水を欲しがっているようだから手に汲くんできたりもした。……運ぶ途中で、半分以上こぼれ落ちてしまったが。


  　そうして手当てをしてやるうちに、霧妖ではないものはしゃべれるようになった。


  　初めは、お互い意味が分からなかったが、話すうちに少女の方は霧妖ではないものが語る言語を覚えていった。


  　もしかしたら、昔は知っていたのかもしれない。覚えたというより、思い出すに近い感覚だった。


  　そして、霧妖ではないものが〝人間〟という生き物であること、それから彼らが雲界では生息できないこと。霧む鍵げん式しきという、少女の力に似た奇妙な技術があること。あと、服というものを着るものだと──空からの飛来物の中にそれはあった──いうこと。人間たちは、雲うん界かいの底に何があるのかを知りたがっていること。いろんなことを教えてもらった。


  　人間の名前は、ダンといった。ダン・スターリング──それが少女が助けた人間の名前だ。


  　ダンにも、少女が人間なのか霧む妖ようなのかは分からなかった。


  　ただ、空の上──蒼そう界かいに上れば、何か分かるかもしれない。


  　それからすぐに、ダンは死んでしまった。怪け我がを治しただけでは、人間は〈霧きり〉の中で生きていけないのだ。


  　哀しかった。初めて出会った自分によく似た生き物を、助けることができなかった。


  　ダンは、死ぬ直前に〈封書〉という紙を残した。それを自分の息子に届けてほしいと言い残して。


  　少女は、それを抱かかえて、蒼界を目指すことにした。


  　蒼界は遠かった。空には降りられる場所もなく、他の霧妖の背で休ませてもらったり、飲み水が尽きて雨が降るまで動けなくなったり──初めは水や食糧がすぐに尽きてなんども舞い戻ることになった──帝てい鯨げいのような歯が立たない霧妖に出くわして逃げ回ったり。


  　ようやく、白くない空が見えるころには、半年もの時間が経たっていた。


  　蒼界は、青かった。


  　眩まばゆい光に包まれていて、見上げた瞬間、なぜかとても懐かしくなって涙が出た。


  　自分は、ここに来るべくして来たのだと確信できた。


  　嬉うれしくて新しい空を飛び回っていると、さらに高い場所からいくつもの鉄の舟が降りてきた。


  　人間が乗っているのだと気づいて近づいた。


  　人間の返事は、銃じゆう弾だんだった。


  　それから逃げ惑い、やり返し、彼らが非常に弱いと知り、失望した。


  　自分と人間は違うのだと理解し、帰りたくなった。


  　それでもせめてダンの〈封書〉だけは届けておこうと、彼の息子を捜した。


  　そして出会ったのは────


  



  「──おい、ジェシカ。そろそろ出発するぞ？」


  　愛用のソファで目を瞑つむっていたジェシカは、その声で目を開けた。


  　すぐ目の前に、黒い髪を揺らした少年が、悩みのなさそうな笑顔を浮かべていた。


  「ほら、レンが見送りに来てるぞ？」


  　少女は不機嫌そうに目を細める。


  「ウィルは不ぶ粋すい。風だけじゃなくて空気も読めない」


  「俺がナニしたってんだよっ？」


  　理不尽さに悲鳴を上げる少年を冷たく見下ろし、ジェシカはようやく腰を上げた。


  「何をしているの？　行くんでしょう」


  「お前が凹へこましたんだよね？」


  「ウィルは軟弱」


  　呆あきれたように切り捨てながら、ジェシカは北の空に目を向けた。


  　──あの日、私が墜おちたのは、無知で傲ごう慢まんだったから。


  　今も傲慢だろう、とウィルあたりは言いそうなものだが、少女はそれでも過去の自分をそう見つめていた。


  　決して、裏切りに敗れたのではない。


  　断じて、人間を信じたせいではない。


  　なぜなら、救いの手を差し伸べる人間もいたのだから。


  　自分の半分は、そうした人間なのだから。


  



  　──だから飛べ、ジェシカ。この空で、お前は誰よりも強く飛べる──


  



  　そう言って、もう一度翅つばさを与えてくれたのは、人間のウィルなのだ。


  　──雲うん界かいに帰りたい。でも、もう少し、この空を飛んでいたい。


  　半人半はん妖ようの少女は、今日もまた人間の少年と空を飛ぶ。


  　失った翅を乗り越えようと、新しい翼で足あ掻がきながら。


  　その翼に、少しだけ居心地のよさを感じながら。
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  「ふわぁ……。おはようです、フォルネウス」


  「おはようございます。レン、本日は早いですね」


  　すでに完かん璧ぺきに着替えを済ませている初老の執事に、レンは生あくびをかみ殺して頷うなずいた。


  「ウィルたちの見送りに行ってきたですよ」


  〈渡り〉に挑む〈渡り鳥〉の朝は早い。


  　今回などは最北端まで飛ぶため、ウィルたちは夜明けと共に飛び立っていた。


  「なるほど、そうでしたね。……それで、結局〈封書〉はどうしたのです？」


  「うぅ、それが……」


  　レンは、分かりやすく口ごもった。


  



  「渡せなかった、です」


  



  　これにはフォルネウスも目を丸くした。


  「どうしてまた？」


  「なんか、そういう雰囲気じゃなかったですよ。ジェシカは凄すごく機嫌が悪いし……いや、よかったですか、あれは？　それに、ウィルなんていじられても真面目な顔をしたですよ？　あり得ないです」


  　あたかも世界の滅びる前触れを見たように、レンは肩を抱いた。


  　今回は受取人のせいで、ウィルもジェシカも出発前からピリピリしていた。


  　とてもではないが「ウィルとジェシカの〈封書〉を読んじゃったです」とか言える雰囲気ではなかったのだ。


  　己おのれの不ふ甲が斐いなさに消しよう沈ちんしていると、フォルネウスはやんわりと微ほほ笑えんで紅茶を出してくれた。


  「それはお疲れ様でした。渡せなかったものはもう仕方がないでしょう。どうぞ紅茶でも飲んでお休みください」


  「わあ、ありがとうですフォルネウス」


  　カップを顔に近づけると、清すが々すがしい香りがそっと胸の中まで流れ込んだ。苦みは少なく、甘さが際立つアプリコットティーだった。


  　しかし、ほっと息を吐いてくつろぐレンは、次の瞬間凍りつくことになった。


  



  「それを飲み終わったら、ヒルダお嬢様を起こしていただけますか？」


  



  　空気が、凍りついた。


  「え、ええええっととと、それはレ、レンには少し難しいと思うです！」


  「……そうですか。あなたが割った皿の数がそろそろ五十を超えたとご報告──」


  「──行ってきます！　レン、命を賭として行ってきます！」


  　ヒルダは、寝起きが最悪に悪い。


  　だがしかし、皿を割ったことで叱しかられるのとどちらがマシかといえば、僅きん差さで前者だった。


  　厨房を抜けて長い廊下を進み、ヒルダの寝室へと向かう。


  　──そういえば、フォルネウスはどうやってこんな広い屋敷を掃除してるですか？


  　レンはこの屋敷に来て一か月になるが、未いまだにフォルネウス以外の使用人を見たことがない。とてもではないが、一人で手が足りるようには思えなかった。


  　物珍しそうに廊下を進むと、やがて金色の金具で飾られた豪華な扉に行き着いた。両開きのドアノブには、赤い宝石が装飾されている。


  「ヒルダ？　朝ですよ？　起きるですよ？」


  　コンコンと扉を叩たたくが、当然返事はない。


  　三度ほど同じことを繰り返して、レンは観念して扉を押し開けた。


  　中には、真っ赤な絨じゆう毯たんが敷かれており、その上には真っ白なテーブルと椅子が並んでいる。右手には、大きな天てん蓋がいつきのベッドが置かれていた。


  　薄いカーテンの向こうに、十三歳前後の少女がスゥスゥと静かな寝息を立てていた。


  「ヒルダ、起きるですよ？」


  　声をかけながら近づくと、紅あかい髪の少女は大きな枕を抱き締めるように横たわっていた。


  　身につけているのは肌着だけで、真っ白な首筋から細い鎖骨までがさらけ出されていて、脇からは薄い胸までもが覗のぞいてしまっている。同性でも目のやり場に困る姿だ。


  　レンは一度大きく深呼吸をすると、意を決してヒルダの肩をそっと叩たたいた。


  「ヒルダ、朝で──ひいっ、来たです！」


  　周囲でいくつもの青い燐りん光こうが噴き上がった。そして──


  



  　カシャカシャカシャシャシャン──無数の霧む鍵げん式しきが、レンを取り囲んだ。


  



  　銃の形をしたものもあれば、剣や槍やりのようなものもある。中には〈傀く儡ぐつ師し〉を再起不能にした禁一級のものもあり、レンは「はひゅうっ」と奇妙な声を漏もらした。


  「ぅ、……ん？」


  　そこで、ようやく少女は紅い眼めを開いた。


  「……ふむ。そなたは、何をしでかしたのです？」


  　穏やかな問いかけに、レンは涙ぐんで抗議した。


  「レンは無実です。ヒルダを起こしに来ただけです！　というか、肩を叩いただけでこの仕打ちはあんまりだと思うです！」


  　まだぼんやりした眼まな差ざしで周囲の霧鍵式を眺め、ヒルダは小首を傾かしげた。


  「なぜ小しよう妹まいの霧鍵式が起動しているのです？」


  「ヒルダがやらかしたからです！」


  　ヒルダはまるで心当たりがないように、また首を傾げた。


  「部屋には置いていなかったはずなのですが……？」


  　これが、現代最強の霧鍵士〈夜よる姫ひめ〉の寝起きだった。


  　彼女は、決して寝相が悪いわけではない。


  　機嫌が悪くて、相手に暴力を振るうわけでもない。


  　ただ、絶対言語レーゲル・ヴオルトを歌う彼女は、霧鍵式に対する干渉力が桁けた外はずれなのだ。寝返りを打つような無意識の行動でも、側の霧鍵式を起動させてしまう。


  　霧鍵式には〈鍵かぎ〉と呼ばれる核が必要となる。その〈鍵〉を寝室から遠ざけるという処置は取っているのだが、それでもどういうわけか部屋という隔へだたりを飛び越えて、自分の側に呼び寄せてしまうらしい。


  「うう、非常識です。〈鍵〉なしで霧鍵式を使うとか、どうかしてると思うです」


  　半泣きになって訴えると、ヒルダは心外そうに目を丸くした。


  「何を言っているのです。そなたも同じことをやっていたはずでしょう？」


  「……はい？」


  「いつぞやの事件です。《フェンリル》の〈鍵かぎ〉は常にそなたが持っていたはずなのです。にもかかわらず、そなたとは別に行動する分体がいた。これはどう説明するのです？」


  「そ、それは……」


  　レンは理り窟くつを理解して霧む鍵げん式しきを使っているわけではない。説明などできなかった。


  　ヒルダはむにゃりと瞼まぶたを擦こすりながら、講釈を始める。


  「霧鍵式に於おいて〈鍵〉はきっかけに過ぎないのです。起動に必要ではあっても、中にある必要はないのです。小しよう妹まいやそなた程度の腕があれば、遠隔操作や起動くらい、造作もないものですよ？」


  　レンはともかく、ヒルダクラスの腕の持ち主など、群島中探してもいないように思えるが。


  　なるほど、と感心して、レンはハッとした。


  「それって、屋敷の中に〈鍵〉がある限り、ヒルダは霧鍵式を起動しちゃうってことじゃないですか！」


  「今さら何を言っているのです？」


  　そんなの当たり前だろうとでも言うような口調に、レンはさめざめと涙を流した。


  「うぅっ、そんなことより、早く起きるですヒルダ！」


  　まだ半分眠っているヒルダを布団から追い出すと、レンは主あるじの着替えを始める。こちらは、レンはただ服を持っているだけでよいので、ものを壊す心配はなかった。


  「ところでヒルダ、この屋敷、フォルネウス以外に使用人はいないです？」


  「そなたがいるのです」


  「あう、その、レンとフォルネウス以外にです。フォルネウスは、一人でここを管理してるですか？」


  　ヒルダはようやく目が覚めてきたのだろう。いつも通りの妖あやしい微笑を浮かべた。


  「フォルネウスには部下を与えているのです」


  「そうなんです？　レンはまだ見たことがないですけど」


  「まあ、そのうち見かけることもあるでしょう。それより、〈封書〉は返してきたのですか？」


  　ヒルダにも同じことを説明しなければならないことに、レンはため息を漏もらした。


  　情けなさそうに答えると、ヒルダはふむと頷うなずいた。


  「そうですか。返せなかったのですか……」


  「うぅ、ごめんなさいです」


  　申し訳なさそうに謝ると、意外なことにヒルダは首を横に振った。


  「案外、それでよかったのかもしれないのです」


  「……どういうことです？」


  　昨夜と言っていることが違う。


  「小しよう妹まいも、初めは下手に踏み込むべきではないと思ったのです。ですが、あの者たちにそれほど余裕がないのなら、余計な荷物を増やすべきではないかもしれないのです」


  　レンは困ったように口をへの字に曲げた。


  「レンはどうすればよいですか？」


  「それくらいは、自分で考えるのです」


  「ヒルダは厳しいです」


  「当たり前なのです。小妹は養うためにそなたを預かったわけではないのです。そなたに学ばせるために預かったのです」


  　難しい答えを返され、レンは呻うめいた。


  「うぅ……、だったら何かヒントくらい欲しいです」


  　ヒルダはクスリと笑うと、ドレスのボタンを留めながらこう答えた。


  「そなたが今、一番よいと信じることをやればよいのです。それが正しいか、間違っているなど、あとから考えればよいのですよ」


  　目を丸くするレンに、ヒルダはその反応を楽しむように薄く笑みを浮かべた。


  「そなたも、〈蝶ちようと鯱しやち〉の〈渡り鳥〉なのでしょう？」


  　ヒルダの着替えは終わっていた。続けて髪を梳とかし始める主あるじを見つめて、レンは自問するように呟つぶやく。


  「レンが一番よいと思うこと……」


  〈封書〉は読まないと決めた。


  　ならば事務所の後片付けだろうか。


  　それともウィルたちについていけるよう、翼つばさ舟ぶねの練習をすることだろうか？


  　時計の秒針が一周するほどの間沈黙し、それからレンは確かな意志を持ってこう答えた。


  



  「レンは、この〈封書〉を最後まで見てみたいです」


  



  　それはあとで怒られることかもしれない。


  　あるいは、何かの意図を変えてしまうことかもしれない。


  　それでも、レンは知りたい。


  　ウィルとジェシカの過去を。


  　そして、この〈封書〉があんなところにポツンと転がっていた意味を。


  　ヒルダはよいとも悪いとも言わず、ただそれを見守るように頷うなずいた。


  「なら、迷わず進むとよいのです」


  



  　朝食が終わってから、レンは二枚目の〈封書〉を読み解いた。


  　昨晩とは違い、レンが一人で。


  



  [image: ]


  



  『──あははっ、これ、面白い！』


  　目の前を、凄すさまじい勢いで翼つばさ舟ぶねが疾走していた。


  　瞬またたく間に雲うん界かいまで迫ると、躊ちゆう躇ちよなく〈霧きり〉の中へと飛び込む。【俺】も負けじとあとを追うが、その差はぐいぐいと広がっていく。


  【くそ、追いつけないだと……！】


  　ジェシカとスカーフェイス、そして【俺】はハイフォニアを脱出していた。


  　手に入った翼舟は二機。


  　残念なことに、ジェシカもスカーフェイスも翼舟の操縦を知らなかった──少なくとも、今は覚えてはいない──ため、彼らで一機の翼舟に二人で乗ってもらおうとしたのだが、ジェシカは一目で操縦を覚えてしまった。


  【あの光る舟に乗ってたのがどっちか、確かめられるかもしれない】


  　そう思って、あえてジェシカに一人で操縦させてみたのだが、結果はこの有様だった。


  　二人乗りというハンディがあるにしても、まったくの初心者にこれだけの差をつけられるというのは許容しがたい敗北感だった。


  『すごいな……』


  　後ろに跨またがるスカーフェイスが、ジェシカの飛行に感嘆の声を漏もらす。今だ包帯に覆おおわれた顔から表情は窺うかがいようもないが、笑っているだろうことはわかった。


  　真っ白な空を突き進み、ふと【俺】は違和感を覚える。


  【霧む妖ようが、襲おそってこない？】


  　神話の時代から、未いまだに人類が雲界を翔しよう破はできずにいるのは、近づいた瞬間、霧妖に襲われるからだ。


  　その雲界に、そろそろ一分を超える時間ダイブしているにもかかわらず、霧妖は姿を見せなかった。


  【いや、確かにいる】


  　鋭く周囲を見渡すと、いくつもの影が並走していた。


  　ただ、霧妖たちは彼を見てはいないのだ。


  　目を懲こらして前方を睨にらみつけると、乱れた〈霧〉の向こうで激しく飛び交う影を見つけることができる。そのうちの一つは、ジェシカだ。


  　霧妖は全て、ジェシカを追っていた。


  『ジェシカが狙ねらわれてる！』


  　それに気づいたらしい、スカーフェイスが声を上げるが、【俺】の胸に込み上げてきたのは屈くつ辱じよくだった。


  【俺は、取るに足らない存在だということか……！】


  　すぐ隣を飛んでいる【俺】とスカーフェイスを黙殺して、霧む妖ようはジェシカに飛びかかっていく。そして、彼女はそれを飄ひよう々ひようと躱かわしてのける。


  『……上昇する』


  『待て。ジェシカを見捨てるつもりか？』


  『〈渡り鳥〉には、〈渡り鳥〉の戦い方ってもんがあるんだよ』


  　ダイブしてから、二分が過ぎようとしている。【俺】には霧む鍵げん士しの素質はないのだ。この先も航こう界かいを続ける以上、ここで〈霧きり〉の侵食を受けるわけにはいかなかった。


  　手た綱づなを引き、機体を上昇させると穏やかな陽光が迎えてくれる。


  　飛行技術ではジェシカの足下にも及ばないというのは、事実だ。だが〈渡り鳥〉がバディを必要とするのは、個人の技量が劣るからではない。


  　雲うん界かいに揺れるいくつもの影に、彼は銃じゆう機き槍そうの狙いを定める。


  【どちらかっていうと、俺はこっちの方が得意なんだよ】


  　ジェシカとて、いつまでも雲界に潜っていることは難しいはずだ。〈霧〉の侵食もさることながら、翼つばさ舟ぶね自体の限界というものがある。ただひたすら加速し続ければ、霧鍵機関がオーバーヒートを起こす。


  　やがて、ゆっくりとジェシカの機影が上昇を始め、【俺】はそれを追う霧妖の一体に狙いを定めた。


  　引き金に指をかけ、そして──その指が動くことはなかった。


  　蒼そう界かいに飛び上がったそれは、淡く輝いていた。


  　無色の翼には青白い光が灯ともり、気のせいかそれに跨またがるジェシカの髪も翠みどりに染まって見えた。


  　蒼界に飛び出したジェシカを追って何体もの霧妖が迫るが、彼女はそれをクルリとコマのように機体を反転させて受け流す。


  　そしてまた雲界すれすれに高度を落とすと、そこから浮上してくる霧妖に飛び乗るように上昇する。


  　一度目にジェシカを狙った霧妖が下降を始めたのは、そのときだった。


  　ジェシカを狙って上昇する霧妖と、下降する霧妖。間に挟まれた彼女は、またコインでも弾くようにクルリと反転して回避する。


  　挟み込んできた霧妖は、互いに衝突して雲界に沈んだ。


  　ジェシカは銃機槍に手をかけてはいなかった。


  　それどころか、自分を墜おとしにかかってくる霧妖を、笑いながらあしらっていた。


  【人は、こんなにも美しく飛べるのか……？】


  　それまでの自尊心や常識が、音を立てて崩れていった。


  　だが不思議なことに、込み上げてきたのは妬ねたみや怒りのような、暗い感情ではなかった。


  　やがて全ての霧む妖ようを追い払ったジェシカは、【俺】とスカーフェイスの隣に機体を並べる。


  『これ、凄すごく楽しい』


  『そ、そうか……』


  　そう返すことしかできない【俺】の後ろから、スカーフェイスが身を乗り出す。


  『お前、凄いんだな』


  『そう？』


  『ああ、ジェシカが飛ぶ姿は、綺き麗れいだった』


  　その言葉に、ジェシカは破顔した。


  『綺麗。飛ぶのは綺麗。うん、悪くない』


  　独り言のようにそう言うと、少女はまたぐんぐんと速度を上げていく。


  【なんか俺、すごく邪魔な存在か？】


  　ジェシカとスカーフェイスのやりとりに、【俺】はどこか疎外感を覚えた。


  



  　ザザザザザザザッザザザッザザザザザ────


  



  　ノイズと共に、〈封書〉の景色が一変する。


  　そこは小さな宿だった。島もさして大きなものではないが、しっかりとした防風堤が備えられている。


  　なかなか小綺麗な宿だったが、あいにくと一人部屋しか空いていなかったため、三人とも別々の部屋を取ることになった。懐ふところ事情の芳かんばしくない【俺】としては、大部屋か、せめて男女で二部屋くらいに収めたいところだったが。


  【まあ、飛び込みで三人分の部屋が確保できただけでもありがたい、か】


  　荷物を抱かかえる【俺】に、スカーフェイスが問いかけてくる。顔を覆おおう包帯は新しいものに取り替えたはずなのだが、航こう界かいで傷が開いたのか、また血が滲にじんでいる。


  『そういえば、翼つばさ舟ぶねっていうのは、確か〈渡り鳥〉しか手に入れられないんじゃなかったか？』


  　記憶を手た繰ぐるようにスカーフェイスが問いかけ、【俺】は頷うなずき返した。


  『ああ、そうだな』


  『なんであんなところに翼舟が置かれてたんだ？　しかも二機も』


  　三人が乗っている翼舟は、持ち主のいないそれを無断で持ち出したものだった。


  　建物の中のテーブルや床には分厚い埃ほこりの層ができており、使われなくなって久しいことは明らかだった。


  　武装郵便屋〈飛竜〉──今はもう閉鎖されたその事務所だ。


  　苦いものを思い返すように、【俺】は髪を掻かきむしった。


  『〈渡り鳥〉は独りじゃ飛べない。バディってもんが必要なんだ。だが、あそこの〈渡り鳥〉はそれを失った。以来、使われなくなった翼つばさ舟ぶねが眠ってたんだよ』


  　スカーフェイスが気遣うような表情──とは言っても顔中包帯まみれで表情どころか顔の原形も分からないが──で呟つぶやく。


  『あんた、そこの関係者だったのか？』


  『……さあな』


  　話をはぐらかすように、【俺】は一枚の大きな紙片を取り出した。


  　航こう界かい図ずだ。


  　それを見ると、物珍しそうに部屋の内装を触っていたジェシカも戻ってきた。


  『もう一度航路を確認するぞ？　俺たちは、ここからさらに北に上って、最北端の島アルファフォノンを目指す』


  『その島に、ナニかあるのか？』


  『雲うん界かいの底を目指すなら、そこを通る必要がある』


  『航路が、あるのか？』


  　スカーフェイスが身を乗り出してきた。


  　そう。雲界の底へ行き着くルートは、実は存在するのだ。


  『航路はある。理り窟くつの上で、もっとも辿たどり着ける可能性が高い、程度の信頼度だがな』


  　全ての島は空をたゆたっている。


  〈渡り鳥〉はそこから雲界の表層までダイブし、加速し、また島へと上る。


  　そこに地の上のような目に見える道はないが、辿るべき軌き跡せきというものは存在する。


  『雲界の底に辿り着くってのは、ここから身投げしたってできることじゃない。なぜかは分かるか？』


  　スカーフェイスは首を横に振るが、ジェシカは頷うなずき返した。


  『空の王に捕食されるから？』


  　空の王──霧む妖ようだ。


  『そうだ。ただ雲界に飛びこんで、その底に辿り着くのは不可能だ。だが、霧妖にも勢力図がある。界かい竜りゆうなんぞと出くわせば一流の〈渡り鳥〉でもひとたまりもないが、尖せん魚ぎよ相手なら切り抜けることは難しくはない』


  『弱い霧妖の間を縫っていくということ？』


  『まあ、そういうことになるな』


  　ジェシカが嘲ちよう笑しようめいた笑みを浮かべた。


  『浅はか。表層でいくら避けても、深く潜れば強者に巡り合う』


  　それも事実だった。


  　表層ではほとんど現れることのない界かい竜りゆうだが、一千界碼ヤルドも潜ればゴロゴロいるという話だ。


  『その通りだ。表層でいくら避けても意味はない。だが、中層、深層でも避けられるとしたらどうだ？』


  　ジェシカが心底驚いたように目を丸くした。


  『そんな航路があるの？』


  『ある……と、言われてる』


  『どっちなの？』


  　言い淀よどんだ【俺】に、ジェシカが顔を近づける。美しくも可か憐れんな顔がん貌ぼうを突きつけられ、不覚にも心臓が大きく鳴ってしまった。


  『ち、近づき過ぎだ』


  　動揺を取り繕つくろいながら、再び航こう界かい図ずに目を落とす。


  『あるとは言われているが、実際に帰ってきた者はいない。それに、その入り口までも相当な道程だ。だが……』


  『だが？』


  



  『お前なら、飛べるんだろう？』


  



  　挑発のように問いかけると、ジェシカは挑戦的な笑みを返した。


  『来れば分かる』


  　実際のところ、ジェシカは何者かに狙ねらわれている。彼女と行動を共にする以上、空でも妨害を受けることは間違いない。長距離飛行は、危険が高い。


  【それでも、挑む価値はある】


  　今の【俺】には目的がある。……いや、目的を持ってしまった。


  　雲うん界かいに墜おちて、生きている者がいるとは思っていなかった。だが、そこから帰ってきた可能性が現れた。


  【あいつが、ただで墜ちるはずがない】


  　共に飛ぶことを約束したバディがいたのだ。その彼女の手がかりが、思いがけず手に入ってしまったのだ。


  【今を逃せば、ジェシカは去っちまう】


  　雲界の底という目的を共有できないなら、ジェシカは独りで去ってしまうだろう。それは彼女の手がかりを失うということだ。


  　だから、【俺】は引き下がるわけにはいかなかった。


  　航界図を眺めていると、スカーフェイスが頭痛を起こしたように呻うめいた。


  『思い出した。それ、知ってるぞ』


  『何がだ？』


  『半年前、軍もその航路を目指して、一個大隊を派兵してる』


  　その言葉に、【俺】は鋭く目を細めた。


  『おい。そいつは事実か？　事実だとすれば機密事項のはずだぞ？　軍に身内がいたって、そうそう知ってることじゃないはずだ』


  　スカーフェイスは首を横に振る。


  『分からない。ただ、親しい誰かがそこにいたんだ』


  『結果は、どうなったんだ？』


  『……帰ってこなかった。半年経たった今も』


  　ため息が漏もれた。


  『今、それを言う必要がどこにある……』


  　何もこれから挑む航路で一個大隊が全滅したなど、知りたくもない話だった。


  　理り窟くつでは、翼つばさ舟ぶねは〈霧きり〉さえあれば半永久的に飛んでいられる。部品や搭乗者の摩耗、損傷を考慮しなければ、の話だ。


  　だが、翼舟の上昇可能高度は一千界碼ヤルドだといわれていた。どこまで続くか分からない雲うん界かいの底が、一千界碼ヤルドなどという深さではないことだけは確かだ。


  　つまり、翼舟では蒼そう界かいまで戻ってはこられない。


  『難しいだけで、できないことじゃない』


  　そう答えたのは、ジェシカだった。


  『何か、根拠があるのか？』


  　問いかけると、ジェシカは自慢げに金色の髪へ指を絡めた。至極上機嫌に見える。


  『半年で昇った例がある』


  『……まるで自分のことみたいに言うな？』


  『さあ？』


  　彼の口調を真ま似ねるように嘯うそぶくと、少女はクスクスと笑い声を漏らした。


  『あなたたちは心配せずに進めばいい。そのあとは、私がなんとかしてあげる』


  　陽気なその姿に、【俺】は毒気を抜かれた気分だった。


  【なんだ。意外に、もう気を許されたのか？】


  　初対面のときの反応を考えると、ずいぶん極端に思えた。


  　そんな【俺】の心境を見透かしたように、少女は身を乗り出して顔を覗のぞき込んできた。


  『あなた、空が好き？』


  『ま、まあ、嫌いじゃない、な』


  『なら十分』


  　それから少女はスカーフェイスにも目を輝かせて問いかける。


  『あなたは？』


  『飛び方が分からない。……でも、自分で飛べたらいいなと思う』


  『なら飛び方を教えてあげる』


  　そんな少女の様子に、【俺】は眉まゆを顰ひそめた。


  　なんというか、妙に機嫌がよすぎる。何か箍たがが外れたかのように見えた。


  『お前、なんでそんな急に機嫌がよくなった？』


  　警戒するように問いかけると、少女はピタリと動きを止めた。


  　それから、今までの陽気さが嘘うそのように不快そうな表情を浮かべる。


  『人間は好きじゃない。弱いくせにすぐ刃向かってくる』


  　それがうるさい羽虫に対するような反応に見え、【俺】はギョッとした。


  　こういうもの言いをする人間は少なくはないが、ジェシカはそのまま本当に虫のように殺してしまいそうに聞こえたのだ。人間以外の異質なものを見ているような錯覚をさえ抱いた。


  　内心動揺する【俺】をよそに、ジェシカは『でも』と続ける。


  『でも、あなたたちは面白い。空を好きでいてくれる。自分以外の誰かと飛ぶというのは、初めての経験。とても楽しい。私は満足してる』


  　そう言って微ほほ笑えむ姿は、威圧感の欠片かけらもなく見た目通りの少女に感じられた。


  　もはや警戒心を知らない子猫のようだ。


  　人外の悪魔のような表情を見せたかと思えば、今度はこの無防備な反応だ。コロコロと変わる表情に、【俺】は思わず顔が赤くなるのを感じた。


  【俺は何を考えてるんだ？　俺にはあいつがいるだろう？】


  　反面、スカーフェイスの方は和なごんだように目を細めていた。


  　しかし、ジェシカの言うことに共感を覚えたのも事実だった。


  【独りで飛ぶ空は、冷たいもんだ……】


  　もしかしたら【俺】自身も、共に飛べる誰かを求めていたのかもしれない。


  　思い浮かんだ考えを振り払うように、頭を振る。


  『とにかく、明日は群島の最北端まで飛ぶぞ。早く寝ちまえ』


  　そう言って、部屋を後にするが、スカーフェイスはついてこなかった。何やらジェシカと話し込んでいるようだ。


  【なんつうか、ジェシカのやつ、妙にスカーフェイスに懐なついてるな？】


  　元々、スカーフェイスはジェシカを守るのが目的のようだった。彼女が気を許すのも無理はないだろう。


  　少し面白くない気はしたが、自分が取った部屋に足を踏み入れたときだった。


  



  『やれやれ。ずいぶんと早く追いつくもんだな』


  



  　鋭く警戒の色を浮かべ、【俺】は、銃じゆう機き槍そうを抜いた。


  　部屋の中に、異質な何かがいた。


  　姿は見えない。


  　だが、いる。


  　視線を一点に固定せず、部屋全体を見渡すように眺めて警戒すると、やがてザザザという砂のような音を立てて部屋の中央がせり上がった。


  【なんだこいつ、デカイ……！】


  　現れたのは、巨大な男だった。


  　臙えん脂じ色いろのコートをまとい、僅わずかに覗のぞく腕はガラス質の甲かつ冑ちゆうがはまっている。


  『〈七つの鍵かぎ〉の一柱──ヘイムダルという』


  　大男は己おのれを示し、そう言った。


  『そのヘイムダルさんが、なんの用だ？』


  　大男は、【俺】の背後を指差した。


  『女がいるな。彼女の身柄が欲しい』


  『そうかい？　それで俺にどんな得があるのかな？』


  



  　軽口を返しながらも、【俺】は背筋に冷たいものを感じていた。


  【こいつは、強い】


  　霧む鍵げん士しなのは明らかだが、空間を移動するような霧鍵式など聞いたこともない。それだけでも　尋常な使い手ではないことが分かる。


  　いつでも斬きりかかれるよう、引き金に指をかけたときだった。


  　大男は、まるで予期しない言葉を吐いた。


  



  『彼女は生きている──雲うん界かいに墜おちた、お前のバディは』


  



  　大きく、目を見開いた。


  『なんっ……お前、どういうことだ！』


  　答える代わりに、大男はコートの中から剣を取りだした。


  　霧鍵式だと、なんとなく分かった。それもかなり格の高いものだ。目の当たりにしただけで、愛用の銃機槍が軋きしみ上がった。


  『《ロキ》という。これなら、あの娘にも傷を負わせることができる。お前なら使えるはず』


  　そう言って、剣を床に突き刺した。


  　ロキ──神話の終末を招いた大罪人だ。裏切り者、狡ずる賢がしこき者、欺あざむく者──数々の不名誉な呼び名を持つ、神話の中でも最大の悪党だとされている。


  『あの娘の翅つばさを奪え。そうすれば、彼女に会わせる』


  『てめえっ……』


  　怒りを顕あらわにしながらも、斬きりかかることができなかった。


  　なぜなら【俺】は〝彼女〟の手がかりを求めて、この航こう界かいを始めたのだから。


  『どうして、ジェシカを狙ねらう？』


  『彼女が、最果ての帰還者だからだ』


  『なっ──？』


  『彼女はとても重要。そしてとても危険。だから押さえる』


  　そう告げると、大男は剣から離れた。


  『これは置いていく。判断は委ゆだねる。どうか、懸命な決断を』


  　その言葉を最後に、ヘイムダルと名乗った大男は、再び砂のように崩れ始めた。


  　巨体が完全に消えて、【俺】はようやくドサリと床にへたり込んだ。


  『……クソ。どうしろっていうんだよ』


  　初対面のときは慇いん懃ぎんに感じたジェシカも、いざ共に飛んでみれば最良の仲間となり得た。


  　飛行技術もさることながら、共に空を楽しもうとするあの笑顔は、傷つけがたいものだ。失うのが怖い。


  【でも、あいつが生きてる……？】


  　本当に、会えるのだろうか。


  　もしも会えるのならば、【俺】はその手を裏切りに染めてしまっても────


  『くだらねえ。ジェシカは、仲間だ』


  　明らかに敵である大男と、一度とはいえ共に飛んで気を許し始めた少女。どちらを信じるかなど、天てん秤びんにかけるまでもない。


  　ただ、【俺】は理解していなかった。


  　天秤にかけるべき相手を、間違えていたことを。


  　そう思うなら、今すぐ《ロキ》を誰の手も届かぬ空の下に投げ捨てるべきだと。
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  　──あのとき飛んだ空も、この航路だったんだよな……。


  　ハイフォニアを出発して数時間後、ウィルはガラにもなく感慨に耽ふけっていた。


  　同じ性能の翼つばさ舟ぶねに跨またがっていながら、ただジェシカを見上げることしかできなかった。


  　──俺は、あの日のジェシカにどれだけ近づけたんだろう。


  　届いたとは、とてもではないが思えない。ジェシカの助けがあって、ようやく追いつけるかといったところだろう。


  　そして、それすらも当時のジェシカにとっては〝お遊び〟の域を出ないものだったはずだ。


  　追いかければ追いかけるほど、ジェシカの空は遠のいていくような錯覚を抱く。それというのも──


  　──一か月前、ジェシカが手た綱づなを握った空は、別世界だった。


  　その空に、追いつかなければならない。そして、今のままでは追いつけない。


  　ギュッと、手綱を握る手に力が籠こもる。


  　──そして、俺はビルギッドに、どこまで近づけた？


  　ジェシカを撃墜したのは、ビルギッドだ。


  　それは、彼を信用したジェシカにとって、騙だまし討うちという形の一撃だった。


  　それでも、ジェシカが躱かわせないほど肉薄したのだ。そうでなければ不意打ちとはいえ、格下の攻撃を避けられないジェシカではない。


  　あの日飛んだ三人の中で、自分が一番後ろにいるという事実が、この航路を辿たどることで突きつけられた気がした。


  　そんなウィルの心境に気づいたのか、ジェシカが後ろから服を引っ張ってきた。


  「ウィル」


  「……なんだ？」


  



  「キャラメルが欲しい」


  



  　墜落しそうになった。


  　操縦席の前には、ペンやコンパスなどが入った小袋が下がっている。最近は、ウィルはそこにちょっとした菓子も放り込むようにしていた。主に、航こう界かい中のジェシカのためだ。


  　渋面を浮かべながら小袋に手を入れ、包みを破ってから、肩越しに顔を出したジェシカの口に放り込んでやる。


  　満足そうに口の中でキャラメルを転がすと、ジェシカはキュッとウィルの背中に体を押し付けてきた。


  　甘えているわけではない。速度を上げるために、身構えたのだ。


  「ウィル、そろそろ」


  　主語もないひと言だが、ウィルは頷うなずいた。


  「ああ」


  〈渡り鳥〉には三つの原則が存在する。


  　商人よりも速やかに。警官よりも誠実に。軍よりも確実に。


  　安全な蒼そう界かいをゆるりと飛ひ翔しようするだけでいいなら、郵便屋が武装して〈渡り鳥〉と呼ばれることはない。


  〈渡り鳥〉は常に最速で〈封書〉を届けなければならない。


  　翼つばさ舟ぶねがその速度を発揮するのは、穏やかな蒼そう界かいではなく、凶暴な霧妖空の主たちがひしめく雲うん界かいなのだ。


  「行くぞ！」


  　手た綱づなを振るい、雲界に向けて急降下を始める。


  　慣れ親しんだ蒼界が見る見る遠ざかり、挑戦者を待つ強者のような雲界が広がっていく。


  　ボッ──そして、真白き空へと突き刺さる。


  　白い〈霧きり〉は冷たく、高い湿度は刃のように肌を舐なめる。削そぐような風は、航空服なしならば数秒で出血を起こすだろう。


  　ヒューヒューと風を切る音は、耳元というより目の前から聞こえる。


  　そんな悪魔のような白い空から眼球を守るゴーグルは、完全に密封されてはいない。雲界の中では、ゴーグルなどすぐに曇ってしまうのだ。それゆえ、曇りを避けるために僅わずかな空気穴が穿うがたれている。


  　顔を真っ直すぐ向けたまま、視線を上に動かせば、ぼんやりと月のように輝く太陽が見えた。


  　防霧マスクに覆おおわれた口で息を殺し、ウィルは手綱が重いと感じた。


  　──やっぱり〈霞か曲きよく〉と比べると反応が鈍いな。


  　ウィルとジェシカがある男から譲り受けた翼舟──〈霞曲〉。霧む鍵げん式しきとは異なる手段で精製されたその舟は、もっとも優れた現行機だといえた。


  　だが、ウィルは今回、その機体を選ばなかった。


  　理由は二つ。


  　一つはあの時──八か月前と同じ条件で決着をつけたいから。


  　もう一つは、まだ自分の腕には相応ふさわしくないと思ったから。


  　ひと月前の事件で、ウィルは自分がいかに性能に生かされているかを思い知った。


  　ウィルでは、〈霞曲〉の性能を生かせなかったのだ。


  　──この航こう界かいで、この〈飛竜〉を十全以上に乗りこなす！


  　それが、今のウィルが乗り越えなければならない壁なのだ。


  　そうしてダイブを初めて、ウィルはふと周囲が暗いと気づいた。


  　──虹色蝶グランツフイーが、いない……？


  　雲界に飛びこむと、ジェシカは周囲に虹色蝶を放っていた。同じ蝶ちようの翅つばさを持つそれは、ジェシカに周囲の状況を教えてくれる探知機だったはずだ。


  　ウィルの疑問に気づいたのか、後ろからキュッとしがみついてジェシカが囁ささやいた。


  「あれは赤子の歩行器のようなもの。この程度の空には必要ない」


  　ウィルは自分の口元が弛ゆるむのを感じた。


  　──ジェシカも、少し前に進んだんだ。


  　彼女が虹色蝶グランツフイーを頼っていたのは、ひとえに空では目を開けることもできなかったからだ。


  　それを頼らなくなったということは、ジェシカは今、自分の目で空を見つめているということだ。


  　……相変わらず、後ろから回された腕は震ふるえているが。


  　そうして計器板の秒針が、六十を数えたころだった。速度が時速八十界里ミールを示す。


  「ウィル、来る」


  　真っ白な空の中に、ぼんやりと大きな影が浮かんできた。


  　弾丸のような細長い体で、黒光りする鱗うろこに覆おおわれているのが分かる。頭部のすぐ後ろには鰭ひれのような翼があるが、この巨体を空に浮かべるには力不足のはずだ。


  　距離は五十界碼ヤルドほどだろうか。走れば六、七秒といったところだが、空では一秒もかからない。


  　──尖せん魚ぎよ……いや、違うっ？


  　一見、雲うん界かいに広く分布する尖魚──比較的気性の穏やかな個体──だが、その頭部は槍やりのように鋭く尖とがっており、その先端には刃物のような突起物が突き出していた。


  「一角……っ！」


  　尖魚とよく似た外観ながら、それとは比較にならない獰どう猛もうさと敏びん捷しよう性を持つ霧む妖ようだ。


  「……ったく、この辺りに出るなんて情報はなかったぞ？」


  　群島における霧妖の分布図は、概おおむね確立されている。それにより、航こう界かいの難易度や配達の料金も変わってくるのだ。


  　しかしそれはあくまで目安だ。他の空域や、さらに深い中層部から浮上してくる大物が紛まぎれ込むこともある。かつてウィルが遭遇した界かい竜りゆうのようにだ。


  　ジェシカも相手が何者か気づいたのだろう。腕にキュッと力が籠こもる。


  「ジェシカ、どう飛ぶ？」


  　問いかけるウィルに、ジェシカはそっと頭を押し付けてきた。


  「任せる」


  「……なんだって？」


  「どこから来るかは、教える。でも……」


  　一度言葉を切ると、ジェシカはハッキリとした口調でこう言った。


  



  「飛んで、ウィル。雛ひな鳥どりの時間は、もう終わり」


  



  　いつだったか、ウィル自身が投げかけた言葉を返すように、ジェシカはそう言った。


  　ウィルは、ブルリと体を震わせた。
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  　だが、それは恐怖からではなく、歓かん喜きからだった。


  　──雛ひな鳥どりの時間は、もう終わり──


  　つまり、ウィルはもう雛鳥ではないと、彼女は言ったのだ。


  「おうよ！」


  　吼ほえて、ウィルは手た綱づなを振るう。


  　それを交戦の意志と受け取ったのか、一角も鋭く動きを変化させる。


  　翼よく貝がいという霧む妖ようがいる。


  　名前通り、甲こう羅ら状の外殻を持ち、十本の尾お鰭びれであたかも空を跳躍するような急旋回をする、正しく跳ぶ霧妖だ。


  　一角の旋回能力は、翼貝には僅わずかに劣る。劣るが、その僅かに劣る程度の急旋回を無む尽じん蔵ぞうに続けるのだ。


  　雲うん界かいから飛び出すと、それを追尾するように一角が迫る。


  　鋭く尖とがった頭部から突っ込む姿は、もはや追尾弾のようでさえある。意志を持って追尾する弾丸など、考えただけでゾッとする。


  　──落ち着け。風の読み方は、もう覚えたはずだ！


  　まだまだ初めの一歩を踏み出したところだ。今も蒼そう界かいでは読み違ちがえることの方が多いが、ここには蒼界にはない目印がたくさんある。


  　──見るのは、〈霧きり〉だ。


  　翼つばさ舟ぶねと一角によって乱された気流が、空に大量の〈霧〉を巻き上げてくれている。気体である〈霧〉は、敏感に風の向きを教えてくれる。


  　機体を左右に振り、〈霧〉の動きを注視していると、ジェシカの叱しつ咤たじみた声が響く。


  「上、来る！」


  　ほんのついさっきまで後方にいたはずの一角が、いつの間にか頭上から飛びこんできていた。


  　──回避、どうするっ？


  　ジェシカは語らない。ウィルの失敗が自身の墜落に直結すると理解して、なお黙している。


  　雛鳥の時間は終わりだと、次の段階に巣立てと、彼女は言ったのだ。


  　ウィルは反射的に手綱を横へと引き、体も倒す。


  　砲弾のように振ってきた一角は、機体を僅かに逸それて雲界へと墜おちる。


  　──よし、躱かわした！


  　そのことに安あん堵どする間もなく、また砲撃のように一角が飛び出してくる。


  「前に出られる」


  　その警告に、ウィルはまた機体を横に振る。


  　──自分で考えて飛ぶのって、こんなに難しいのか！


  　ジェシカは相手の動きは教えてくれるが、どう飛べばよいのかは教えてくれない。


  　──つうか、こんな速度でそんなの待ってたら墜おとされる、か。


  　どう動いてどう狙ねらうのか、その先をイメージしなければならない。


  　何度か一角を躱かわすうちに、手袋の中は見る見る汗でぐっしょりと濡ぬれた。


  　空での発汗は、凍とう傷しように繋つながる。肌を削そぐような風の中、島に辿たどり着けば機体の一部が凍りつくことも珍しいことではないのだ。早く拭ぬぐわなければならない。


  　時間までもが牙きばを剥むき始め、ウィルは焦あせる気持ちを必死で押し殺した。


  　──ジェシカなら、どう動く？


  　思い返すのは、ひと月前の記憶。


  　霧む妖ようすらも圧倒する黒こく狼ろうに襲おそわれ、ジェシカが手た綱づなを握った記憶だ。黒狼を凌りよう駕がした彼女は、どう飛んでいた？


  「左下方！」


  　ジェシカの声に、ウィルは真っ直すぐ前を向いていた。


  　手綱を短く握り、どれだけ引けばどう翼が動くのか。そしてその動きが、この風の中でどんな変化を起こすのか、それを必死で考える。


  　──向かい風。だけど、右側から吹き込んできてる。


  　前方の〈霧きり〉が流れる様子を見ながら、手綱を僅わずかに引く。真っ直ぐ機首を上げるのではなく、右側から吹く風に乗せるように意識して。


  　カクンと小さく揺れ、翼つばさ舟ぶねが僅かに減速する。


  　その目の前を、即死の威力を秘めた一角の巨体が過よぎった。


  　──少し、分かってきた。


  　今まで、ウィルはジェシカが飛べという方向に向かって飛んできた。右に飛べ、左に飛べ、上昇しろ、下降しろ、減速、加速、全ての判断をジェシカに委ゆだねてきた。


  　それは恐らく、非常に無駄の大きな運動だったに違いない。加減もわからず、先も見えていないのだから。


  　その無駄を、最適に変えることができたなら、遥はるかに高度な飛行ができる。ジェシカは、そこへ辿り着けと言ったのだ。


  　飛ぶのはウィルだ。


  　だが、ジェシカはどこから来るかは教えてくれる。


  　ならば、ウィルの仕事はただ一つ。


  　相手の動きを見定め、的確な位置から弾丸を撃ち込むだけだ。


  　照準を合わせたければ、自分がどう飛んでいるのかを理解しなければならない。


  「次、後方右よりから！」


  　減速して躱したことから、今度は後ろから狙ってきたらしい。


  　一角の動きに、ウィルは短く握った手綱を僅かに下げ、かがみ込むように体を前に倒す。手綱と重心の動きが飛行にどう影響を及ぼすのか、風を意識しながら全力で考えを巡らせる。


  　機首が小さく下がり、弧を描くように機体が下降を始める。


  　右の翼を僅わずかに外れ、一角が蒼そう界かいへと打ち上げられた。


  「ここだ！」


  　確信と共に手た綱づなを引き、機体を上に向かせるとその先に高らかに飛び上がった一角を捕らえることができた。


  　銃じゆう機き槍そうの照準は、合わせるまでもなかった。


  



  　ドンッ──弾けた火線が、一角の胴体を貫いた。


  



  　ゴウゴウと炎を噴き上げ、縦じゅう横おう無む尽じんに空を飛び続けていた追尾弾は、雲うん界かいへと沈んでいった。


  「よし！」


  「やった！」


  　快かい哉さいを叫んだのは、ウィルだけではなかった。


  　振り返ると、ジェシカも雲界を見下ろし、声を上げていた。その表情は目を開き、震ふるえながらも確かに笑っていた。


  　視線に気づくと、ジェシカはハッとしたように顔を背そむける。


  「及第点」


  「及第点ではしゃいだのかよ──痛だだだっ？」


  　軽口を返すと、脇わき腹ばらに爪を立てられた。


  　不機嫌そうに顔を背けながらも、ジェシカはやはり笑みをこぼしていた。


  　そして、久しぶりに上機嫌な声こわ音ねで問いかけてくる。


  「空が見える？」


  　空は、初めから目の前に広がっている。


  　ジェシカが言っているのは、そういうことではない。空がどう動いていて、どう変化しているのか。その姿が見えるかと訊きいているのだ。


  「まだなんとなくだけど、少しは」


  「なら、もっとよく見て」


  「ああ」


  「もっとよく識って」


  「……ああ！」


  　手放しには褒ほめてくれなかったが、それでもジェシカの声には祝うような響きが含まれていた。


  　言われるままに飛ぶだけでいい時間は終わった。


  　空を識り、理解して飛ばなければならない。


  　それは、ジェシカの指示が必要なくなったということではない。もっと高い精度で、彼女の指示に応えるということだ。


  　同時に、こうも思う。


  　──そこにジェシカがいるのって、もしかして凄すごいことになるんじゃないのか？


  　どれほど優れた〈渡り鳥〉でも、どれほど圧倒的な霧む妖ようでも、死角や隙すきを完全に廃することはできない。


  　軍隊相手に無敵を誇ったジェシカでさえ、一度は翅つばさを失ったのだから。


  　しかしいつの日か、ウィルの腕がジェシカに並んだとき、そこにジェシカがいるということは、その死角というものを完全に廃することができるということだ。


  　さらに言うならば、かつてジェシカが手た綱づなを握ったとき、ウィルは銃じゆう機き槍そうでの迎撃に専念することができた。


  　その逆ができるとしたら？


  　人間以上の霧む鍵げん式しきを振るい、絶対言語レーゲル・ヴオルトを詠うたうジェシカが防御、迎撃できるとしたら？


  　そしてそこに〈霞か曲きよく〉という最高の翼つばさ舟ぶねがあったとしたら？


  　果たして、霧妖であったとしてもそれを墜おとせるものなど存在するのだろうか？


  「最果てが、見えてきた」


  　思わず、そんな言葉が口からついて出た。


  「でも、まだ遠い」


  　ジェシカの返事は素っ気なかったが、否定ではなかった。


  　出発点は、ただお互いの短所を補うためだった。


  　確かに、それで飛べるようにはなったが、半人前が二人ではその先には進めない。


  　互いの欠点を補うのではなく、互いの長所を伸ばすために飛べたなら、そのときこそウィルとジェシカは本当のバディと呼べるようになる。


  　ウィルは羅針盤を確かめ、航路を正す。


  「さて、それじゃあ航こう界かいを続けるとするか？」


  　最北端の島、そして因縁の島アルファフォノンを目指し、少年と少女は空を加速した。


  第四便　過去との回合


  



  　メゾフォニア──ハイフォニアから二つ島を跨またいだ先にある島に、ウィルとジェシカは降りていた。


  　時刻はすでに夕暮れ時だ。


  「今日は、ここで宿を取るか」


  「そう」


  　特に感慨もなく頷うなずくジェシカの横顔を見て、ウィルは「おや？」と思った。


  　──ジェシカのやつ、いつもより余裕があるな……？


  　航こう界かいのあとは、ジェシカはいつも死んだように眠ってしまう。降りた瞬間から、うつらうつらしているのが普通だ。


  　今回に至っては、霧む妖ようの中でも中級に入る一角と交戦している。それに加え、自分から翅つばさを奪った相手に会うのだ。心理的に不安定な分、普段より疲ひ弊へいしていてもおかしくないはずだが、そういった様子には見えない。


  　むしろ、いつもより余力を残しているように思えた。


  「……何？」


  　視線に気づいたジェシカから、怪け訝げんな目を向けられた。


  「なんていうか、ジェシカ、いつもより顔色がいいな？」


  　ジェシカは長い髪を指で払うと小さく頷いた。


  「今日は虹色蝶グランツフイーを使ってない」


  「ああ、そういえばそうか」


  「それと、少し乗り心地が改善された」


  「──え？」


  　思わず訊きき返すと、ジェシカはそれが聞こえなかったように顔を背そむけた。


  　だが、その反応自体が答えのようなものだった。


  　──そうか。乗り心地、マシになったのか……。


  　ウィルの後ろに乗るジェシカは、高所恐怖症なのだ。いつ墜おちるか分からない翼つばさ舟ぶねに命を預けるのは、よほど負担があったはずだ。


  　それが改善されたということは、少しは操縦がマシになったということだ。


  　──それに、高所恐怖症自体が、治りつつあるのか……？


  　ここひと月ほどの間、ウィルはジェシカがパニック障害を起こすところを見ていない。いつ再発するとも知れないが、今のところ治まっているのは事実だ。


  「何をニヤニヤしているの？」


  　ジェシカに睨にらまれ、今度はウィルが慌てて視線を逸そらした。


  「いや、そのだな……そうそう、この島の〈渡り鳥〉は、みんなこの辺りに事務所を作ってるみたいだな」


  　島によって、〈渡り鳥〉の方針は微妙に異なる。


  　ハイフォニアの場合、〈渡り鳥〉は島のあちこちに事務所を置いている。できるだけ、同じ区画に重ならないように配置されているのだ。縄張り争いを回避する、という意味もあるが住民の利便を考慮した結果だ。


  　だが、それはハイフォニアが大都市だからでもある。


  　このメゾフォニアはハイフォニアの四分の一ほどの大きさしかない。


  　それだけ小さな島になると、翼つばさ舟ぶねの部品や水などの物資も手に入りにくくなる。地域を分散させるよりも、一か所に寄り集まった方が効率がよい場合もあるのだ。


  「そうね」


  　そういった街並みを観察していると、ジェシカは気のない返事をする。


  　その表情は、いかにも腑ふに落ちないといったものだった。


  　おかしいと感じるのは、ウィルも同じだ。


  　自分たちは、ビルギッド宛あての〈封書〉を運んでいるのだ。


  　どう考えても罠わなだというのに、それとは裏腹に航こう界かいは順調だった。一角には遭遇したが、人為的な妨害は一切受けていない。


  　それから、ふと自分がこの島に降りるのは二度目だということを思い出した。


  「なあ、ジェシカ。覚えてるか？」


  「何を？」


  「あのとき、俺たちが中継したのもこの島だった」


  　八か月前も、ここで一夜を明かしたのだ。


  　気づいていなかったのだろう。ジェシカは意外そうな顔で周囲を見渡した。


  「……見覚えがあるような気はする」


  「まあ、そんなもんだよな」


  　あのときのジェシカは、初めて乗る翼舟に興奮していた。島の街並みなど、まるで見ていなかったのだろう。


  　数秒の間、ジェシカは街並みを眺めていたが、やがて首を横に振った。


  「別に改めて見直すほどでもない」


  　そうして街の中に踏み出そうとしたときだった。


  　ウィルたちの姿を見て、露骨に足を止めた通行人がいた。


  　──あれは、〈渡り鳥〉か……？


  　若い男だった。航空服をまとい、腕には郵便屋の腕章。上着フライトレザーの胸に縫い付けられた紋章は、翼在る馬ペガサスのものだ。


  　青年は、ウィルと視線が合うと顔を引きつらせて踵きびすを返す。


  「ジェシカ、追うぞ！」


  「さっさと追いかける」


  　肩から提げていた銃じゆう機き槍そうを握り締め、ウィルが駆け出すとジェシカは無関心に答える。


  　青年は必死で走っているつもりなのだろうが、よほど気が動転してきるのか足をもつれさせ、追いかけるまでもなく転倒しそうだった。


  　ウィルは青年を捕まえる……というよりも、見てて危なっかしく思って肩を掴つかんだ。


  「ひ、ひいっ」


  「おい、ちょっと、落ち着けよ」


  「──やめて、クラークさんを殺さないで！」


  　そこに、また新たな声が割り込んできた。


  　青年を庇かばうように飛び出してきたのは、若い娘だった。ウィルと同年代か、少し上だろう。


  　娘は自分の体を盾たてにするように青年に覆おおいかぶさり、さらにそれを青年は庇おうとする。


  「よせ、ヘレナは関係ない。殺すのなら俺だけを殺せ！」


  　半ば泣き出している娘と、彼女を庇おうとする青年。その二人を追いつめているかのような構図に、ウィルは顔を引きつらせる。


  　──え、ナニこれ。俺か？　また俺が悪いのか？


  　ハッと気がつけば、周囲の通行人が訝いぶかしげな目を向け、ヒソヒソと囁ささやき合っている。


  「え、ちょ、違うんだ。俺たちはナニも危害は……」


  　救いを求めるようにジェシカへ目を向けると、果てしなく軽けい侮ぶの籠こもった眼まな差ざしと冷たい声が返ってきた。


  「ウィルは非道。人情というものが欠落している」


  「お前にだけは言われたくないかなっ？」


  　予想できた反応だったが、分かっていたからといって堪こらえられるものでもない。


  　逃げるように二人から離れると、青年はむしろウィルよりもジェシカの方に怯おびえた目を向けていた。


  「……何？」


  　さすがに、その反応にはジェシカも眉まゆを顰ひそめた。


  「お、俺たちを、見逃して、くれるのか？」


  　ウィルとジェシカは顔を見合わせた。


  「なんだか分からないけど、俺たちはまだ危害を加えられたとは思ってないし、あんたらに危害を加えるつもりもないぜ？」


  　同意するジェシカを見て、青年は逆に困惑するような顔をした。娘の方は目を固く瞑つむって震ふるえ上がっている。


  「殺しに来たわけじゃないのか？」


  「こ、殺す？　なんでまた」


  　震ふるえる目でジェシカを見上げると、青年はウィルの予期しなかった言葉を口にした。


  



  「──あの日、雲うん界かいから来たのは、お前だろう？」


  



  　不快そうに眉まゆを揺らすジェシカに、青年と娘はまたビクリと震える。


  　ウィルは、そんな二人を立たせることにした。


  「とりあえず、話を聞かせてもらえるか？」
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  　宿を探して、そこに備えられた食事処どころに入ると、青年は重たい声で話し始めた。


  「もう八か月前になるか。我々は、ある任務でお前たちを追っていた」


  「八か月前って……ああ、そうか。あのとき襲おそってきた連中の一人か？」


  　青年──クラークは二十代半ばだろうか。ジェシカを追っていた者の中にいても、違和感はない。


  　ウィルは説明を受けて、娘の方に目を向けた。ウィルやビルギッドが打ち倒した敵の中に、こんな若い娘はいなかったように思えるが。


  　クラークは「ああ」と言葉をつけ足す。


  「ヘレナは衛生兵だったんだ。お前たちに伸のされた我々の手当てが任務だった」


  　娘──ヘレナは顔を真っ赤にした。


  　──そういう流れでくっついたわけね……。


  　殺されないと分かった途端、くっつき始めた二人にウィルはげんなりした。それで我に返ったのか、クラークはコホンと咳せき払ばらいをして姿勢を正した。


  「話を元に戻すが、あのとき返り討ちに遭って、俺とヘレナは軍を退役した。他にも、辞めていった者は多いという話だ」


  「なんでだ？」


  「一つは、力の差を思い知ったからだろう。我々は兵として戦う力を持っていると確信している。だが、現実は女子供を含めた三人相手に歯が立たず、空ではあの様だ」


  　ウィルはこれでも陸の上では〝オルカ〟の異名を持ち、〈七つの鍵かぎ〉の〈傀く儡ぐつ師し〉やザックスを退しりぞけるだけの力がある。ジェシカに至っては、言うまでもない。暴走した《フェンリル》を正面から止めたのだ。彼女と対等に戦える人類は、指の数ほどもいるかどうか。


  　そして、そのとき共に戦ったビルギッドも、同等の力を持っていた。


  　相手が悪かった、とはいえるが、当の本人たちの自尊心はズタズタだったろう。


  　それにハイフォニアに来る前のジェシカが何をしたのか、ウィルはそれを知らない。知らないが、想像はつく。


  　なぜなら、アルファフォノンでウィルは見ているのだ。数十機からなる軍用翼つばさ舟ぶねが、ジェシカ一人に歯が立たず壊かい滅めつするのを。


  　あんな敗北を見せつけられて、心が折れない人間は多くないだろう。


  　当のジェシカは素知らぬ顔で……いや、幸せそうな顔で大福を頬ほお張ばっている。すでに話を聞いていないのだとよく分かる。


  　というか、人間相手から話を聞くこと自体が、いつの間にかウィルの仕事になっているような気さえした。


  「まあ、それに関しちゃ悪かったとは思うけど、あんたらも殺しにかかってきたんだ。お互いさまだろ？」


  　しどろもどろに答えると、クラークは首を横に振った。


  「恨うらみ言を言うつもりはないさ。我々は軍属で、任務に従った。それだけの話だ。むしろ、恨みを言う権利があるのはお前たちの方だろう」


  「ああ、それで殺されるって思ったのか？」


  　チラリとジェシカに目を向け、クラークは頷うなずいた。


  「正直、彼女を見たときは生きた心地がしなかった。ひと目で分かった。あのときの彼女だと。生きてたら、きっと復ふく讐しゆうに来るんだと思っていたよ」


  　怯おびえた声こわ音ねは、途中で苦笑に変わる。


  「まさか、覚えてもらってもいないとは思わなかった」


  「私は忙しい。人間の道楽に付き合う暇はない」


  　人間の嗜し好こう品ひんを全身で享受しながら、ジェシカは堂々とそう答えた。口の周りは、大福の粉で真っ白だ。


  　しかし、とウィルは思った。


  　──目立つとは思ってたけど、ジェシカの容姿は本当に目立つんだな。


  　ジェシカの外見は人間となんら差異はない。霧む妖よう化しなければ、そうそうバレることもないと思っていたのだが、一度でも見た者の記憶から消えることは難しいようだ。


  　クラークは、微ほほ笑えましそうにジェシカを見た。


  「お前……いや、君もそんな顔ができたんだな。任務中は──いや任務に失敗してからも、まるで考えなかった」


  「……何か文句があるの？」


  　さすがに不機嫌な顔をするジェシカに、クラークは慌てて首を横に振る。


  「いや、きっとお前たちが正しかったんだろう。俺たちは目先の脅きよう威いに気を取られていた。それ以上のものを、見せてもらっていたというのにな」


  「……なんの話だ？」


  　首を傾かしげるウィルに、クラークは真面目な顔で頷うなずく。


  「先ほどの、退役軍人が続出した理由だ。もう一つある」


  　そこで言葉を切られ、ウィルだけでなくジェシカも目を向けた。


  　関心を得たことを確かめて、クラークはこう告げた。


  



  「空は、ああも美しいものだったのだな」


  



  　ウィルとジェシカは、目を丸くした。


  「お前たちに伸のされ、我が方の空戦機が壊かい滅めつし、そのあとで見た空を、我々は忘れられない」


  　よき夢でも思い返すように、クラークとヘレナは呟つぶやく。


  「虹色の翼で空を舞うあなたと、〈渡り鳥〉の翼つばさ舟ぶね。わたしたちだけじゃなくて、島の人たちもみんな見てたんですよ？」


  　ウィルも忘れてはいない。ジェシカも、大福を運ぶ手がにわかに止まった。


  　それは、ジェシカが自分の翅つばさで舞った最後の空だ。


  　苦い、裏切りの記憶。


  　しかし、ウィルが決定的に空に魅みせられた記憶だ。


  　十年前の、幼い日の約束が、果たすべき誓いに変わった思い出だ。


  　そんなウィルたちの反応をどう見るのか、クラークは恥ずかしそうに、それでいてどこか誇らしげに語る。


  「軍で兵器として翼舟を駆るときには、まるで気づかなかった。空は恐ろしく、残酷で、同時に自由で美しい世界だったんだ。だから、我々は軍を抜けて、こういった生き方に挑戦することにした」


  　そう言って、腕の腕章──郵便屋の証を示した。


  　そして、二人はジェシカに向かって頭を下げた。


  「あのときのことを、謝らせてもらおうとは思わない。君は、好きなだけ我々を恨うらんでいい。だが──」


  



  「──礼を言わせてほしい。君は、俺たちに新しい世界を見せてくれた」


  



  　八か月前の敗北は、彼らの人生によくも悪くも影響を与えたらしかった。


  　ウィルは苦笑を噛かみ殺して、ジェシカに目を向けた。


  　こういうとき、彼女がなんと答えるか、それくらいは想像がつく。


  　──だから人間は愚ぐ鈍どん──もしくは──人間にしてはもの分かりがいい──あたりだろう。


  　そう高をくくっていたウィルは、隣を向いて呆あつ気けに取られた。


  「わっ……私はっ、私は、別に……」


  　ジェシカの顔は耳まで赤く染まっていた。


  　唇を震ふるわせ、普段の傲ごう慢まんな態度が嘘うそのように狼狽うろたえている。何か縋すがるものでも探すように、両手の指は金色の髪をくしゃくしゃといじり回していた。


  　それは決して腹を立てているわけではなく、恥ずかしさをどう誤ご魔ま化かせばよいのか分からないといった様子だ。


  　たとえるなら、独りで一生懸命、それでいてこっそり花壇の花に水をやっていたところを目撃され、褒ほめ称えられてしまったクラスの目立たない女子だろうか。感謝されることに慣れていない、初う心ぶな乙女おとめだった。


  　嬉うれしかったのだろうと、分かってしまった。


  　ウィルはポンとジェシカの頭に手を乗せた。


  　次に肘ひじ鉄てつが返ってくるだろうと予想しながら、ウィルは褒めるように笑いかけた。


  「よかったな、ジェシカ」


  「……生意気」


  　肘鉄は返ってきたが、予想よりずいぶん軽いものだった。


  



  　そのあとに運ばれてきた食事を、ウィルとジェシカは掻かき込むように平らげた。


  〈渡り〉に備えて早く休まねばならないという理由もあったが、クラークとヘレナはいわゆる馬鹿がつくカップルだった。


  　過去のしこりが流れるや否いなや、聞いてもいない惚のろ気け話を散々聞かされるハメになった。これには、ウィルでもうんざりした。ジェシカの方は、ひたすら甘いものを口に頬ほお張ばることでそのストレスを回避しているようだが。


  　そうして慌ただしく店を出ようとして、ウィルは一度だけ足を止めた。


  「そういえば、あんたらは元軍属なんだよな？」


  「ああ。そうだが？」


  「一つ、訊ききたいことがある」


  　ウィルは、無意識のうちに声を押し殺した。


  「十年前にある飛行船が墜おちた。そいつのことを、ナニか知らないか？」


  　──その墜落報告をしたのが、ビルギッドという〈渡り鳥〉だった気がするんだ──


  　昨晩、リヒターが言ったことだ。


  　元軍人とはいえ、十年も昔の事件をクラークが知っているとは思えないが。


  「ああ、あの船か。名前程度なら知っているな」


  　手がかりを得られたことに、ウィルは歓かん喜きよりも疑問を覚えた。


  「有名な話なのか？」


  「一部ではな。群島の管轄を離れたとたん撃墜されたことで、国規模でだいぶ揉もめたらしい」


  「国って……外国に向かってたのか？」


  　群島の管轄を離れたということは、外に出たということだ。


  「どこに向かってたんだ？」


  「北テイエラだ。噂うわさでは、神話にある〈七つの鍵かぎ〉の手がかりを積んでいたらしい」


  　ジェシカは特に関心がないらしいが、ウィルはかなり動揺していた。


  　──十年前、ジェシカが乗ってた飛行船に〈七つの鍵〉の手がかりがあった？


  　そして、その墜落現場にビルギッドがいた。


  　これは偶然か？


  　因縁めいた予感に、ウィルは嫌いやな胸騒ぎを覚えた。


  



  [image: ]


  



  　群島最南端の島にて、【俺】は信じられないものを目撃していた。


  



  『──真白な海は深く（aikait e[image: ]d nei[image: ] [image: ]t gainkuer,）──私たちは彷徨っていた（aure aj[image: ]:s[image: ]m aineh[image: ]t）──』


  『──星の灯を見失い（ka:rli a[image: ]eis e[image: ]d st[image: ]:rsis,）──遠い日の夢は幻想と消ゆ（eju:m e[image: ]d st[image: ]:rsis [image: ]t [image: ]:rk[image: ]nt n[image: ]:ges）──』


  



  　詠うたが、響いていた。


  　知るはずのない──しかし確かに一度は聴いている──異国の言語だ。


  



  『──ならば塔を創ろう（[image: ]l[image: ]be[image: ] mju:gwest [image: ]ul,）──果て無き空へ至る塔（[image: ]ruit lu:kem aineh[image: ]t [image: ]:r[image: ][image: ]）──』


  『──ただ高く天高く（da:rt seiloub [image: ]rin[image: ]s,）──空へ海へと積み上げて（[image: ]ruit lu:kem aikait lu:kem [image: ]:r[image: ][image: ]）──』


  



  　そして、脳裏にあの日の光景が蘇よみがえる。


  　大きな飛行船──軍艦だった。


  　その甲かん板ぱんに、軍艦に似つかわしくない、幼い子供が二人乗っていた。片方は黒い髪の男の子で、片方は見るも不可思議な翠みどり色いろの髪をしていた。


  　雲うん界かいを渡る〈渡り鳥〉の姿に、歓声を上げていたのだ。


  



  『──築いた塔、崩れ墜ち（[image: ]ul ain mju:gwest [image: ]t [image: ]sme[image: ],）──隔たれた私とあなた（aure [image: ]t ki:m lu:kem [image: ]aut[image: ]s）──』


  『──これが罰だというなら（r[image: ]:ke ku[image: ]r[image: ]is iern[image: ][image: ]d,）──夢見ることも罪なのか（r[image: ]:n melt[image: ]:m eju:m ku[image: ]r[image: ]is i[image: ]ri[image: ][image: ]t）──』


  



  　楽しげな音色で、しかしどこか悲しげな旋せん律りつで、詠うたは響き続ける。


  　歌う少女の髪は、金色ではなく、翠みどり色いろに染まっていた。


  【そういうことだったのか……！】


  　握った拳から、血がこぼれた。爪が皮膚を破ったのだ。


  　腹の底から、破壊的な衝動が込み上げてきた。


  　知っているのだ。


  　その飛行船が、女の子を乗せたまま雲うん界かいに沈んだことを。


  　だが、彼女は帰ってきたのだ。


  



  『──この続く空の下（r[image: ]:ke aineh[image: ]t [image: ]:rk[image: ]: [image: ]:r[image: ][image: ],）──あなたはそこにいるだろうか（ki:m ku[image: ]r[image: ]is s[image: ]:k [image: ]ain[image: ][image: ]）──』


  『──私はただ、（aure da:rt,）遥かな蒼を想う（auti[image: ] [image: ]:rk[image: ]nt [image: ]:r[image: ][image: ]）──』


  



  　やがて詠が止やみ、【俺】が動く前にスカーフェイスが少女に声をかけた。その顔は今も包帯に覆おおわれていて表情は見えないが、声は明らかに震ふるえていた。


  『ジェシカ、その髪の色は、どうしたんだ……？』


  　少女は自分の髪に指を絡め、上機嫌で答える。


  『体質。密度の濃い〈霧きり〉に干渉するとこうなる』


  『それ、光ってる……のか？』


  『そう。私はこの色の方が好き』


  　島の縁──防風堤に腰を下ろし、プラプラと危うげに足を揺らし、少女は言う。


  　ここに来るまでの間に、何度も霧む妖ようと交戦した。


  　そのことごとくを撃退したのは、ジェシカだ。その姿を見て、【俺】は理解していた。


  【あのときの光る舟は、ジェシカだ】


  　十数体もの霧妖が、彼女に一撃も浴びせることなく撃墜された。


  　確かに【俺】も援護はしたが、スカーフェイスと二人乗りなのだ。十全な飛行ができる状態ではなかった。そして、見たのだ。


  　ジェシカが、芸術的なまでの加速と減速、そして旋回の技術で霧妖の間をいかにも楽しそうに飛び交うのを。


  　そこで何かしらの霧む鍵げん式しきが使ったのだろう。島に降りたジェシカの髪は、こうなっていた。


  『ジェシカ。その詠は、どこで覚えたんだ……？』


  『さあ、覚えてない。いつの間にか知ってた。でも、ダンがほとんどの人間には意味が理解できないって言ってた』


  　スカーフェイスが、目眩めまいを起こしたようによろけた。


  『なんて、こった……』


  『どうしたの？』


  　珍しく、ジェシカが戸惑う声を上げた。


  　それはそうだろう。スカーフェイスは、泣いていた。顔の包帯をぐしゃぐしゃに汚し、恥も醜聞もなく、泣いていた。


  　それを見つめながら、【俺】は腰に下げた《ロキ》を意識した。


  　ヘイムダルが去ったあとも、これは処分することができず、結局持ち歩いていた。


  　迷ったからだ。


  【だが、もう迷わない】


  　それを使うのか、捨てるのか。


  　今を進むのか、過去を拾うのか。


  　心は定まった。


  【その前に、ハッキリさせることがある】


  　スカーフェイスに厳しい眼まな差ざしを向け、【俺】は声をかける。


  『おい、スカーフェイス。宿を探しに行くぞ』


  　話を邪魔された形の少女は不満そうな顔をしたが、スカーフェイスは素直に応じた。


  　今日はもう、これ以上は飛べない。


  　この島で夜を明かすことになる。


  



  　涙を拭ぬぐったせいだろう。スカーフェイスは顔の包帯が取れかかっていた。


  【若いな。まだ十代か……？】


  　声からも想像はできたことだが、まだ少年と呼べる年に思えた。


  　そうして観察していると、スカーフェイスが戸惑うような顔で視線を返してきた。


  『もしかして、俺に何か用があったのか？』


  　向こうからそう言われ、【俺】は肩を竦すくめた。


  『話が早いのは、助かるな。なら俺も率直に言う。なあ、スカーフェイス──』


  



  『お前、舟を下りろ』


  



  　スカーフェイスの顔が、見事に引きつった。


  『……あいつには黙っておいてやる。本当のことを言えよ。お前、雲うん界かいの底なんてどうでもいいんだろ？』


  『……っ、どういう意味だ』


  『お前は、ただジェシカを追いかけてきただけだ。その行き先が雲界の底だから、ついて行くと言ってるだけだ』


  『そんなことはない！』


  『いいや、違うね。なぜならお前は────』


  



  『──お前は、一度として、自分から飛ぼうとはしなかったじゃねえか』


  



  　そのひと言で、スカーフェイスは完全に沈黙した。


  『こいつだけは言っておく。空を舐なめるな。〈渡り鳥〉を、舐めるな。そんなぬるい覚悟で渡れるほど、この空は優しくはねえぞ』


  　ガックリと膝ひざを折るスカーフェイスに、【俺】は冷たく言い放った。


  『ここから先は、郵便物でもない荷物は運べない』


  　お前はお荷物なのだと、苛か烈れつな意志を込めて叩たたきつける。


  『俺は〈渡り鳥〉だ。配達である以上、死んでも目的地には辿たどり着いて見せる。命を賭かける覚悟もないお前が、同じ空を飛ぶのは我慢ならない』


  　それは、あるいは嫉しつ妬とも混じっていたのかもしれない。


  　あの日【俺】が失ったものを、スカーフェイスは平然と手に入れていたのだから。


  　そんなときだった。


  



  　ドンッ──背後で、銃声が響いた。


  



  　ジェシカが残っていたはずの方向だった。


  【俺は間抜けか？　こんなときにジェシカを独りにするなど！】


  　元々、狙ねらわれていたのは彼女だ。スカーフェイスに用があったとはいえ、ジェシカの側にどちらかは残るべきだったのだ。


  『話は後だ』


  　すぐさま銃じゆう機き槍そうを握り、【俺】は駆け出すが、その先では予想外の光景が広がっていた。


  



  『脆もろい。貧弱。どうして人間はこんなに弱いのに、すぐ突っかかってくるの？』


  



  　そこに、十数人の男たちが倒れ伏していた。


  　銃声が響いてからほんの一分足らずの間だというのに、立っているのはもうジェシカ一人だった。


  　そのうちの一人が、ジェシカに掴つかみ上げられていた。


  　正確には、その髪から伸びる茨いばらに、だ。


  『だ、助げ、で……』


  『嫌いや。あなたたちは私を殺すつもり。どうして自分は助かると思うの？』


  　茨いばらが、男の首へとめり込んでいく。


  『せっかくのいい気分が台なし』


  　動けなかった。


  　勝負はすでについている。彼らに刃向かう力は残っていない。今夜中に、追撃に遭うこともないだろう。殺す必要はない。


  　だが、目の前の少女に意見できる自信がなかった。


  　男の顔色が、赤を通り越して紫色に変わっていく。


  　思わず顔を背そむけたときだった。


  



  　パンッ──空気の弾けるような音が、響いた。


  



  　スカーフェイスが、ジェシカの頬ほおを打っていた。同時に、締め上げられていた男が地面に転がる。


  『やめろ。もう勝負はついてるだろ？　殺すな』


  　キョトンとした顔で、ジェシカがスカーフェイスを見上げる。


  『でも、この人間たちは、私を殺そうとした』


  『それでも駄目だ。そいつらを殺したら、お前だってそいつらと同じだ』


  　裏切られたような顔で、ジェシカはスカーフェイスを見上げる。


  　それから【俺】に助けを求めるような顔を向けるが──


  『──寄るな』


  　口からついて出たのは、そんな言葉だった。


  『どうして……？　私は、やり返しただけ』


  『やられたからってやり返したら、いつまでも同じことの繰り返しだ。そんなのガキの理り窟くつだ』


  　ジェシカの双そう眸ぼうに、怒りの色が灯ともった。


  『嫌い！　あなたたちも、結局人間！』


  『そうだよ。俺は人間だ。だから、お前が今やろうとしたことを認めるわけにはいかない』


  　ドンと、スカーフェイスを突き飛ばすと、ジェシカは防風堤の上に飛び乗った。


  『人間は嫌い。みんな、大嫌い！』


  　そう言い捨てると、少女は空へと身を躍らせた。


  『ジェシカ！』


  　これには【俺】も慌てて、防波堤から身を乗り出した。


  



  『蝶ちよう……？』


  



  　ジェシカは、飛んでいた。


  　翼つばさ舟ぶねは、停留所に預けたままだ。にもかかわらず、ジェシカは空を舞っている。


  　三角形の上翼と、涙滴のような帯を伴う下翼──蝶ちようの翅つばさだ。少女の背中には、虹色に煌きらめく巨大な翅が生えていた。


  『あれは、霧む鍵げん式しき……なのか？』


  　霧鍵式で紡つむぐことができるのは、無機物だけだ。生き物に似せて造ることもできるが、あくまで似せることができるだけだ。


  　眼下の少女の背にあるのは、生き物としか思えぬほど躍動に満ちたものだった。


  　半ば見み惚とれるようにその光景を見送っていると、ジェシカの後ろから大きな影が迫ってきていた。


  『軍艦だと？』


  　この島に辿たどり着いたとき、〈港〉に停泊していたものだ。


  【ジェシカを追っていたのは、軍隊なのか？】


  　彼が愕がく然ぜんとしていると、軍艦から無数の翼舟が飛び立つ。


  『ぐ、く……』


  　呻うめき声に振り返ると、ジェシカに伸のされた襲撃者の一人が、意識を取り戻していた。先ほど


  首を締め上げられていた男だ。


  　その男を乱暴に起こす。


  『おい！　お前らは一体何者なんだ？　なんで襲おそってきた？　ジェシカは……あいつは、なんなんだ？』


  　男は咳せき込みながらこう言った。


  『ジェシカ……？　あの娘の個体名か？』


  『個体名って、なんだその言い方は？』


  　まるで実験動物か観察対象か、自分と同格の人間に対して使う言葉には思えなかった。不快に感じて襟えりを締め上げると、男は苦痛に顔を歪ゆがめながらも怯ひるまず言った。


  『貴様らがどう思っているのかは知らんが、あれは、人間ではない』


  『人間じゃない？　じゃあ、なんだってんだよ。霧鍵式だとでも言うつもり──』


  



  『──霧む妖ようだ』


  



  　その答えに、【俺】の思考は一瞬停止した。


  『何、言ってんだ……？　霧妖？　だって、あいつは……』


  『あれは雲うん界かいからの侵略者だ。防衛に当たった味方は一機残らず撃墜された！』


  　そして、防風堤の向こうを指差す。


  『見ろ！　あれが人間の飛び方か？　あれが、人間にできるのか？』


  　男が示した先では、無数の翼つばさ舟ぶねが飛び交っており、ジェシカが交戦していた。


  　いや、交戦というのは正しくない。


  　蹂じゆう躙りんだ。一方的に、為なす術すべもなく、追いつめられている。


  　ジェシカではなく、軍隊がだ。


  　少女目がけて銃火を放った翼舟が、次の瞬間火を噴ふいて墜落を始める。


  　狙そ撃げきされたはずのジェシカは、すでにその後方へとくぐり抜けていた。


  　その回避した先にはすでに別の翼舟があり、囲い込むように一斉射撃を放つが、ヒラリヒラリと舞う少女には掠かすりもしなかった。


  　逆に、銃撃を放った翼舟たちが同時に爆発する。


  　軍隊の練度は、決して低くない。


  　一機一機の飛行技術は熟練の〈渡り鳥〉に及ぼうかというほどだ。駆け出しの〈渡り鳥〉では、まず相手にならないだろう。


  　加えて、味方が墜おとされても、それを囮おとりに包囲を完成させる決断力と統率力がある。バディを組むとはいえ、個々で飛ぶ〈渡り鳥〉にはない戦い方だ。


  　それが、まるで相手にならない。


  　そして思い出す。


  　ジェシカが人間を自分とは別の存在のように話していたことを。


  　男は、悔やむように涙を流した。


  『駄目だ。みんな墜とされる。空じゃあ、アレには敵わない』


  　だから、彼らは島の上でこそ執しつ拗ように追いかけてきたのだ。


  　確かに、このままいくとあと十分もしないうちに、軍の翼舟は全滅することだろう。ジェシカに軍艦を墜とすほどの火力があるかは分からないが、そちらもただでは済まないだろう。


  　それでも、【俺】は絶望もしていなければ、希望を手放してもいなかった。


  『おい、顔を上げろスカーフェイス』


  『え──ぐっ？』


  　呆ほうけていたスカーフェイスの顔面を、【俺】は思いっきり殴りつけた。解ほどけかけていた包帯が外れ、少年じみた顔立ちが顕あらわになる。


  『何を腑ふ抜ぬけてやがる。お前、あいつを守りにきたんじゃなかったのか？』


  『それは、そうだけど……』


  『だったら、最後まで守ってやれ』


  『ジェシカを、守る？』


  　空を乱舞するジェシカは、軍ですらも止めることができない。守るというなら、むしろ軍を助けるべきだろう。


  　それでも、【俺】はそう言った。


  『見てやれ。あいつは、本当にただの霧む妖ようか？』


  　眼下の空を見つめ、やがてスカーフェイスもハッとしたように声を上げた。


  『墜おとして、ない……？』


  　銃撃した翼つばさ舟ぶねを撃破しつつも、ジェシカは完全に破壊してはいなかった。


  　飛行能力が削そがれただけで、救助が可能な程度の損傷しか与えていない。


  　それに、銃撃しなかった敵機には、攻撃さえ仕掛けていない。戦意を失いつつある軍も、それに気づいたのだろう。墜落を始める同胞の救助を開始している。


  　完全に格が違うからこそできる、恐ろしいまでの手加減だった。果たして、この空で相手を殺さずに墜とすような真ま似ねができるものが、人間に存在するだろうか？


  『なんで……。さっきは、殺そうとしてたのに』


  　ジェシカは襲撃者を躊ちゆう躇ちよなく殺そうとした。ほんのついさっきの出来事だ。


  　それでこの行動は不可解だろう。


  　彼は、スカーフェイスの襟えり元もとを掴つかみ上げた。


  『お前が、やめろって言ったからだろう？』


  『俺が……？』


  『さっき、お前に舟を下りろと言ったが、取り消す。……あいつ、お前の声なら、まだ届くんじゃないのか？』


  　スカーフェイスが大きく目を見開く。


  『もう一度訊きくぞ？　あいつを、守らなくていいのか？』


  　血の滲にじんだ唇を噛かみしめ、スカーフェイスは確かに頷うなずいた。


  『ジェシカを、助けたい。手を貸してくれ』


  　その答えに、【俺】はどこか暗い笑みを返した。


  『ああ、任せろ』
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  　翌朝。


  　メゾフォニア〈港〉にて、クラークとヘレナの二人が、ウィルたちを見送ってくれた。


  「よし、飛ぶぞジェシカ」


  「……ええ」


  「どうかしたか？」


  　すでに翼舟に跨またがり、ブーツの固定具と命綱は繋つないでいる。水や食料の確認も済んでいる。あとは飛び立つだけなのだが、珍しくジェシカが躊躇ためらうような返事をした。


  　──というより、戸惑ってるのか？


  　手た綱づなから手を放し、背中にしがみつくジェシカに振り返った。


  「クラークさんたちに、ナニか言われたのか？」


  　問いかけると、ジェシカは首を横に振った。金色の髪がしゃらしゃらと揺れ、ほのかに甘い香りが鼻をくすぐる。


  「私は、あの人間を打ちのめしている」


  「……八か月前のことか？」


  「そう」


  　ウィルとジェシカが出会った八か月前の事件──ジェシカが今よりさらに霧む妖よう寄りの考えを持っていたころ──ジェシカは何度も人間に襲撃された。そして、その全てを返り討ちにしたのだ。


  　その中に、クラークがいたのは、彼の口ぶりからも明らかだ。


  「気にしてるのか？」


  「……別に」


  　ウィルは、肩越しにジェシカの頭を撫なでてやった。


  「お前は変わったし、あのときも殺さなかった。それで、十分じゃないのか？」


  　ジェシカは頭に乗せられた手を振り払いはせず、それどころか背中から回した腕にキュッと力を込めた。


  



  「あの人間たちは、私を嫌わなかった」


  



  　その言葉に、ウィルは電流でも受けたような衝撃を感じた。


  　──人間は嫌い──


  　それが、半人半はん妖ようのジェシカにとっての防衛反応だということは、ウィルも理解している。


  　ジェシカは、本当は人間が怖いのだ。自分霧妖とは違う、しかし半分は自分ジエシカと同じ人間というものが。


  　だが、原因はそこだけではなかったのではないか？


  　──こいつ、もしかして自分も、人間に嫌われてるって思ってたのか？


  　ジェシカが人間の中で暮らすようになってから八か月になる。


  　その間、彼女がずっと怯おびえていたのは、今も自分が攻撃されると──嫌悪されていると思っていたからではないのか？


  　ウィルは自分の不ふ甲が斐いなさに頭を掻かきむしった。


  　──俺は、そんなことにも気づいてやれてなかったわけか……。


  　不意に、ある舟乗りの言葉が思い出される。


  　──あれは人間が嫌いなのではない。ただ臆おく病びようなだけだ──


  　その言葉がなければ、ウィルは今でもジェシカが怖がっていることにすら、気づいてやれなかったはずだ。


  　つくづく、バードという男が本質を見抜いていたのだと思い知らされる。


  　ウィルは拙つたない知恵を振り絞って、ジェシカに声をかける。


  「なあ、ジェシカ。なんでお前は嫌われてるって思ったんだ？」


  「私は攻撃した」


  「じゃあ、お前はあの人たちが嫌いか？　お前も攻撃されただろう？」


  「……分からない」


  　そう呟つぶやいて、思い直したように首を横に振った。


  「……嫌いじゃない、と思う」


  「じゃあ、向こうもそうなんだよ。返り討ちに遭ってビビッたんだろうけどな──」


  



  「怖がるのと嫌うのは、違うんだぜ？」


  



  「──っ」


  　なぜか、ジェシカが息を呑のんだ。


  　チラリと振り返ると、励ましたつもりだったのだが、なぜか価値観を壊されたような顔をしていた。


  　──うお、俺、ナニか間違ったか？


  　やはり慣れないことをすると上う手まくいかないようだ。


  　ウィルは慌てふためいてフォローを始める。


  「そ、それにだな。お前、すごく美人なんだから、普通はそんな嫌われたりしないぞ？　ほら、あのケイトの弟のジムとかどう見たってお前に気があるっていうか──」


  　言っていて、ウィルは頭を抱かかえた。


  　──俺は一体、ナニを言ってるんだ？


  　一人自爆し、気が動転していたウィルは気づかなかった。


  「美人……」


  　昨晩、クラークたちに礼を言われたときに勝まさらず劣らず、ジェシカが顔を真っ赤にして長い髪をくしゃくしゃにしていることに。


  　それから、ジェシカは話を逸そらすように問い返してくる。


  「気があるって何？」


  「え、あー……なんていうか、お前のこと、可愛かわいいって思ってるんだよ」


  「そう」


  　微み塵じんも関心のない反応だった。


  　──ごめんな、ジム。


  　心の中で友人に謝罪しつつも、その実どこか少しホッとしていた。


  「──さて」


  　気を取り直すように、ウィルは声に出す。


  「飛ぶぞジェシカ」


  「飛んでウィル」


  　そして、二人はまた青と白の空へと舞い上がった。
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  「レンは、勘違いをしてたです……！」


  　三枚目の〈封書〉を読み解いて、レンは愕がく然ぜんとした声を漏もらした。


  　──これは、本当にウィルが記したものですか──


  　そう言ったのはヒルダだ。


  　思えば、彼女は最初から違和感を覚えていたのだろう。その明確な正体までは掴つかめなかったとしても。


  　そして、その違和感は正しかった。


  　──これは、ウィルに届けなきゃいけない〈封書〉です！


  　そうして立ち上がろうとしたときだった。


  



  　ザザザザザザ──床から、砂のような音を立てて何かがせり上がった。


  



  　息を呑のんだ。


  　それは、臙えん脂じ色いろのコートに身を包んだ大男だった。


  「依頼人の、人……です？」


  〈封書〉の中で、ヘイムダルと呼ばれていた男だ。


  「まったく、困ったことをしてくれた」


  　大男は、ゆっくりとレンへ腕を伸ばした。


  　その手を掻かい潜くぐって、レンは床を転がる。そのまま前転の要領で立ち上がると、一目散に出口の扉を目指すが──


  「悪いが、逃がすわけにはいかない」


  　その行く手に、大男が回り込む。


  〈封書〉の束を抱かかえて、レンはグッと息を呑む。


  「コート男は、ヘイムダルというです？」


  「……〈封書〉を読んだのか。その通りだ」


  「コート男は、〈七つの鍵かぎ〉です？」


  　大男は、僅わずかに身を強こわ張ばらせると、ため息をつくような仕草をした。ような、というのは息遣いが感じられなかったからだ。


  「〈七つの鍵〉が一柱──《ビフレスト》のヘイムダル。お前のことは、知っている──《フェンリル》よ」


  　レンは窓を意識した。


  　彼女は確かに《フェンリル》の所持者ではあるが、ウィルやジェシカのような戦いの技術があるわけではない。かつての使い手フェイのように、巧みな操作ができるわけでもない。


  　できるのは、力任せに暴れる程度のことだ。


  　それでヘイムダルは撃退できるかもしれないが、それをするともっと恐ろしいヒルダとフォルネウスからのお叱しかりが待っている。


  　──それに、何か《フェンリル》を止める手段を持ってるかもしれないです。


  　そういう当てがあるからこそ、ひと月前の事件でザックスは《フェンリル》を暴走させたはずだ。


  　逃げ出そうと様子を窺うかがって──レンは、自分の認識が甘かったことを思い知った。


  「すまないが、こうして出会った以上、お前を逃がすわけにはいかない」


  　伸ばしたヘイムダルの手から、虹色の光が見えた気がした。ちょうど、ジェシカの虹色蝶グランツフイーのような。


  「あ、れ……？」


  　その光を見た瞬間、カクンと膝ひざから力が抜けた。


  　トサッと床に倒れ込み、レンはバラバラと〈封書〉を取りこぼしてしまった。


  　──何をされたです？


  　レンは触れられてすらいない。それがこれは一体、どういうことだ。


  「ぅ、う、《フェンリル》！」


  　そう呼びかけるが、彼女の分身である黒こく狼ろうが現れることはなかった。


  「どうして……！」


  「無駄。お前の霧む鍵げん式しきは掌握した」


  　愕がく然ぜんとした。


  　ジェシカがボロボロになってようやく止められた《フェンリル》が、出現させることすらできずに封じられた。


  「おとなしくすれば、危害は加えない」


  　そう告げるヘイムダルに、レンは確かに笑みを返した。


  「……なぜ笑う？」


  　不思議そうに首を傾かしげる大男に、レンは自信を持って答える。


  



  「どうしようもないときは、笑うもんです！」


  



  「……笑えば、何かいいことがあるのか？」


  「あるです！　こういうときに笑えない人には、幸運も閃ひらめきも、舞い込まないです！」


  　そう言って歯を食いしばるレンの体から、黒い〈霧きり〉が噴き上がる。


  　力尽くで、《フェンリル》を起動しているのだ。


  「素晴らしい信念だ。お前は、きっと強くなる。でも──」


  　ヘイムダルが警戒を強めるように手をかざす。


  「今は、ヘイムダルの方が強い」


  「──ぐうっ？」


  〈霧〉が四散した。


  「無駄。霧む鍵げん式しきのお前は、ヘイムダルとは相性が悪い」


  　霧鍵式──レンは人間ではない。ジェシカのような霧む妖ようというわけでもない。作りもので空っぽの、霧鍵式だ。


  　目を背そむけていたわけではないが、こういう形で突きつけられると、悔しくで涙が込み上げてきた。


  　──レンは、ウィルとジェシカがいないと、何もできないですか？


  　それでも、レンは自分の信念に従い、笑みを消すことはなかった。


  　そして、それは確かに幸運を呼び寄せたらしい。


  



  　カチャリ──静かな物音と共に、涼やかな風が吹き込んだ。


  



  「え……？」


  　レンとヘイムダルは、同時に窓へ目を向けた。


  　そこには、果たして初老の紳士が佇たたずんでいた。


  　頼もしい上司の姿に、しかしレンは困惑しきった声を漏もらした。


  「あの、フォルネウス？」


  「なんでございましょうか？」


  「何をしてるですか？」


  「ご覧の通り、窓まわりの掃除でございますが？」


  　フォルネウスはカーテンをまとめ、その前のキャビネットから装飾品をどかしていた。当然のように、移動した装飾品を綺き麗れいに磨きながら。風が吹き込んできたのは、掃除のために彼が窓を開けたからだった。


  　注目されていることに気づくと、フォルネウスは丁てい寧ねいに頭を下げた。


  「どうぞ、わたくしめはお気になさらず、お続けください」


  「んなっ、助けるですフォルネウス！」


  　さすがに悲鳴を上げるレンに、フォルネウスはなってないというように人差し指を左右に振る。


  「ヴィンゲン家の使用人たるもの、いかなるときにも慌ててはなりません。静せい粛しゆくに、厳格に、全て想定されたことであるように振るまうのです」


  　語りながら、窓まわりの掃除を終えた執事は、滑るように部屋の反対側へと進む。その足取りに気配はなく、レンとヘイムダルは目の前を横切られたにもかかわらず、それを止めることもできなかった。


  　扉の前に立ったフォルネウスは、両手の親指と人差し指で長方形を作り、何かを測定するように窓へと向ける。


  「ですが、あなたの〝いかなるときにも笑いを絶やさぬ〟という姿勢は、わたくしは気高いと思うのですよ。強いて言うなれば、気品のある笑みを浮かべられればなおよいですが」


  　窓の測定に満足すると、フォルネウスはようやくヘイムダルに目を向けた。


  「さて、申し遅れました。わたくし、ヒルダお嬢様のお世話をさせていただいております、ヴィンゲン家執事バトラーフォルネウス・ファン・マルドゥークと申します」


  　折り目正しく四五度に腰を折ると、執事は鼻眼鏡めがねの位置をそっと中指で正す。


  　そして、彼が言う静粛で厳格な声で、こう告げた。


  



  「招かれざるお客様にはお帰り願うのが、当家の方針でございます」


  



  　背筋に寒気が走った。


  　直接、その言葉を向けられたわけではないレンでさえそうなのだ。正面に立っていたヘイムダルはまともに命の危険を感じたことだろう。


  「む！」


  　ヘイムダルが拳を打ち下ろす。フォルネウスの長身でも見上げるほどの巨体で、そこに金属の甲かつ冑ちゆうを装備しているのだ。レンガの壁程度は造作もなく粉砕する破壊力だろう。


  　その拳を──


  「──マナーがなっておりませんな」


  　いなした。


  　レンは目を見はった。フォルネウスが円を描くようにそっと片手で払うと、ヘイムダルの巨体がクルリと宙で一回転したのだ。


  　それにより、一秒にも満たない間ではあるが、宙に浮遊した瞬間というものが発生する。


  　そのときには、執事は姿勢を深く沈め、背中から相手に叩たたきつけるように踏み込んでいた。


  　ゴッ──ヘイムダルの巨体が、吹き飛んだ。


  　にわかに信じがたい光景だった。避よける術すべもないヘイムダルは、そのまま吸い込まれるように窓の向こうへと追い出されていた。


  　同時に、レンの体の拘こう束そくも解とけた。


  　体に自由が戻ったことで、レンも慌てて立ち上がる。


  「ふむ。完かん璧ぺきです。ヒルダお嬢様の大切な家具には傷一つございません」


  　言葉通り、ヘイムダルほどの大男が潜くぐり抜けたというにもかかわらず、窓まわりの家具はもちろんのこと、木製の窓枠や窓ガラスに至るまで傷の一つもなかった。


  　パンパンと手を払いながら呟つぶやいて、フォルネウスはピタリと身を硬直させた。


  「……なるほど、これは失敗しましたな」


  　暗い顔で呻うめくフォルネウスに、レンも身構える。


  　──まだやっつけたわけじゃないですか！


  　窓の外を警戒するレンに、フォルネウスは申し訳なさそうに頭を下げた。


  「レン、申し訳ございません」


  「うぅ、フォルネウスはがんばったです。コート男は〈七つの鍵かぎ〉の手先ですよ！」


  「いえ、そちらのことではなく」


  「……はい？」


  　振り返って、執事の視線の先を目で追うと、そこでは床板が真っ二つにへし折れていた。彼の踏み込みによるものだろう。


  「……床の強度を、失念しておりました」


  　──レンの部屋の床が……！


  　青ざめるレンに同情の表情を投げながら、フォルネウスは姿勢を正して窓枠へと歩み寄る。


  「そちらの修理はあとで、でございますね」


  　窓の向こう──庭園では、ヘイムダルが再び身を起こして立ちはだかっていた。


  　それを迎え撃つように、フォルネウスが気配もなく庭園に滑り降りる。レンには彼が窓枠を飛び越えた瞬間が認識できなかった。


  　それに続いてレンも窓枠から身を乗り出すと、頭の上から声が降ってきた。


  



  「──騒々しいのです。なんの騒ぎですか？」


  



  　窓から身を乗り出して見上げると、階上のテラスでヒルダが紅茶を啜すすっていた。


  「〈夜よる姫ひめ〉……」


  　それには、ヘイムダルも警戒に満ちた声をこぼす。


  　何かを握るように片手を突き出し、その手から、また虹色の燐りん光こうが飛び散るのを、レンは見ることができた。


  　カシャカシャカカカシャシャンカシャン──そして、宙に無数の霧む鍵げん式しきが紡つむぎ上げられる。


  　──ヒルダと同じ、遠隔起動です……！


  　剣や銃じゆう機き槍そうもあれば、重機関銃や機関砲もある。なかにはひと月前に〈傀く儡ぐつ師し〉を廃人にした剣のような砲身──禁一級のものまであった。


  　恐らく、全てこの屋敷に保管されていた霧鍵式だ──つまり、桁けた違ちがいの威力を誇るヒルダの霧鍵式が乗っ取られたということだった。


  「逃げるですヒルダ！　あの光に触ったら、霧鍵式は止められちゃうです！」


  　あの燐光に触れてから、レンは《フェンリル》まで使えなくなってしまった。


  　そんなレンを、フォルネウスが静かな声で窘たしなめる。


  「レン、ヒルダお嬢様の御おん前まえです。みだりに騒ぎ立てるものではありません」


  「で、でも……」


  「ヒルダお嬢様はわたくしどもが気づく程度のことは、初めからお見通しでございます」


  　その言葉通り、ヒルダは焦あせりの仕草一つ見せず、優雅にティーカップを傾けていた。


  　それから、クスリと微ほほ笑えんで眼下のヘイムダルを見下ろす。


  「《ビフレスト》といいましたか。どうやら、他の霧鍵式を乗っ取るのが能力のようですね」


  　百に迫る銃じゆう口こうに囲まれながら、しかしヒルダの余裕は微み塵じんも乱されることはなかった。


  「ところで、そなたにひとつ、言っておくことがあるのです」


  　ヒルダは、まるで死者の冥めい福ふくでも祈るかのように微笑んだ。


  



  「そなたは、小しよう妹まいの可愛かわいい僕しもべを傷つけました──万ばん死しに値あたいするのです」


  



  　それは、先日〝禁句〟を口にされたとき以上に苛か烈れつな意志が籠こもった声だった。


  　ミシッと空気が軋きしみ、銃口の半数がヘイムダルへと向きを変える。


  　他の霧鍵式も、もぎ取るには至らないが引き金は封じ込めているようだった。


  　寝返りを打つような無意識の仕草で、〈鍵かぎ〉に干渉してしまうのがヒルダだ。その力を強化したのが《ビフレスト》なのだろうが、それすらも抑えてしまっていた。


  　それから、ヒルダはようやくカップをソーサーにのせた。


  「ですが、これでは小妹も霧鍵式を使えないのです。これは、困ったのです」


  　ちっとも困った様子もなく、ヒルダは白々しくのたまう。


  　そして、冷たい眼まな差ざしでヘイムダルを睥へい睨げいした。


  「格下相手に千せん日にち手てというのも、あまり楽しい話ではありませんしね？」


  　ヘイムダルはその場から離れようと身を退ひくが、その足は地面に吸い付いたように動いていなかった。


  　──レンと同じことされてるです？


  　いつの間にか、ヒルダの手には革表紙の古書が抱かれていた。


  　表紙のすり切れ方、ページの色褪あせ具合、作られて五十年近く経たっているように見える書物だが、大切に使われてきたのだろう。深刻な傷みは見当たらなかった。


  　ヒルダは壊れやすい宝物でも扱うように、丁てい寧ねいな手つきでページをめくると、その中の一枚を示した。


  



  『──ひれ伏すのですheuli[image: ]──』


  



  「──がぼっ？」


  　ヘイムダルの巨体が、地面にねじ伏せられた。


  　──今の、ジェシカと同じ言葉です！


  　レンはその言語で詠うたを歌うジェシカと交戦している。


  　その力は身をもって知っているつもりだが、詠として言葉を連ね、ようやく力を完成させたジェシカに対し、ヒルダはたったひと言で〈七つの鍵かぎ〉──つまりレンと同等の力の持ち主を屈くつ服ぷくさせていた。


  　にわかには信じられない光景だ。


  　ヘイムダルは抗あらがおうと身を捩よじるが、僅わずかに体が震ふるえるだけで指一本すら動かすことはできなかった。


  　言葉通りひれ伏したヘイムダルは、やがて抵抗を諦あきらめたように動きを止めた。そして、くぐもった声で確かにこう呟つぶやいた。


  「見つけた──《ギャラルホルン》」


  　その言葉を最後に、ヘイムダルの巨体がザザザザと虹色の砂になって崩れる。


  「逃げられるです！」


  　レンの言葉に、ヒルダは首を横に振った。


  「逃げられるも何も、これはただの端末のようですね」


  「端末……？」


  「恐らく、その砂一つひとつが〈鍵〉なのでしょう。調べれば小しよう妹まいの〈鍵〉やそなたの体にも付着しているはずなのです。砂を端末に霧む鍵げん式しきに干渉していたのですよ」


  　説明すると、ヒルダはティーカップに口をつけて執事に声をかける。


  「フォルネウス。その砂、壺つぼの中にでも封印しておくのです」


  「かしこまりました」


  　厳おごそかに腰を折ると、執事はどこからともなく箒ほうきと大きな壺つぼを運んできて、片付けを始める。


  　レンは、どこか納得いかない顔でヒルダを見上げた。


  「逃がしちゃってよかったですか？」


  「報むくいは与えたのです。それに……」


  「それに？」


  「……あの者は、もう長くないのです」


  「長くない……って、死んじゃうってことですか？」


  　ヒルダは静かに目を伏せて頷うなずく。


  「《ビフレスト》とやらの力があったとしても、小しよう妹まいと拮きつ抗こうできるほどの力なのです。絶対言語レーゲル・ヴオルトの歌い手ならばともかく、生身の人間が、そんな力を──そんな密度の〈霧きり〉を操ることはできないのです」


  「それって、もしかして……」


  　ヒルダはどこか同情の籠こもった声で答えた。


  



  「あの者は、濃のう霧む汚染症──重度の〈霧〉に冒おかされているのです」


  



  　雲うん界かいの〈霧〉は、人間にとっては猛毒だ。そういった〈霧〉に冒されることを、濃霧汚染症という。


  　防霧マスクを身につけていても、〈霧〉に冒されて現役を退しりぞく〈渡り鳥〉も少なくはないという。霧む鍵げん士しとて、表層より深く潜もぐれば浸食は免まぬかれない。


  　例外がいるとすれば、半人半はん妖ようのジェシカと、絶対言語レーゲル・ヴオルトの歌い手ヒルダくらいのものだろうか。レンは根本的に人間ではないので、その例外にすら当てはまらないだろうが。


  　──つまり、死期が近い相手だから、敵でも見逃したですか……。


  「えへへ」


  「な、何なのです？」


  「ヒルダ、実はよい人です。レンのことでも怒ってくれたですし」


  　──そなたは、小妹の可愛かわいい僕しもべを傷つけました──万ばん死しに値あたいするのです──


  　それはフォルネウスに対しての言葉ではなかったはずだ。禁句を言われれば〈七つの鍵かぎ〉すらねじ伏せる少女だが、その本性は存外に優しいのかもしれない。


  　にやけるレンに、ヒルダは少し慌てたように顔を背そむけた。


  「そら、何をしているのです。そなたも後片付けくらいするのです」


  「はいです」


  　部屋を振り返って──フォルネウスが踏み破った床が目に留とまって蹲うずくまりたくなった。


  　それでもヘイムダルがばらまいた虹色の砂から片付けようとして、レンはふと気づいた。


  



  「あれ？　〈封書〉が、ない……？」


  



  　レンが読んでいた四枚の〈封書〉が、どこにも見当たらなかった。


  　残りの一枚に、何が記されていたのかを確かめていなかったというのに。


  第五便　北の彼方へ


  



  　そこは〈港〉の停留所だった。


  　スカーフェイスと【俺】は、すでに翼つばさ舟ぶねに跨またがり、命綱やブーツの固定具を繋つないでいた。


  『なあ』


  　飛び立つ準備が整うと、後ろからスカーフェイスの申し訳なさそうな声が聞こえた。


  『なんだよ？』


  『……ありがとう。あんたがいなかったら、俺はジェシカを追いかけることもできなかった』


  　フンと【俺】は鼻を鳴らした。


  『別にお前のためってわけじゃない』


  　そう言って、航空服のポケットから煙草たばこを取り出す。


  『俺は兵隊じゃない。軍隊ならあいつを墜おとさなきゃいけないんだろうが、俺は〈渡り鳥〉だ』


  　それから、肩越しにスカーフェイスへ目を向ける。


  『なあ、スカーフェイス。空のあいつを見て、お前はどう思った？』


  『……そうだな。綺き麗れいだった、かな？　怖いくらいに』


  　その返答に【俺】は『ははっ』と愉快そうな声を上げた。


  『そうだな。綺き麗れいだった。空っていうのは、あんなふうに飛べるんだな。……なあ、おい。あんな空を見せつけられて、滾たぎらねえ〈渡り鳥〉はいねえぞ？』


  　それが、絶望的なまでの技量の差を持つジェシカに、【俺】が挑む理由だった。


  　ようやく煙草たばこに火をつけ、もう一度スカーフェイスに目を向ける。


  『お前もいるか？』


  　スカーフェイスは驚いた顔をしたが、小さく頷うなずいた。


  『……ああ、もらうよ』


  　オイルライターで火をつけてやると──


  『──うえっ？　げほげほげほっ』


  『ははっ、お前にはまだ早かったか』


  　むせかえるスカーフェイスに、【俺】はライターをポンと放った。


  『そいつを貸してやる。次までに、少しは慣れとけよ』


  『これ、慣れるもんなのか？』


  　涙ぐむスカーフェイスに、存外に真面目な口調で言う。


  『スカーフェイス。お前が本当に雲うん界かいの底を目指すんなら、時期が来たら北を目指せ』


  『北……？　ここよりもっとか？』


  『ああ。北の果てに、神話にある世界樹の枯れ木がある。航こう界かい図ずの基点だ。それが雲界の底へ続く航路だ』


  　スカーフェイスが、戸惑った顔で笑う。


  『俺たち、三人で空の最果てに行くんだろ？　ジェシカを連れ戻してよ』


  『……ああ。そうだったな。まあ、あのじゃじゃ馬が素直に従ってくれれば必要ないことだ』


  　頷いて、吸いかけの煙草を床に落とし、ブーツでもみ消した。


  『じゃあ、飛ぶか』


  『ああ』


  　そして、二人は発着場を飛び立った。


  



  　空に飛び出して、【俺】はジェシカの姿を捜した。後ろからは、黒い髪を揺らしたスカーフェイスがしがみついている。


  『いいか。俺はとにかくあいつを追う。お前は、呼びかけるなり飛びつくなりして、あいつを止めろ』


  『分かってる！』


  　すでに軍の翼つばさ舟ぶねは大半が飛行不能に陥おちいっており、敗退を始めていた。


  　そんな中、界平線を目指すように飛行する虹色の光を見つけることができた。【俺】が飛ぶつもりだった航路だ。


  【あいつでも、そのまま雲うん界かいにダイブするのは難しいってことか】


  　だから、【俺】も追うことができた。あるいは、少女も待っていたのかもしれない。


  　そうして舟を近づけると、ジェシカは【俺】も敵と見なしたのか、突然動きを変えた。


  『消えた？』


  　前方にいたはずのジェシカが突然消えた。目標を見失ったことで動揺したのは、一瞬のことだった。


  　次の瞬間には、蝶ちようの燐りん光こうは目の前に出現していた。


  【墜おとされる──っ！】


  　回避できない。恐怖で身が硬直した。呻うめき声を漏もらし、死を覚悟したときだった。


  



  『臆おく病びよう者もの』


  



  　蔑さげすむような、そんな声が聞こえた。


  　ジェシカはフワリと【俺】の頭上を飛び越えると、攻撃の一つも仕掛けずにすり抜けていった。


  　じっとりと、手に汗が滲にじんだ。


  【こうも格が違うもんか……】


  　今の一瞬、ジェシカは彼らを墜とそうと思えば造作もなかった。それが今飛んでいられるのは、彼女の気まぐれに救われたからに過ぎない。


  『スカーフェイス』


  　声をかけて、【俺】は獰どう猛もうな笑みを浮かべた。


  『じゃじゃ馬の躾しつけは、ちょいと手荒くなりそうだ。振り落とされるなよ？』


  　そう言って、【俺】は手た綱づなを引いた。


  　体を後ろに引きつつ重心を横に倒す。翼つばさ舟ぶねはミシミシと翼を軋きしませながらも急旋回。回頭した先に、再び虹色の蝶を見つけることができた。


  　再び手綱を振るい、今度は船首に体重を預けるように身を寄せる。翼舟は揚力を受けながらどんどん加速する。


  　歯を食いしばって負荷に耐え、急降下で迫るとジェシカは慌てて身を翻ひるがえらせる。もう一度向かってくるとは思わなかったようだ。


  　驚いた顔をした少女に、【俺】は歯を剥むいて挑戦的な笑みを返してやった。


  『ビビんなよ？』


  　意い趣しゆ返がえしを受けたことに、ホバリングをしたジェシカの顔が朱色に染まった。


  『お、おい！　挑発してどうするんだよ！』


  『知るか。売られたケンカを買ったまでだ！』


  　挑発に、ジェシカは乗ってきた。速度を上げる蝶ちようの少女に、【俺】は額ひたいに汗を滲にじませる。


  【さすがに、向こうの方が速いな】


  　すでに翼つばさ舟ぶねはギシギシと軋きしみ声を上げている。この機体でこれ以上の速度は出せない。出せたところで速度に耐えきれず分解してしまう。


  　だというのに、ジェシカは悠々と距離を詰めてくる。


  『簡単に刺せると思うなよ！』


  　機体を左右に振り、蝶の進路を阻はばむ。速度で勝まさっていようとも、強引に抜きにかかれば機体と接触し、墜おちることになる。


  　しかし、その乱暴な操縦に翼舟も悲鳴を上げ始めていた。軋み声どころか、機体全体が激しく揺れている。


  『お、おいぃぃぃいぃぃっ？』


  　後ろからスカーフェイスの悲鳴が聞こえる。


  【そういえば、荷物を一個積んでるんだっけか？】


  　空戦に夢中になり始めていた【俺】は、半ばスカーフェイスの存在を忘れつつあった。


  　悲鳴を上げて、スカーフェイスがしがみついてくる。男にしがみつかれても嬉うれしくともなんともない。というか邪魔だし、機体から放り出そうかという考えが込み上げてくる。


  　と、不意に後ろに迫っていた蝶の姿が消えた。


  『なんだ？』


  　動揺する暇は与えられなかった。僅わずかに後方に意識を逸そらした瞬間、目の前に蝶の少女が出現していた。


  【ぶつかる！】


  　そう思ったときには、蝶の少女はヒラリと頭上を飛び越え、楽々と回避していた。


  　突然目の前に現れ、頭上を飛び越えて躱かわす。それは飛ひ翔しようする機体が起こす気流の変化に乗るという、後に風乗りフエアリーターンと名付けられる空戦技だった。精度、速度、共にそれとは段違いではあるが。


  『……やってくれる』


  　飛び越される瞬間、自分の勝ちだというようにジェシカが笑ったのを確かに見た。


  　速度が増せば必然と視界は狭くなる。そして人間の意識は左右に向きやすく、上下は認識し難い。


  　ジェシカは急降下と急上昇を繰り返して、相手を翻ほん弄ろうしているのだ。


  　そして衝突寸前であっても易やす々やすと躱しきる回避能力。翼舟では届かぬ高度な飛行能力は、あの翅つばさの形によるものだろうか？


  　何にせよ、あれでは攻撃が当たらないわけだ。軍の翼舟は攻撃した瞬間に、標的を見失っていたのだろう。そして動揺した瞬間に反撃を受けて撃墜される。


  『その余裕、いつまで保つかな？』


  　いつの間にか、楽しくなっていた。


  　空は広い。


  　人の翼は儚はかなく、霧む妖ようには到底届き得ないものだ。


  　だが、その霧妖が今、こうして自分と競ってくれている。


  　そう、ジェシカも楽しんでいるのだ。同じ空を飛んでいるから分かる。


  【俺】がどんな手で彼女を追うのか、どんな技で追い抜かれまいと凌しのぐのか。


  



  　──自分以外の誰かと飛ぶというのは、初めての経験。とても楽しい──


  



  　いつだったか、ジェシカはそう言った。


  　きっと、これが彼女の見たかった空なのだ。


  　そして、【俺】も楽しんでいた。


  　蝶ちようの翅つばさを除けば、ジェシカの姿は人のそれだ。


  　翅の形状も、翼つばさ舟ぶねに共通するところがある。


  【学ばせてくれる】


  　今まで考えもしなかった空戦技を、ジェシカはいくらでも見せてくれる。それによって【俺】も学習し、技術と知識を吸収させてもらっているのだ。


  　すでに、【俺】の思考にも、きっとジェシカの頭の中にも、今まで戦っていた軍隊のことなど欠片かけらも残っていない。


  　相手を追い抜き、追い抜かれ、そのやりとりにどこまでも夢中になっていた。


  　夢の時間だった。


  　ただ、【俺】は忘れていた。


  　自分の後ろに、スカーフェイスという、自分と相反する目的を持った男を乗せていることを。


  　と、そのとき前方で雲の切れ端が大きく揺れた。


  【風が来る！】


  　それを感じ取れたのは偶然だった。しかしその偶然に、体は反応してくれた。


  　体を横に倒して翼舟を傾け、翼を風に被かぶせる。そして──


  　グンッ──機体が大きく上空へ押し上げられた。


  　高度を上げた機体は蝶の少女の真上に躍り出ていた。


  【勝負だ！】


  　手た綱づなを振るう。傷んだ機体に、強力な浮力が押し寄せる。生み出された揚力を推力に変えるため、翼舟を大きく前傾させる。


  　二段急降下バウンドドツグ──強風に乗る急上昇から、急降下へ繋つなげる空戦技だ。難易度自体はそう高くはないが、吹くかどうかも分からない強風を頼らねばならないことから、実践で使うものはまずいないとされている技だった。


  　前方をヒラヒラと舞う蝶ちようの少女を、【俺】は再び追い抜く。追い抜く瞬間、ジェシカは〝もっと楽しませろ〟とでも言うように挑戦的な笑みを返してきた。


  



  　ピシンッ──そのとき、翼つばさ舟ぶねに亀き裂れつが走った。


  



  【翼舟が、ついてこれなかった……！】


  【俺】の技量は、ジェシカに追いつきつつあった。


  　だが、翼舟の性能はそれについていくことができなかった。


  　機体が激しく揺れ、翼がひび割れていく。速度こそまだ保っているが、翼の可動は失われ、墜落も時間の問題に思えた。


  　それは、ジェシカにも伝わったのだろう。


  　嘆なげくように手を伸ばした。


  『ジェシカ！』


  　叫んだ。


  　全てが止まる瞬間を、スカーフェイスはひたすら待ち続けていたのだ。


  　スカーフェイスは自ら命綱を切り離すと、ジェシカに向かって跳躍した。


  



  『ウィル！』


  



  　ジェシカはスカーフェイスに向かって、そう叫んだ。


  　踏み台にされて、【俺】の翼舟にゴキンッと致命的な音が響いた。


  【翼が、折れた……！】


  【俺】は呻うめくが、スカーフェイスの手はジェシカに届いていた。いや、ジェシカがスカーフェイスの腕を掴つかんだのだ。


  『ウィルは愚ぐ鈍どん。自殺でもするつもり？』


  『は、はは……。でもお前、受け止めてくれたじゃないか』


  　ジェシカが怯ひるんだような顔をして、スカーフェイスの体がズルリと滑る。


  『わ、バカ、手を離すな！』


  『……どうして、こんなところまで追いかけてきたの？』


  　不思議そうに言うジェシカに、スカーフェイスはニカッと笑う。


  『お前、軍隊のやつらを殺さないでくれたろ？』


  『私は霧む妖ようよ？』


  『そうかもしれないけど、お前はジェシカだ。親おや父じがつけたその名前は、お前のものだ』


  　徐々に、ジェシカの顔から敵てき愾がい心しんが抜けていく。


  『人間は嫌い』


  『そうだろうな。だけど、見限るのは、もう少し待ってくれよ。俺がもっと面白いものを見せてやる。お前は霧む妖ようかもしれないけど、人間の世界だって見られるんだ。それを自分から捨てないでくれよ』


  　まだ躊躇ためらいの晴れないジェシカに、スカーフェイスはこう言った。


  『綺き麗れいだった。空を飛ぶお前は、誰よりも美しかった。俺も、お前といっしょに飛びたい。ビルギッドの背中に乗るんじゃなくて、自分の翼でお前の隣に並びたい』


  　ジェシカの顔が、見る見る赤く染まった。


  　それから肩越しに振り返り、【俺】の顔を申し訳なさそうに見上げてくる。


  　その顔から、スカーフェイスの言葉を受け入れたのだと、分かった。


  　スカーフェイスは、正しい。


  　ジェシカを追うためだけに【俺】の後ろに跨またがり、翼つばさ舟ぶねの性能を超えるほどの空戦に堪たえた。スカーフェイスをジェシカの元に届けるために、彼はここまで飛んだはずなのだ。


  　それでも、【俺】は腹の底から込み上げる感情を抑えることができなかった。


  【お前は、自分のバディを取り戻したんだな……】


  【俺】は覚えている。


  　十年前の飛行船で、翠みどり色いろの髪をした女の子の隣に、黒髪の男の子がいたことを。


  　きっと彼らの間で誓いのような約束があって、それを守るためにスカーフェイスは記憶が混濁してもジェシカを守ろうとしたのだと分かった。


  　夢から、覚めた瞬間だった。


  　そう、夢だ。


  　ジェシカと飛んだ空は、楽しかった。結果が敗北であっても、心からそう思える空だった。


  【だが、俺が飛びたい空は、お前らの空じゃない。セラがいる空だ】


  　喜びを思い出してしまったがゆえに、【俺】は渇かつ望ぼうした。


  　自身が、真に追い求め、恋い焦こがれ、そして待ち続けた空を。


  　十年前、〈渡り鳥〉だった【俺】にはバディがいた。セラという名の、同年代の少女だった。


  　だが、そのバディはもういない。


  　雲うん界かいに、墜おちたのだ。


  



  『俺はお前のために飛んだ。今度はお前が、俺のために墜ちてくれ』


  



  　だから【俺】──ビルギッドは、腰に下げた《ロキ》を抜いた。


  　──彼女は生きている──


  　悪魔の囁ささやいたその言葉を、【俺】は受け入れた。


  



  　カシャンッ──無防備な背中を晒さらした少女は、蝶ちようの翅つばさを儚はかなく散らした。
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  　最北端の島──アルファフォノン。


  　その島で、臙えん脂じ色いろのコート姿の大男──ヘイムダルはため息をつく仕草をした。


  　──届けられなかった、か……。


  　霧む鍵げん式しきでできた仮かり初そめの体で、呼吸をするという概念は必要ないのだが、やはり生身の体のくせはふとした拍子に現れてしまう。


  　ヘイムダルの任務は、第八の〈鍵かぎ〉である《ギャラルホルン》の探索だった。


  　スカーフェイスも同様の任務を与えられているはずだが、アプローチの方向も対象も異なる。存在自体が仮定ゆえに、候補も複数あるのだ。それゆえ同じものを探す者同士、ときおり協力もしていた。


  　今回は、スカーフェイスが追う第八候補──ジェシカ・シルバーベルを呼び出すため、彼らに〈封書〉の配達を依頼してやった。


  　というのも、彼らが住まうハイフォニアという島には、もう一人の第八候補がいるのだ。強力すぎる彼らを、分断させる必要があった。


  　ただ、ヘイムダルはその中に組織とは無関係な、自分の思惑を混ぜていた。


  　それが、現在その手の中にある四枚の〈封書〉だ。


  　これは、〈蝶と鯱しやち〉の二人に読ませる必要があったのだ。


  　だが、ビルギッド宛あての〈封書〉を依頼した直後にそれを読ませることは難しく、彼らが読むことを期待して事務所に残してきたのだが、いくらなんでも甘かったらしい。


  　恐らく、どこか別の〈渡り鳥〉に配達を依頼するのが確実だったのだろうが、ヘイムダルは組織の中でも少々立場が特殊だった。足跡の残る手段を取るわけにはいかなかった。


  「ガ、ガガ……」


  　不意に、ヘイムダルの姿がノイズでも走ったようにブレる。


  　あのザックスに「もう戦いたくない」とまで言わせた〈夜よる姫ひめ〉だ。挑んで無傷というわけには、さすがにいかなかった。


  《ビフレスト》の半分近くがもぎ取られ、本体の術者もそれ相応に打撃を被こうむっていた。〈霧きり〉の侵食が進んでしまったのだ。いくばくもない寿命がさらに縮んだことだろう。


  　それでも、ヘイムダルはいくつもの危険を冒おかしてアルファフォノンに立っていた。


  　──あとは〈蝶と鯱〉が頼り、か……。


  　見つめる先には、一本の〈塔〉が聳そびえている。


  　その頂上に、二機の翼つばさ舟ぶねが降りており、三人の男女が向き合っていた。


  　ビルギッドと、〈蝶ちようと鯱しやち〉の二人だ。


  〈蝶と鯱〉に託した〈封書〉──それが、ヘイムダルの本命だった。


  　ただ、それをビルギッドが読む可能性は、限りなく低い。届けられたとしても誘いの口実に過ぎない〈封書〉を、彼が受け取るとは思えない。


  　ビルギッド・ギリアンは〈七つの鍵かぎ〉に身を置いても、やはり〈渡り鳥〉なのだ。


  〈封書〉に関しては、どこまでも誠実でいてしまう。誘いのためだけに届けさせた──つまりは信念に反して穢けがしてしまった〈封書〉など、彼の自尊心からして開くことはできないのだ。


  　──それでも届けてくれることを期待するのは、虫がいいんだろうな……。


  　そもそも、彼ら三人が仲なか違たがいしてしまった原因は、全てヘイムダルにあるとも言える。特にジェシカ・シルバーベルは絶対に自分を許さないだろう。


  「すまない」


  　誰にともなく、そんな言葉が口から溢こぼれた。


  「だけど、頼む」


  　そして、コートと甲かつ冑ちゆうに包まれた巨体には恐ろしく不似合いな、祈るような口調で囁ささやいた。


  



  「ビルギッドを、助けてくれ」


  



  　帽子に隠された双そう眸ぼうから、涙のように虹色の砂が溢れた。
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  　群島最北端の島──アルファフォノン。


  　島としての規模はずいぶん小さく、メゾフォニアに比べても面積は半分ほどだろう。小島より大きい、程度のものだ。


  　街の中心には、天を貫くように一本の〈塔〉が聳え立っている。居住を目的とした建物ではなく、炎を点して他の島からの道標となる〈灯台〉と呼ばれるものだ。


  　むろん、どこの島にも〈灯台〉は存在する。だが、これほど大きなものは類を見ない。せいぜい、島の縁にいくらか高い〈塔〉が立っているだけだ。


  　この島は違う。島の中央でなければ重心が狂うほどの規模だ。明かりを点ともせば恐らく、空を隔へだてた別の島からでも見えることだろう。


  　これほどの〈灯台〉が存在するのは、この島には北の大国ティエラへの定期便が存在するからだ。


  　しかし、唯一とも呼べる北への移動手段を持つにしては、街はあまり明るいようには見えなかった。


  　廃すたれているほどではないが、活気があるとは呼べない。片田舎の普通の街、といった様子だ。北へ行き来する唯一の手段があるならば、もっと栄えていてもいいように思えた。


  　翼つばさ舟ぶねからそんな街並みを見下ろし、ウィルは北の空を示した。


  「ここからさらに北に向かうと、ティエラって国がある。あのとき、俺たちが辿たどるはずだった航路だ」


  「そう……」


  　その短い返事の中に、不安と期待が入り混じっているのを、ウィルは聞き逃さなかった。


  　ジェシカも理解しているのだ。


  　空の最果てを目指すならば、ここから先に進む必要がある。この島は、最果てへの入り口なのだ。


  　──だが、今の目的地はそこじゃあない。


  　ウィルは、〈灯台〉へ目を向けた。


  　そこに、一機の翼舟と、一人の男が佇たたずんでいる。


  　人形のように小さく見えようとも、見み紛まがおうはずもない。


  　ビルギッド・ギリアン──あの日、ウィルとジェシカと共に飛び、ここで道を違たがえた敵、そして戦友だった。


  「ジェシカ」


  「……行って」


  　一度ジェシカに声をかけてから、ウィルは翼舟を降下させた。


  



  〈灯台〉の頂上に着陸すると、ウィルは翼舟を降りた。


  　ジェシカは、降りなかった。これから始まることが分かっているように。その準備をするように。


  　目の前に、若い男がいた。


  　頬ほおから眉み間けんにかけて鋭く走った傷。短く刈られた髪は金色で、猛もう禽きんのような眼がん孔こうは青だ。


  　男は、口に煙草たばこを咥くわえると、ポケットの中を探る。それから、しまったという顔をして、煙草を口から離す。


  　それを見て、ウィルは航空服の中から金色のオイルライターを取りだした。


  「探し物は、これか？」


  　放ったライターを片手で受け取ると、両手で包み込むようにして火を点ともす。強風の中で器用に着火すると、独り言のように呟つぶやく。


  「久しぶりだな、スカーフェイス」


  　ウィルは、額ひたいの傷を意識した。


  「あんたは、まだ俺をその名で呼ぶんだな、ビルギッド」


  「……いや、最近は俺の方がその名で呼ばれることが多い、な。お前のことは、ウィルと呼ぶべきか」


  　確かめるように名を呼ぶと、ビルギッドは大儀そうに顔を上げた。顎あごを覆おおうように被かぶせられた指には、煙草たばこが挟まれている。


  　反対側の手が、ポケットから小さな箱を取り出す。煙草だ。


  「一本、やるか？」


  「……遠慮しとくよ。俺には、煙草は合わないらしい」


  　煙草の箱を元のポケットに戻すと、ビルギッドは残念そうに肩を竦すくめた。


  「そいつはつまらんな。人生を損している」


  「健康を損なってまで、吸いたいとは思わなかったぜ？」


  　半分は、言い訳だった。


  　──煙草は、ジェシカが嫌いやがるんだよ。


  　それを押しのけてまで必要なものではない。


  　ビルギッドはフンと鼻を慣らすと、航空服から一枚の便びん箋せんを取り出す。


  「俺もこいつは返すぞ。……お前のものだろう？」


  　強風の中、器用に回転させてウィルの手にすっぽりと収まったのは、〈封書〉だった。
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  「これ、親おや父じからの……！」


  　ジェシカに届けられ、その直後に軍隊から襲おそわれて紛失したものだった。気づいたときは心底落ち込んだ。


  「悪いな。隠すつもりはなかったんだが、返すタイミングがなかった。初めは、お前のものだと気づかなかったしな」


  「あんたが、スカーフェイスって名前をつけたからな」


  　吸いかけの煙草たばこから灰が散る。


  　風に吹き消されそうなそれを手の平で庇かばい、ビルギッドは口を開いた。


  「半年……いや、八か月ぶりになるか」


  　唐突と言えば、唐突な言葉だった。


  



  「ああ。八か月だ。あんたと、ここで斬きり合ってから」


  



  　目を閉じれば、今でも思い出せる。


  　翅つばさを破られ、頭を打ち、動けなくなったジェシカを守って、ウィルは銃じゆう機き槍そう一本でビルギッドに挑んだ。


  　それに応えるようにビルギッドは紫し煙えんを吐き出し、感慨深く頷うなずいた。


  



  「あのとき、お前らを拾ったのは界かい竜りゆうだったか」


  



  　撃墜されたジェシカと共に、ウィルも雲うん界かいに墜おちた。


  　死を覚悟したウィルを救ったのは、界竜だったのだ。


  　青ではなく、虹色の鱗うろこを持つ不思議な界竜だった。その背中で、本来なら衝突でひしゃげていただろう、ウィルとジェシカの体を柔らかく受け止めてくれた。


  



  「あんたは、それでも俺たちを追ってきた」


  



  　界竜の背で、ウィルは血まみれのジェシカを必死で手当てした。気を失っていたおかげで処置が間に合ったが、目を覚ましてからの彼女の取り乱しようは酷ひどかった。


  　あれだけ楽しそうに空を飛んだ相手からの裏切りと、翅をもがれたショック。そのまま死んでしまいそうなほど、ジェシカは打ちひしがれた。


  　ウィルには、それが許せなかった。


  



  「お前は、なぜ裏切ったのかって訊きいたよな」


  



  　ビルギッドは後ろからジェシカを攻撃した。


  　それでも、何かやむを得ない事情があったのではないかと、信じたかった。


  



  「あんたは──ジェシカが化け物だからだ──そう答えた」


  



  　翼つばさ舟ぶねに跨またがるジェシカを見遣って、ビルギッドは頷うなずく。


  「お前は、それで斬きりかかってきたんだったな」


  　足のつく場所では、負けたことがないのがウィルの自信だった。


  　霧む妖ようの背とはいえ、先読みをもってビルギッドを追いつめる……はずだった。


  「あんたは、それを返り討ちにした」


  　だが、先読みができるのは、ウィルだけではなかった。ビルギッドもまた、ウィルの動きの先を読む技を持っていた。


  　技量は互角だったが、二人の間には決定的な差が一つあった。


  「《ロキ》って言ったか、あんたの剣」


  　ビルギッドの手には、一本の剣があった。今も彼の腰に下がっている、黄金の剣だ。


  　あとで知ったことだが、それは〈七つの鍵かぎ〉の一つだった。


  　普通の銃じゆう機き槍そうで挑んだウィルは、武器を破壊され、一方的に追いつめられた。


  「お前に、勝ち目はなかったはずだったんだがな……」


  　未いまだに認めがたいように、ビルギッドは苦い表情を浮かべる。


  　銃機槍を折られ、殴りかかるしか手がなかったウィルのために、ジェシカは歌った。


  



  「──絶対言語レーゲル・ヴオルト──あのときの詠うたは《宿り木の槍ミストルテイン》だったな」


  



  《宿り木の槍ミストルテイン》は、ジェシカが好んで歌う詠だ。


  〈霧きり〉を喰くらい、成長し、最後には破滅の槍やりをも紡つむぐ《宿り木》は、蝶ちようや茨いばらを従える彼女にとって、使い勝手がいいらしい。その力で窮地を救われたことは少なくない。


  　そして、彼女は初めてウィルのために歌ったのが、そのときだった。


  



  「《ミストルティン》は、あんたの《ロキ》にも折れなかった」


  



  　ビルギッドは肩を竦すくめる。


  「同じ〈七つの鍵〉だからな」


  　そのあとの記憶は、お互いハッキリとは思い出せないだろう。


  　ウィルもビルギッドも、技量は互角だった。


  　互いに先読みを持ち。


  　互いに〈七つの鍵かぎ〉を所持し。


  　互いに、譲れないものがあった。


  「あのときは、お前が勝った」


  　ビルギッドは、親指で顔の傷をなぞる。


  　そう、あの傷はウィルが《ミストルティン》でつけたものだ。


  　ジェシカが紡つむいだのは、銃じゆう機き槍そうの形を真ま似ねた、ただの槍やりだった。ウィルはそれを銃機槍に改修し、〈ブルドガング〉という銘を与えた。


  《ミストルティン》の名は目立ち過ぎ、絶対言語レーゲル・ヴオルトにも繋つながりやすくなるからだ。


  　それでも、ウィルとジェシカは絶対言語レーゲル・ヴオルトにも〈七つの鍵〉にも関わってしまった。


  　もやは、因縁なのだろうと思う。


  　ビルギッドは、苦みを噛かみしめるように煙草たばこを吸うと、ため息のように紫し煙えんを吐き出した。


  「訊きかせろ。俺が退ひいたあと、どうやってあいつを手て懐なずけた？」


  　ギリッと、奥歯を噛みしめた。


  「約束をしただけだ──ジェシカを空の最果てへ連れていく──十年前と同じ約束だ」


  　ビルギッドは、それをあざ笑うわけでもなく、ただ「そうか」と返した。


  「あんたも答えろ。十年前に墜落した、ティエラへの飛行船だ。あんたは何をした？」


  　初めて、ビルギッドの顔に動揺の色が浮かんだ。


  　それから、どこか懐かしそうに空を仰ぐ。


  「……そうか。あの船のことを、調べたのか」


  「答えろよ」


  　誤ご魔ま化かしを許さないウィルの声に、ビルギッドはどこか疲れたようなため息を漏もらした。


  「あの船には〈七つの鍵〉に関わる〝あるもの〟が積まれていた。そいつを奪い合って、あの船は墜おちた。俺もその場所にいた。ただ、それだけのことだ」


  「そいつは、答えになってない」


  　咎とがめるようにウィルが言うと、ビルギッドは指に挟んだ煙草に視線を落とした。いつの間にか、燃え尽きていたらしい。


  　ビルギッドは、話を打ち切るようにそれを弾いて捨てた。


  



  「そろそろ、本題といこうか──ザックスを退しりぞけた《ミストルティン》──そいつの回収が俺の任務だ。命までは取らん。銃機槍を置いて去れ」


  



  　肩から提げた銃機槍を意識する。


  　ウィルが《エインヘリヤル》そして《レーヴァティン》を退しりぞけられたのは、この銃じゆう機き槍そうの力によるところが大きい。


  〈七つの鍵かぎ〉を相手にするならば、同格の刃を持つこの〈ブルドガング〉が必要だ。


  「ずいぶん、一方的な要求じゃないか」


  　ビルギッドは短い前髪を掻かき上げる。


  「これでも譲歩しているんだ。……あのときのことは、多少は引け目を感じているんでな」


  　ぬけぬけと、そうのたまって。


  　──挑発、なんだろうな。


  　ウィルは動じず、郵便鞄かばんを突き出した。


  「こっちの要求はシンプルだ。〈封書〉を受け取れ。あんたに宛あてられたものだ」


  　ビルギッドは意外そうに片目を大きくした。


  「驚いたな。復ふく讐しゆうしたいってのが、本音だろう？」


  「……確かに、あんたには頭にきてる。だけど、俺は〈渡り鳥〉としてここまで飛んできた。私し怨えんを果たしに、空を追いかけたわけじゃない」


  　ビルギッドはジェシカから空を奪い、ウィルたちを裏切った。


  　許せるわけがない。


  　──だけど、俺たちが空の最果てを目指したのは、そんなことのためじゃない。


  　許しがたくとも、過去は過去なのだ。


  　足を止めて、振り返って、掘り返すほどのものではない。


  「いっぱしの口を、利くようになったもんだ」


  「俺に空を舐なめるな、〈渡り鳥〉を舐めるなと言ったのは、あんただ」


  　噛かみしめるように繰り返し、ウィルは〈封書〉を取り出した。


  



  「俺は〈渡り鳥〉だ。あんたにこいつを届けて、そして帰る。それが、俺の決着だ」


  



  　ビルギッドは唖あ然ぜんとしたように口を開いた。それから顔を覆おおってクックと肩を揺らした。


  「こいつはたまげた。お前、それで終わると思ってるのか？　お前たちは力を持ちすぎた。〈七つの鍵〉は、放ってはおかない」


  「それでも終わらせる。それが〈渡り鳥〉ってもんだろ？」


  「……ひよっこが、知ったふうな口を利くもんじゃあないぜ」


  　猛もう禽きんの眼まな差ざしで睨ねめつけられ、息が詰まりそうだった。


  　それでも、ウィルは前に一歩を踏み出した。


  「だからなんだってんだよ。ひよっこだろうがなんだろうが、これが俺のやり方だ。〈渡り鳥〉は配達のために空を飛ぶんだ。殺し合いのために飛ぶんなら、軍隊にでも入ってろ！」


  　ビルギッドは顔を覆おおうように髪を掻かき上げると、冷たい双そう眸ぼうで見下ろした。


  「これ以上は、言い合っても無駄らしいな」


  「かもしれない、な」


  　不敵に笑い返すと、ビルギッドは噴き出すように笑った。


  「だったら、届けてみせな。俺に、受け取らせてみろ、その〈封書〉をよ」


  　ビルギッドが腰の剣を抜く。


  「俺は奪い取る。お前らの事情より、優先すべきものがあるんでな」


  《ロキ》──八か月前、ジェシカの翅つばさを引き裂いた剣だ。


  　そして、この剣の厄やつ介かいな点は、ただ切れ味がいいところではなかった。


  　ヴヴン──耳みみ障ざわりな音と共に、《ロキ》から刀身が消失した。


  　そして、失われた剣と同じ影が、無数に浮遊する。その位置は一定ではなく、現れては消え、消えては現れる。一度に何本出現するのかすら、見分けるのは困難だった。


  　──欺あざむく者──狡こう猾かつなる者──裏切り者──


  　数々の不名誉な呼び名を与えられたその霧む鍵げん式しきの力が、これだ。


  　──虚構の剣──


  　そこにあって、同時にそこには存在しない剣。〈霧きり〉がある限り、この刃はどこにでも現れ、どこへともなく消える。


  　どこからともなく這はい寄り、刃という名の毒嘘を振り撒まく。


  　そう、毒だ。この刃に斬きられた霧鍵式は、修復することができない。新たな〈鍵かぎ〉を用いても、破壊が残った形でしか紡つむぐことができない。


  　あたかも裏切りによる心の傷が消えないように。だからジェシカの翅が戻ることもなかったのだ。それはもはや〝霧鍵式殺し〟と呼べる代物だった。


  　その刃は受けることができず、またこちらの攻撃は確実に防がれる。これを相対して、ウィルは当時の銃じゆう機き槍そうをへし折られ、為なす術すべもなく打ちのめされた。


  　ウィルは、その剣を前にしても微み塵じんも狼狽うろたえず、ただ〈封書〉を突き出したまま棒立ちしていた。


  　睨にらみ合ったのは、短い時間だった。


  「……ふむ。やる気がないなら、その気にさせてやるか？」


  　ビルギッドの腕が鋭く《ロキ》を一いつ閃せんさせる。


  　その斬撃は──


  「──避よけろジェシカっ！」


  　斬撃は、ウィルの背後に出現した。そこにいるのは、ジェシカだ。


  「──っ」


  　後部座席からジェシカが手た綱づなを引き、翼つばさ舟ぶねがフワリと浮上する。そのすぐ側を《ロキ》の斬撃が掠かすめ、さらに追い打ちをかける斬撃に、ウィルがようやく追いつく。


  　銃じゆう機き槍そうで薙なぎ払うと、虚構の刃は鈍い手応えを残して空に消える。


  「ビルギッド……っ！」


  「はははっ、いい面つらになったじゃないか」


  　ビルギッドが《ロキ》を振り上げると、ウィルの手の中で〈ブルドガング〉がドクンと脈打った。


  　そして、同時に振り下ろす。


  〈霧〉喰い《ミストルテイン》の刃と、〈霧〉殺し《ロキ》の剣が衝突する。


  　大気がミシリと軋きしみ、足下の床が大きく爆はぜた。


  　衝突した〈七つの鍵かぎ〉の破壊は、両者の間に留とどまらず足場の〈灯台〉をも伝っていく。〈灯台〉の最上階が吹き飛び、床がずっぽりと抜け、見る見る足場が失われていく。


  「──チッ」


  　鋭い舌打ちと共に、ビルギッドは背後の翼つばさ舟ぶねへと跨またがる。


  「待て、逃げるのか！」


  　ビルギッドは、顎あごで空を示した。


  　──空で決着を、ってことか。


  「ウィル！」


  　いよいよもって〈飛竜〉の足場まで崩れ始め、ジェシカが悲鳴のように鋭く叫んだ。


  　ウィルは不安定な足場を駆け抜け、翼舟へと飛びついた。


  「結局、こういうふうにしか決着つけられないのかよ！」


  　吼ほえて、ウィルも翼舟に跨った。


  「分かりきっていたことよ」


  　そう言うジェシカは、どこか物もの憂うげに見えた。
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  　ビルギッドは、島の上空を旋回していた。ウィルを待っているのだ。


  　近づいて、ウィルは呻うめいた。


  　──速いな……。


  　上昇するだけで、それが分かった。


  　二人乗りと一人乗りでは、どうしても速度に差がついてくる。〈霞か曲きよく〉ならばともかく、一般機の〈飛竜〉ではその差が命取りになりかねない。


  　雲うん界かいの側ならばともかく、こんな〈霧きり〉の希薄な蒼そう界かいでの空戦ならばなおのことだ。


  　それに加え、〈渡り鳥〉として翼舟の操縦なら、向こうに一日の長がある。


  　──ビルギッドは、墜おちる前のジェシカと渡り合った。


  　そのとき、ウィルはただビルギッドの背中にしがみついていることしかできなかった。


  　ウィルとて、この八か月で空と翼つばさ舟ぶねを学んだつもりだが、どこまでその背中に追いつくことができただろうか？


  「今さら悩んでも、意味はない、か」


  　不安を追い払うように口に出し、ウィルは手た綱づなを振るった。


  「行くぞ、ジェシカ」


  「──ウィル、提案」


  　後ろから、珍しくジェシカがそんなことを言ってきた。


  　それから彼女が口にした〝作戦〟に、ウィルは思わず目を丸くした。


  　──なんだ、ジェシカも同じことを考えてたのか。


  　図らずも、それは少し前にウィルが垣かい間ま見た戦い方と、同じものだった。


  　上昇を続ける翼舟は、ようやくビルギッド機に追いついていた。


  



  　──ついて来られるか？──


  　ウィルたちの上を押さえたビルギッドが、そう言ったように思えた。


  　そして、翼舟が急降下を始める。


  　一歩遅れて、ウィルも急降下に入る。


  　液体のように重たい風が機体を揺らし、希釈されたような酸素に息が詰まる。


  　そういった抵抗とは裏腹に機体は加速を続け、眼下のアルファフォノンの街並みが見る見る迫ってくる。


  　──この位置からじゃあ、狙ねらえない。


  　前を飛ぶビルギッド機は、火線には入るが急降下の最中では弾丸も風圧に逸そらされる。それに外れた弾は街に降り注ぐことになる。


  　ただでさえ〈灯台〉が砕けて街には混乱が広がっているのだ。〈渡り鳥〉がこれ以上街に被害を出すわけにはいかない。


  　──狙うのは、水平飛行に入った瞬間だ。


  　手元の計器盤に目を向ける。速度計が、時速八十界里ミールを示していた。


  　ビルギッド機との差は縮まりも広がりもしない。二人乗りでも、急降下での加速能力に差異はないということだ。


  　やがてウィルの狙いである地表が迫り来るが、それでもビルギッドは降下を止めなかった。


  「タイミング、いる？」


  　後ろから、ジェシカだ。


  「頼む」


  　ウィルは素直に応じた。


  　──俺たちは、独りで飛んでるわけじゃない。


  　ウィルの腕は未熟かもしれない。


  　だが、それを補ってくれるジェシカがいる。


  　やがて二機の翼つばさ舟ぶねは先端の崩れた〈灯台〉をすれ違い、街から聳そびえる〈塔〉に沿って真っ直すぐ飛ひ翔しようする。


  　空から一直線に飛来するそれは、もはや落下に近い。〈塔〉の合間に干されたどこかの洗濯物が吹き飛び、窓に備えられた郵便受けを揺さぶった。


  　──まだ、起こさないつもりか！


  　街道を歩く人々が慌てて逃げ出し、地面を覆おおう石畳の隙すき間ままでハッキリ見えたところで、ようやくビルギッド機は機首を起こした。


  　地面すれすれで水平移動に移り、弾丸のように突き抜ける。


  　次は、その後ろを追うウィルとジェシカの〈飛竜〉だ。ビルギッドが手た綱づなを引いた位置よりさらに下った瞬間、ジェシカが叫んだ。


  「今！」


  　コンマ一秒の差も遅れることなく、ウィルは手綱を引いた。


  　チュンッと弾丸でもこすれたような音を立て、船底から火花が散った。ウィルでは見切ることのできない〝ギリギリ〟も、ジェシカならば見極めることができる。


  　地面をギリギリまで引きつけてからの水平飛行は、機体に確かな加速を与えた。


  　通行人が悲鳴を上げて逃げ惑い、通りに品物を並べる露店が風圧に吹き飛ばされる。顔面目がけて飛んでくる果実を、あわやというところでウィルは躱かわした。


  　──だが、捉えた。


  〈飛竜〉の速度は、ビルギッド機を僅わずかに上回っていた。


  　徐々に近づいてくるビルギッド機を、息を殺して引き金に指をかける。


  　速すぎれば当たらず、遅すぎれば躱されてまう。水平飛行から上昇に移る、その僅かな瞬間がチャンスだ。


  　ビルギッドとて、それは気づいているはずだ。どちらが先にしびれを切らすかの、我慢競べだった。


  　そうする間にも機体は疾走を続け、やがて街を追い抜き島の防風堤へと迫る。


  　僅かにせり上がった防風堤に、ビルギッドの肩がピクリと動いたのが見えた。


  　ドンッ──瞬間、火線が弾けた。


  　──仕留めた。


  　そう思った瞬間、ウィルはビルギッド機を見失った。


  「上！」


  　ハッとして顔を上げると、直上に機影が迫っていた。


  　その動きに、ウィルは見覚えがあった。


  



  　──風乗りフエアリーターン、だと……っ！


  



  　攻撃により乱れた気流に乗り、受け流す空戦技だ。ウィルが名付けた、ウィルとジェシカだけの技のはずだった。


  　ビルギッドは、それを回避だけではなく反撃──直上から機体をぶつけるという、ウィルよりも先の段階に繋つなげた。


  　ウィルが空を追いかけた八か月の間に、ビルギッドが腕を上げていない道理はなかった。


  　八か月前、ジェシカが見せた風乗りフエアリーターンを、ビルギッドは自分の技に昇華していた。


  　それでも、動揺はほんの一瞬だった。


  　だがその一瞬で、ウィルは自分が追い込まれたことを思い知った。


  　頭上にはビルギッド機。


  　前方には、防風堤。


  　逃げ場はない。


  　上から潰つぶされるか、前に衝突するか。


  「こなくそっ！」


  　手た綱づなを短く握り、体は真っ直すぐに揺らすことなく、手綱を小さく左右に振った。


  　グンッ──翼が僅わずかに震ふるえ、視界が真横に流れる。


  　翼つばさ舟ぶねは、地を滑るように真横へ動いた。


  　直後、すぐ隣にビルギッド機が舞い降り、ウィルを見た。


  　その顔が驚きよう愕がくに染まっていたことに、ウィルは挑戦的な笑みを返した。


  「空を舐なめるな、だろ？」


  　そして、ウィルは手綱を大きく引く。


  　ウィルとビルギッドの翼舟は、防風堤を踏み越えるように上昇した。


  　二機の翼舟は弾丸のようにアルファフォノンを飛び出し、青と白の空へ向かう。


  　翼の先端が触れ合うほどの距離で上昇を続け、それから示し合わせたように同時に手綱を振るう。


  　互いに弾かれるように、二機の翼舟は逆の方向へ進路を変えた。


  「やれる」


  　確かめるように、口に出す。


  　ウィルの腕は──いや、ウィルとジェシカはビルギッドに劣っていない。


  　全盛期のジェシカと渡り合い、その技を学んだビルギッドに負けていない。


  　ゼロから始まった八か月は、あの日の空に追いついた。


  　肩越しに敵機を振り返って、ウィルはビルギッドの口が呟つぶやくように動くのを見た気がした。


  　──思い上がるな──


  　そう、言ったように思えた。


  　寒気にも似たその予感を肯定するように、ジェシカの声が響いた。


  



  「ウィル、剣が来る！」


  



  　ビルギッド機の操縦席で、何かが金色に光った。


  　──《ロキ》──空でも使えるのか……！


  　ゾッとした。


  　かつてウィルがそれを破ることができたのは、足がつく場所──界かい竜りゆうの背とはいえ──だったからだ。


  　触れた瞬間撃墜される上に、どこからでも襲おそってくる《ロキ》を、空でどう躱かわせというのか。


  　──いや、俺はもう、ただ浮かんでるだけの雛ひな鳥どりじゃない！


  　手た綱づなを短く握り、ウィルは叫んだ。


  「ジェシカ、読めるか？」


  「読む」


  　その短いやりとりで、互いに何をすべきか理解できた。


  　ウィルは真っ直すぐ前を向き、風を教えてくれるものを探し求める。


  　今、風はどう吹いているのか。


  　空に、どんな道ができているのか。


  　風の道に、翼はどう動くことができるのか。


  　ジェシカに比べれば圧倒的に劣るだろうとも、ウィルはそれを必死で探し求め、頭の中に地図を描く。


  



  　──空を識しれ──


  



  　それが、ジェシカが課した次なる命題なのだ。


  　そして、ウィルはそれを読むことに専念していい。


  　なぜなら、敵の動きはジェシカが読み、伝えてくれるのだから。


  「来る！　四つ。上、左翼に二、機首に一、船尾に一」


  　左から薙なぎ払うような斬撃と認識。


  　ウィルが機体を僅わずかに揺らし、右へずらすと、翼を掠かすめるように黄金の剣が貫く。


  　──あと二つ！
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  　手た綱づなを少し大きく左に振るうと、機首がそちらを向く。右への水平移動から繋つなげられたその動きに、機体が時計の針のように反転する。


  　回転する機体の隙すき間まを、標的を見失った剣が駆け抜ける。


  　──風は、どう動いた？


  　斬ざん撃げきを躱かわしはしたものの、ウィルはやはり未熟だ。回避行動を取ったことで、また一度読んだ風を見失っていた。


  　そして、ウィルは見た。


  　距離を取り、黄金の剣を振り上げるビルギッドを。


  　パシンッと音を響かせ、手綱を振るう。


  　翼が大きく羽ばたき、〈飛竜〉は急旋回する。


  　加速と急激な負荷に、翼つばさ舟ぶねがギシギシと嫌いやな音を立てて軋きしみ上がる。


  　──見えた！


  　正面に、ビルギッド機を捉えることができた。


  「下から五つ！　船尾に二、右翼に二、左翼に一」


  　正面にいながら、攻撃は後ろからだ。


  　視界に捉えることすらできない《ロキ》の斬撃を、ジェシカの読みに全幅の信頼を寄せて回避に移る。


  　左手を下げたまま右手を引き、体は重心を崩さぬよう真っ直すぐ支える。


  　翼舟が転覆するように左へ傾き、四つの斬撃を問題なく回避する。


  　──残り一つ！


  　しかしそれだけ機体を傾けた先に、残った一刃が襲おそいかかる。


  「ふっ！」


  　鋭く息を吐いて、手綱を同じ方向へさらに振るう。同時に、体も放り出すように刃に向かって倒した。


  　錐きり揉もみ状に旋回した機体は、見事に最後の刃を躱しきる。


  　──できた、錐揉み回避スクリユードライバー！


  　ひと月前は、とうてい届くようには思えなかった空戦技。ジェシカが散弾の回避に見せた技だ。


  　そして、〈飛竜〉はついにビルギッド機を射程距離に捉える。


  　ドンッ──身構える間も与えず、銃じゆう弾だんを放つ。


  　──また消えた！


  　それを、ビルギッドはスルリと飛び越えた。風乗りフエアリーターンだと分かった。


  「真下！」


  　ビルギッド機は、ウィルの足下にいた。


  「くっ！」


  　堪たまらず手た綱づなを振るい、大きく機体を旋回させる。


  　その大きな仕草の間に、ウィルは撫なでるように銃じゆう機き槍そうの固定具へ指を走らせていた。


  「ジェシカ！」


  　互いの攻撃をくぐり抜け、すり抜けた瞬間だった。


  　ウィルは、再びビルギッドが《ロキ》を振るうのを見た。


  　あの剣は、銃機槍とは異なり固定という概念が必要ない。地上戦よりも、むしろ空戦でこそ真価を発揮する霧む鍵げん式しきだ。


  　対して、ウィルの武器は銃機槍が一いつ挺ちよう。飛ひ礫れきをばらまくという手段はあるが、そのためには片手とはいえ手綱からも銃機槍からも手を離す必要がある。


  　ビルギッドの《ロキ》を前には、その僅わずかな行為すらも命取りになる。


  　ウィルに反撃の手段はなく、一方的な攻撃を受ける──はずだった。


  



  「借りを、返すわ」


  



  　囁ささやくような声に、苛か烈れつな意思を込めて、ジェシカが言った。


  　キンッ──悲鳴のような鋭い音を立て、一枚の翼が宙に砕けた。


  「──なっ？」


  　風の向こうに、ビルギッドのそんな悲鳴が聞こえた。


  　翼を失ったのは、ビルギッド機だ。


  　攻撃は、直下からだった。


  　手段は、銃機槍による、斬撃だった。


  「空の屈くつ辱じよくは、空で晴らす」


  　ジェシカが髪を振り払うと、織り込むように混ぜられた茨いばらが跳ねた。


  　その先端に、ウィルの銃機槍が絡みついていた。


  　──私が茨で狙ねらう──


  　それが、ジェシカが言った提案だった。


  　右に避けろだの上昇しろだのと、無駄な指示をする必要がなくなったジェシカには、相手の動きを読んでなお、反撃に手を割さく余裕というものを持つことができた。


  　──ウィルが飛んで、ジェシカが討つ──


  　その理想型を思い描いたのは、この航こう界かいが始まってからだ。


  　ジェシカも、同じ回答を見出し、そして一足先に実践してみせた。


  　八か月前、ジェシカはこの空で翅つばさを失った。


  　今、その空は完全に過去のものとなった。


  　ジェシカは過去の敗北を覆くつがえし、ウィルもその空に追いついた。


  　二人とビルギッド、何がこの明暗を分けたのか。


  　裏切りが悪だからか？


  　──そうじゃないと思う。


  　ウィルたちにとっては裏切りという悪行だったが、ビルギッドにとっては譲れないものを選んだ善行だったかもしれない。


  　答えは、明確にして簡潔だった。


  



  「あんたは独りで、俺たちは二人だった」


  



  　ただ、それだけのことだった。
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  　片翼を砕かれたビルギッド機は、飛行能力を失い、フラフラと雲うん界かいへ墜落していく。


  　そこに跨またがるビルギッドは、不思議と晴れやかな顔をしているように見えた。長い間背負ってきた重荷を、ようやく降ろせたかのように。


  　墜おちゆくビルギッドは、脱出の素振りをまったく見せなかった。


  



  　──ここが、俺の終着地だ──


  



  　そんなふうに、唇が動いたのが見えた。


  「ふざけるなっ！」


  　吼ほえた。


  　──それで、決着をつけたつもりかよ！


  　ウィルは手た綱づなを引き、機体を急旋回させる。その先に見えるのは、墜ちていくビルギッドの機体だ。


  　空戦は制したが、ウィルにとっての決着はまだついていない。


  「ビルギッド！」


  　すでに浮遊することすらままならない機体の上で、確かにビルギッドが顔を上げた。


  　ウィルは郵便鞄かばんから〈封書〉を取り出すと、それを突き出して叫んだ。


  



  「受け取れぇぇぇぇぇぇぇえっ！」


  



  　ウィルは、〈渡り鳥〉なのだ。


  〈封書〉を届けに、ここにきたのだ。


  　それを受け取らないというから、力ずくで届けることにしたのだ。


  　ビルギッドは唖あ然ぜんとした顔をしながら、確かに腕を伸ばした。その手から、ポロリと黄金の剣が取り落とされる。


  　急降下で迫り、衝突寸前まで近づく。


  「ジェシカ！」


  「分かってる」


  　素っ気ない返事で、ジェシカの髪から茨いばらが這はい出す。


  〈飛竜〉から伸びた茨は、翼を伝ってビルギッド機へと絡みつく。ガクンと負荷がかかり、ビルギッド機の墜落が止まった。


  　そして、そのときにはウィルの手もビルギッドに届いていた。


  「郵便屋が来てるのに、どこに出かけるつもりだ？」


  　ビルギッドの腕を掴つかむと、ジェシカの茨が翼つばさ舟ぶねを這い、固定具と命綱を破壊する。


  　翼を失った翼舟は、やがて雲うん界かいへと落下し、小さな火花を起こした。霧む妖ように撃墜されたのだろう。


  　あとには、宙づりのビルギッドだけが残された。


  　理解できないという顔をするビルギッドに、ウィルは言う。


  「ナニしてんだよ。早く上がってこい」


  　ビルギッドの手は、〈封書〉を握っていた。ウィルが突きつけたものだ。


  　その腕を掴んでいるのは、ウィルだけではなかった。


  「……重たい。この男は、さっさと墜おとすべき」


  　憎まれ口を叩たたきながら、ジェシカも手を握っていた。


  　やがて、ビルギッドは根負けしたように残った腕で掴み返してきた。


  「また、俺の負けか」


  　その声は、どこか心地よく風の中に飲まれていった。


  　それ以上、誰も口を開くことはなかった。


  　憎い仇かたきのはずだった。


  　この男さえいなければ、ジェシカが翅つばさを失うことはなかった。


  　ウィルも、もっと早く空の最果てを目指すことができた。


  　だというのに、不思議ともう、怒りは込み上げてこなかった。


  　ジェシカも、きっとそうなのだろう。本来なら、霧妖の力で八つ裂きにしてもおかしくはない状況だ。


  　それでも、掴んだ腕をただ懐かしそうに見つめていた。


  　翼舟はゆっくりと旋回を続け、やがて眼下のアルファフォノンへと不時着する。


  　因縁の始まりであり、北への出発点である島に。


  　三人は地面に投げ出され、そしてビルギッドが〈封書〉の封を切った。


  



  「ウェイクアップ」


  



  　自らの敗北を認めるように、そう呟つぶやいて。
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  『ビルギッド！　ほらほら上！　飛行船！』


  　風の中に響いたのは、快活な声だった。


  　少女だ。十五か六か、かなり若い。ゴーグルと防霧マスクに覆おおわれていても分かる、整った顔立ちで、長い青色の髪が風に流れて旗のようにひらめく。


  　すぐ目の前には手た綱づなと計器盤があり、その向こうでは銃じゆう機き槍そうの銃じゆう口こうから硝しよう煙えんが流れている。


  　空だ。


  　すぐ足下──百界碼ヤルドもないだろう距離には、真っ白な雲うん界かいが流れている。


  （なんだこれ……？　霧む妖ようと、やり合ったあとなのか？）


  　流れ込んできた〈封書〉の記憶から、ウィルはそう思った。


  　彼女は空を仰いで、バディの少年に叫んでいた。


  　少年は、霧妖の囮おとりが役目だった。それを、彼女が後ろから狙ねらい撃つのだ。霧妖を振り切った直後の少年は、疲労の籠こもった顔で、それでも健けな気げに頭上を見上げた。


  　少女と少年が見上げたそこには、大きな飛行船が浮かんでいた。定期便かと思ったのだが、船腹から突き出した砲台や、船底の装甲を見ると軍用艦のようだ。


  　その甲かん板ぱんから、身を乗り出している二人の子供が見えた。


  　さすがに顔までは見えないが、片方は黒髪で、片方は翠色に光って見えた。


  『あはは！　こっち見てるよ。手を振ってあげようよ！』


  『お前が振ればいいだろう？　俺はもう、疲れたぞ』


  　少女は頬ほおを膨ふくらませる。


  『こらビルギッド。アタシたちの航こう界かいはまだまだこれからだぞ？　こんなところで息を切らしてるようじゃ〝北〟まで辿たどり着けないぞ？』


  



  　ザザザザザザッザザザッ──


  



  　記憶にノイズが走り、唐突に場面が変わった。


  　場所は相変わらず空だが、時間は夕暮れどきだ。太陽が右手に見えることから、南に向かって──恐らく配達を終えて、引き返しているのだろうと分かった。


  『ビルギッド！　飛行船が！』


  　悲鳴じみた声だった。


  　眼下を、炎に巻かれた飛行船が墜落しつつあった。雲うん界かいが迫りつつあるにもかかわらず、甲かん板ぱんでは銃火と思しき光がいくつも弾けている。


  『近づくな、セラ！　巻き添えを食うぞ』


  　少年が叫ぶ。


  　正しい判断だ。飛行船の中では、戦闘が起こっているようだ。〈渡り鳥〉はあくまで空の専門家であり、船内での戦闘に対処できる技能は所持していない。


  『でもあれ、あの子たちが乗ってた船だよ？』


  　少女の脳裏に浮かぶのは、行きの便で熱心に自分たちを見つめていた子供たちだ。


  　彼らも、まだ乗っているのではないだろうか？


  　そんな中、少女は甲板に翠みどり色いろの光を見つけてしまった。


  【あのときの、女の子だ！】


  　気づいたときには、旋回していた。


  『よせ！　行くなセラ！』


  　少年の声は聞こえていたが、止まれなかった。
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  　甲かん板ぱんに迫ると、女の子が倒れていた。それを守るように数人の兵士が立ちはだかっているが、それも今にも打ち倒されようとしている。


  　少女に気づくと、兵士の一人が女の子を指差した。


  　──この子だけでも助けてくれ──


  　そう言っているのだと、分かってしまった。


  　少女は甲板に翼つばさ舟ぶねを近づけるが、その船腹を衝撃が貫いた。


  　霧む鍵げん式しきによる攻撃だと気づいたときには、もう翼舟から放り出されていた。


  　ブーツの固定具が弾け、命綱がギュンと音を立てて引きずられる。少女は甲板に放り出されたが、翼舟は空へと弾き飛ばされていた。


  【機体にもっていかれる！】


  　搭乗者の命を救うための命綱が、少女を道連れにしようと作用する。


  　命綱を外す暇はない。とっさに抜いたナイフで、命綱に繋つながるベルトを断ちきると、ズルリと引き抜けていった。


  　摩擦で、腰の回りが焼かれたように痛んだ。


  『こっちだセラ！』


  　蹲うずくまると、少年の声が届いた。


  『ビルギッド……』


  　すぐ真上で、停滞飛行をしつつ、器用に流れ弾を回避している。さすがに、普段から雲うん界かいで霧む妖よう相手に囮おとりをこなしているだけのことはある。


  　バディに手を伸ばそうとして、少女はすぐ側で倒れている女の子に目を向けた。


  【手を伸ばせば、届く！】


  　少女は先に女の子へと手を伸ばした。


  『セラ、何やってんだ。早くしろ！』


  　少年も、留とどまるのが限界なのだ。


  　抱きあげようとすると、女の子は薄く目を開いた。


  『あ……』


  『大丈夫。助けるから』


  　そう言って、少女は少年の元へ駆け出そうとして──できなかった。


  『ビルギッド、後ろ！』


  　少年の翼舟に向かって、大きな影が突っ込んで来た。


  　霧妖だ。


  　飛行船は、すでに雲界に突入していた。一千人規模で乗船できるだろう、この巨大な飛行船の侵入に、霧妖が黙って見ているはずもない。


  　少年は霧妖を躱かわそうと高度を上げ、飛行船は──いよいよ動力が破壊されたのだろう──ガクンと高度を下げていた。


  『セラ！』


  　少年は、懸命に手を伸ばしたが、少女の手には僅わずかに届かなかった。


  　届かなかった手の代わりに、少女は名前を投げかけた。


  『ビルギッド』


  



  『──すぐ戻る。上で待ってて』


  



  　その言葉は届いただろうか？


  　続けて霧む妖ようの群れに阻はばまれ、少年の姿は瞬またたく間に見えなくなった。


  『──ぐあっ』


  　すぐ側で悲鳴が聞こえ、振り返ると兵士の最後の一人が倒れたところだった。


  　女の子を抱かかえたまま、少女はベルトを切ったナイフを構える。銃じゆう機き槍そうは、翼つばさ舟ぶねと共に墜おちた。他に武器はない。


  　すでに〈霧きり〉も濃度を増しており、敵の姿はハッキリとは見えなかった。


  　そして、最後まで見ることはできなかった。


  『ぎゃっ──』


  　鈍い悲鳴と共に、人影が消し飛んだ。上空から飛来した、霧妖に喰くわれたのだと分かった。


  【ここにいたら駄目だ】


  　飛行船には、数えるのも馬鹿らしいほどの霧妖が纏まとわりついている。生身の人間など、壊しやすい部品の一つに過ぎないだろう。


  　少女は、船内へと駆け込む。


  　その足取りは、恐怖に押し潰つぶされたものではなかった。


  【これだけの規模の船だ。脱出用の船くらい、あるはず】


  　諦あきらめるわけにはいかない。


  【ビルギッドのところに、帰るんだ】


  　ここでバディの自分が死んだら、きっと彼は新しいバディを持とうとしないだろう。


  　それでは〈渡り鳥〉を続けられない。あれだけの才能を持つ男が、空を奪われるなどということがあっていいわけがない。


  　大型船の避難経路は、船尾に用意されることが多い。船首がもっとも被害を受けやすいことと、いざ避難になっても飛来物による被害が出ることが多いからだ。


  　実際、少女が降りたのも船尾だった。女の子と兵士たちは逃げ道を求めてあそこに行き着いたのだろう。


  【甲かん板ぱんからは脱出できない】


  　ならば、もっと下の階層に出口を求める他ない。


  　そうして足を進めて、少女は吐き気を覚えた。


  『なんなの、これ……』


  　通路は、死体で埋まっていた。


  　内乱でも起こったのだろうか。軍服姿の兵士もいれば、一般人にしか見えない女子供もいる。かと思えばゲリラや傭兵らしき、装備に統一性のない連中もいる。


  　遺体を踏まないように、それでいて急ぎ足で進んでいく。


  『あ、れ……？』


  　と、そこで不意に目眩めまいを覚えた。


  　ハッとして顔を上げると、辺りは薄らと白いでいた。


  【〈霧きり〉が、もうこんなところまで……】


  　少女は霧む鍵げん士しではない。


  　防霧マスクなどの装備は身につけているが、それでも長時間雲うん界かいに留とどまれば〈霧〉の侵食は免まぬかれない。


  　気がつけば、女の子を抱かかえていられなくなっていた。手足の麻ま痺ひが始まったのだ。この飛行船に乗り込んでから、すでに十数分が経過している。


  　この様子では、中に敵や生存者がいたところで同じ目に遭っていることだろう。


  



  【ビルギッドを、待たせてるんだ】


  



  　己おのれの無力さに、涙が込み上げてきたときだった。


  『大丈夫……？』


  　いつの間にか、女の子が目を覚ましていた。


  『は、はは……。キミ、まだ大丈夫みたいだね。……この先に、たぶん、脱出用の船がある。動かせる人間が残ってるかは分からないけど、行ってみなさい』


  　情けないことに、これが少女にできる精一杯だった。


  　もう、動けないのだ。


  　女の子はマジマジと少女を見上げると、その手からそっとナイフを抜き取った。


  【ああ、武器くらいほしいよね……】


  　恩を着せるつもりはないが、助けた女の子に身ぐるみを剥はがされていくというのは、少し情けない気がした。


  　しかし、女の子は次の瞬間、思いがけない行動に出た。


  『っ……』


  　ナイフで、自分の手の平を切りつけたのだ。


  　そこにじっとりと血が滲にじみ出してくる。思ったより深く切れているらしく、見る見る間にポタポタと紅あかい滴がこぼれ始める。


  『飲んで。たぶん、楽になる』


  　返事をする間もなく、女の子は両手で器を作るようにして、少女の口に流し込んだ。


  　舌まで麻ま痺ひした少女に、それを振り払う術すべはなかった。


  　ヌルリとした感触が喉のどを流れ、ほどなくして呼吸が楽になったような気がした。


  『……何を、したの？』


  　女の子は答えず、通路の奧を示す。


  『歩ける？』


  　言われて、少女は立ち上がる。なんとか、歩けそうだった。


  『キミ、それ、光ってるの？』


  　ようやく、少女は女の子の全身が淡く発光していることに気づいた。


  　女の子はそれにも答えなかったが、二人は歩き始めた。


  『ねえ、その服装、あなたは〈渡り鳥〉なの？』


  『まあ、そういうことになるかな』


  　頷うなずき返すと、女の子は花が開くように笑った。場違いなほど、晴れやかに。


  『私、〈渡り鳥〉になりたい。約束したの〈渡り鳥〉になるって』


  『道は険しいよ？』


  『大丈夫。独りではないから』


  　小さな女の子の、妙に自信のある言葉に、少女は微ほほ笑えみを返した。


  『だったら、うちの事務所に来る？　アタシのバディ……ビルギッドって言うんだけど、腕のいい〈渡り鳥〉でさ、いっしょに飛ぶと楽しいんだわ、これが』


  　墜落しつつある飛行船の中、〈霧きり〉に侵食され、外では霧む妖ようが飛び交っている。


  　絶望の空で、少女と女の子は楽しそうに笑い合った。


  　やがて、二人は見つけた。


  『気球か……』


  　それは空気よりも軽いガスで、上空に打ち上げる仕組みの籠かごだった。


  　確かに、これならば飛行技術がなくとも脱出できるが、霧妖だらけのここでただ打ち上げられるというのは、あまり生存率が高いようには思えなかった。


  【翼つばさ舟ぶねは、さすがにないか……】


  　使い慣れた翼舟を墜おとされたのが、今さらながら悔やまれる。


  『これじゃあ、無理なの？』


  『うーん、いや、やってみよう。どうせ、生存者なんてアタシらだけだろうからね。一度に全部放出すれば助かるかもしれない』


  　そうして女の子を籠かごに乗せ、少女は端から順に気球の射出ボタンを押していった。


  『よし、これで最後！　行くよ』


  　自分たちが乗る気球の射出ボタンを押し、籠へと滑り込む。


  　ガコンという音と共に、籠が上昇を始める。


  　そこで、ふと少女は気がついた。


  『そういえば、まだ名前も訊きいてなかったよね？　アタシはセラ。セラフィ・シュトラーデ』


  『私は──』


  　女の子が口を開いた瞬間、視界が真っ白に包まれた。


  【外に出た！】


  　視界は、まるで効かなかった。


  　すぐ隣にいる女の子の顔ですら、はっきりと視認することができない。それに加え、暗い。


  【アタシたち、どこまで墜おちたんだ……？】


  　それを確かめることは、ついぞ叶かなわなかった。


  『……っ！』


  　目の前に、輝く巨大な影があった。


  【大きい……！】


  　黄金に輝く鱗うろこを持つそれは、伝説級の霧む妖よう──帝てい鯨げいのように思えた。


  　ドンッ──そして、気球に衝撃が走った。霧妖か飛行船の破片が掠かすめたのだ。


  　少女は女の子を支えようとして──


  『ごぷっ？』


  　血を吐いた。


  　女の子のおかげで持ち直したとはいえ、どうやらここの〈霧きり〉は人間に堪たえられる濃度ではないらしい。


  【帰らないと……】


  　女の子の安否、帝鯨と遭遇した危機感、いろんな思考が錯さく綜そうする中、もっとも強く心に残ったのは、それだった。


  　それでも女の子を探そうと腕を伸ばすが、体を少し捩よじることしかできなかった。


  



  　それから、それほどの時間が経たっただろうか。


  　やがて陽の光が届くころ、気球に残されていたのは、少女独りだった。


  【助けられなかった……】


  　女の子は、墜ちてしまったのだ。


  【ビルギッド、ちゃんと待っててくれるかな……】


  　体が動かなかった。


  　どれくらいの時間が流れたのかも分からなかった。


  【早く、いっしょに飛びたいな……】


  　寒かった。


  　暖かな光が届いていても、凍えそうなほど冷たかった。


  【ああ……、これは、しばらく飛べないかな……】


  　諦あきらめたわけではない。


  　だが、〈霧きり〉に深く蝕むしばまれたこの体が、動かないだろうことは──治すとしても相当時間がかかるだろうことは、なんとなく分かった。


  【ビルギッドは、飛んでくれるかな……？】


  　次第に薄れていく意識の中、少女は接近してくる飛行船を確かに見つけた。


  　救助を叫ぶ力は残っていなかった。


  　彼らが自分を見つけてくれることを祈ることしかできなかった。


  



  『飛んで、ビルギッド……』


  



  　掠かすれた声で、口から溢あふれたのは助けを求める言葉ではなかった。


  【アタシは、キミが飛ぶ空を、追いかけていたいんだ……】


  　消えゆく意識の中、少女が最後に想ったのは、それだった。


  エピローグ


  



  「──あんた、だったのか……」


  〈封書〉の記憶に、震ふるえる声でウィルはそう言った。


  　ビルギッドは気まずそうに顔を背そむけるだけだった。


  　三人が不時着したのは、防風堤近くの草の上だった。翼つばさ舟ぶねに大した被害はなく、せいぜいブーツの固定具を修理するだけでいつでも飛べるだろう。


  「十年前、俺たちが見た〈渡り鳥〉は、あんただったのか」


  　それが、ウィルとジェシカの出発点だったのだ。


  　飛行船の甲かん板ぱんから、雲うん界かいを渡る〈渡り鳥〉の素晴らしい飛行を見て、ウィルとジェシカは空の最果てに行こうと──〈渡り鳥〉になろうと、約束したのだ。


  　その〈渡り鳥〉が、目の前にいる。


  　ウィルが衝撃を受けたのとは別に、ジェシカも動揺した顔をしていた。


  「あれは、私……だった？」


  　その言葉で、ウィルも理解した。


  　──今の〈封書〉に出てきた女の子は、人間だった。


  　ジェシカは、ウィルの後ろに隠れるようにして立っている。その手が、こっそり腰のベルトの端を掴つかんでいるのは、気づかない振りをしてやった。


  　──果たして自分は人間なのか、霧む妖ようなのか──


  　その答えを追いかけているのが、ジェシカなのだ。


  　今の記憶は、ジェシカが人間である証拠のようなものだった。それはつまり、彼女の根本的な命題を揺るがしてしまうものではないのか？


  　戸惑う二人をよそに、ビルギッドはぼんやりと呟つぶやく。


  「なあ、お前ら。どうやって、あれを躱かわした？」


  「……なんのことだ？」


  〈封書〉とはまるで関係のない話に、ウィルは戸惑った。


  「防風堤でのことだ。上からのし掛かった俺を、躱せるはずがなかった」


  「ああ、あれか……」


  　ウィルにとっても、それはとっさの思いつきだった。


  　半ば現実逃避のように、ウィルは答える。


  「前に、ジェシカがやってたんだ。加速と減速を組み合わせた旋回で、陸の上みたいに跳び回ってた」


  　ウィルの腕は、まだまだそこには及ばない。


  《ロキ》の剣けん閃せんは、一度放ったあと次の攻撃までに僅わずかな空白ができる。その空白で姿勢を立て直せるから──連続ではないから、なんとか真ま似ねることができた。


  「ジェシカは、あれで散弾の雨の中を飛んだんだぜ？」


  　愉快そうに笑うと、ビルギッドは額ひたいを覆おおってため息を漏もらした。


  「……化け物め。俺のときは、そんな技は見せなかったぞ」


  　言われて、八か月前の空を思い返す。


  　ジェシカはまだまだ余力を残していたし、命を懸かけるほどの全力は尽くしていなかったかもしれない。


  　だが、手を抜いていたわけでもないはずだ。


  　──翼つばさ舟ぶねだから、創られた技なのか……。


  　ジェシカも、新しい翼を手に、少しずつ前に進んでいたのだ。


  「なあおい、あの技、なんて名だ？」


  　答えを求めるように、ウィルがジェシカに目を向けると、彼女は首を横に振った。


  「名前は、まだないってよ」


  　スパーっと景気よく紫し煙えんを吐き出すと、ビルギッドは笑みを浮かべてこう言った。


  「ゴーストアクセル……ってのはどうだ？」


  　その言葉は意外だったが、抵抗は感じなかった。


  「もらっとくよ。戦利品代わりだ」


  　腹立たしげに舌打ちを漏らすと、ビルギッドは壁に寄りかかって空を見上げた。


  「空が、遠いな」


  「ああ」


  　ため息のように紫煙を吐いて、最後にこう言った。


  



  「楽しかったな」


  



  「……ああ」


  　頷うなずくと、ビルギッドの頬ほおに涙が伝った。


  「俺も、セラと飛ぶ空が、楽しかったんだ。……好きだったんだ」


  　堪こらえきれなくなったように、手で顔を覆った。


  「俺が飛びたかった空だって、お前がいる空だったんだよ……」


  　慟どう哭こくだった。


  　彼がバディを失ったのは、〈封書〉の記憶から考えると十年も昔のことだ。


  　その間、彼は〈飛竜〉という事務所でずっとバディの帰りを待っていたのだ。


  　──すぐ戻る。上で待ってて──


  　ただ、その約束だけを頼りに。


  〈渡り鳥〉の資格を剥はく奪だつされようと、空を奪われようと、事務所の権利だけは手放さず、そこに翼つばさ舟ぶねを隠し続けてきたのだ。


  　だから、八か月前のあの日、ウィルたちは翼舟を手に入れることができた。


  　だから、八か月前のあの日、ビルギッドはそれらを捨てて去っていったのだ。


  　ようやく、ウィルにも分かった。


  　ビルギッドは、彼女の足跡を求めて、雲うん界かいの底を目指していたのだ。


  　そして〈七つの鍵かぎ〉からこの〈封書〉が届けられたということは、きっとビルギッドはこう囁ささやかれたのだ。


  　──バディの手がかりが欲しくはないか──と。


  　そして、〈七つの鍵〉に加担した。思えば、出発したときのビルギッドは《ロキ》などという剣は持っていなかったのだから。


  　責める気持ちは、湧わかなかった。


  　──もしも俺がジェシカを失って、取り返せるって囁かれたら……。


  　果たして、その誘いを払いのけることができるだろうか？


  　──分からない。


  　同時に、自分にとってジェシカがそこまで重要な存在になっていることに驚いた。


  　やがて、ビルギッドは立ち上がった。


  「どこへ行くんだ？」


  　問いかけると、ビルギッドは空を指差した。


  「待たせてる女がいる。だから、飛ぶ」


  　それから、ジェシカに目を向ける。


  「……ウィル。その女ジエシカは、お前が命に代えてでも守るに値する存在か？」


  　ウィルは目を閉じ、呼吸を整えるように深呼吸をした。


  　それから、聞き違いようのない、ハッキリとした声で答えた。


  



  「ああ。そうだ。ジェシカは俺のバディだ。命に代えても、俺が守るべき存在だ」


  



  　その答えに、どこか羨うらやむように笑うと、ビルギッドはウィルに視線を戻した。


  「なら、手放すな。最果てからの帰還者を、〈七つの鍵〉は欲している」


  「待て、ビルギッド！　それは────」


  　追いかけようとして、ヒュンと何かが風を切る音に足を止めた。彼が裏切り者であることを再確認させるかのように。


  　ザクッと音を立て、どこからともなく飛来したのは黄金の剣──雲界に墜おちたはずの《ロキ》だった。


  「……ヘイムダルか」


  　ビルギッドの呼びかけに、地面から虹色の砂がせり上がった。


  　コートに身を包んだそれは、ウィルたちの、依頼人だった。


  「こいつは、なんのつもりだ？」


  〈封書〉を突き出すビルギッドに、ヘイムダルと呼ばれた大男は頷うなずく。


  「あの日の報酬。お前の探し物だろう？」


  「……セラは、生きてるんだな？」


  「その〈封書〉が答え」


  〈封書〉の中で、セラという少女は〈霧きり〉に冒おかされ、重態に陥おちいっていた。


  　だが、死んではいなかったはずだ。


  　ビルギッドは、血の混じった唾つばを吐く。食いしばった歯から滲にじんだものだと分かった。


  「任務は失敗。帰投する」


  「ま、待てよビルギッド！」


  　ウィルの呼びかけに、ビルギッドは足を止める。


  「あんたは、本当は俺たちを守ろうとしたんじゃないのか？　ジェシカを撃墜したのも、レンのときのも、今だって！」


  　裏切ったかもしれない。


  　ジェシカの翅つばさを奪ったかもしれない。しかし────


  　──最果てからの帰還者を、〈七つの鍵かぎ〉は欲している──


  　ジェシカが狙ねらわれているというなら、八か月前のあの日、問答無用でウィルを突き落とせばよかったのだ。


  　界かい竜りゆうの背という不安定な場所で、足場を気にしなくてよい《ロキ》という霧む鍵げん式しきを所持していたのだ。正面から斬きり合わずとも、簡単なことだったはずだ。


  　今回も、彼は《ミストルティン》を狙いに来たと言った。


  　ジェシカがそこにいるのに、それを無視してそう言ったのだ。《ミストルティン》を持ち帰ることで、〈七つの鍵〉の目を誤ご魔ま化かそうとしたのではないか？


  「はっ、俺がそんなに調子のいい男だと思うのか？」


  　振り返ることなく、彼はそう言った。


  「……いっしょに飛ぶわけには、いかないのか？」


  　ビルギッドは〈七つの鍵〉に身を置いている。


  　だが、〈渡り鳥〉だ。


  　空を飛ぶことを、楽しめる男なのだ。


  「……俺は、雲うん界かいの底を目指す」


  「だったら──」


  「──だが、お前らとは目的が違う」


  　ビルギッドは、振り返らなかった。


  



  「俺はセラを取り戻す。そのためなら、別に世界が滅んでもいいと思っている」


  



  　そして、真っ直すぐ〈灯台〉の向こうを指差した。


  「北を目指せ。その先で、また会うこともあるだろう」


  　そう言い残して、ビルギッドは去って行った。


  　コートに身を包んだ、大男と共に。


  　ウィルとジェシカは、ただそれを見送ることしかできなかった。


  　──北を目指せ、か……。


  　あのときも、彼はそう言った。


  　時期が、近づいてきたのかもしれない。
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  　コポッ──


  



  　水の中に生まれた泡が、いくつも水面を目指して上っていく。液体の流動は、重たい機械の音に紛まぎれて、鎮魂歌レクイエムのような陰いん鬱うつな旋せん律りつを奏でる。


  　そこは〈七つの鍵かぎ〉の城の中でも、最下層に近い場所だった。


  　壁のない部屋はちょっとした建物でもスッポリ収まるほど広大なはずだが、ところ狭しと押し込められた機械類に圧迫されている。


  　そんな部屋の大半を占めるのは、液体の溜ためられた大きな水槽だった。


  　試験管のような円柱型で、一つひとつが、人間ひとりがすっぽり収まるほどの大きさだ。円柱の水槽を囲うように、無骨なパイプと制せい御ぎよ機器が並んでいる。


  　そんな水槽の中に浮かぶのは、人間だった。


  　無傷の者もいれば、手足などを欠損している者もいる。霧む妖ようのように異質に変へん貌ぼうしつつある者もいれば、明らかに別人の体を継ぎ足したような者もいる。


  　そんな水槽がひしめく奇怪な部屋に、一人の青年が足を踏み入れていた。


  「想像以上に、薄気味悪い部屋さ」


  　青年の顔には、焔ほむらを模もした入れ墨が彫られていた。肩には長い槍やり。迂う闊かつにぶつければそれだけで水槽を破壊してしまうだろうそれを、器用に避よけながら進む。


  　ザックスだ。やがて、彼はふと足を止めると軽い口笛を吹いた。


  「こういうやつもいるさ？」


  　水槽の中には、人影が浮かんでいる。


  　まず目に留まるのは水槽全体へ広がる長い髪。左右に広げられた腕は細くしなやかで、肩から下には成熟し始めた乳房。うっすらと浮き上がる肋ろつ骨こつ、たおやかにくびれた腰。陰部には薄く生えた毛。丸みを帯びた臀でん部ぶから伸びるのはスラリと長い双そう脚きやく。


  　死んだように眠るその顔は、不気味な水槽の中に浸かっていてなお魅了されるほど美しい。


  　それは少女だった。


  　年は十六、七くらいだろうか。ガラス越しのせいか、真っ青に染まった体からはまるで生気が感じられなかった。


  　こんな気味の悪い部屋では、いい目の保養ではあった。


  　ザックスは、そんな少女を見上げると、足下にはめられたプレートへ目を落とす。


  



  　──セラフィ・シュトラーデ──


  



  　それはザックスの知ることではないが、雲うん界かいに墜おち、姿を消したビルギッドのバディだった。


  　──綺き麗れいな娘じゃあるが、俺は年上の方が好みさ。


  　確かめるようにその名を見つめていると、背後でザザザと砂のこすれる音が響いた。


  「ここで何をしている？」


  　ヘイムダルだった。


  「やあ、旦だん那な。こんなところで会うとは奇遇さ？」


  　ザックスの軽口に、ヘイムダルは顔のない顔がん貌ぼうを近づける。


  「ここへの侵入は、幹部でも許されていない……組織を、裏切るつもり？」


  「まさか！　俺ほど組織に忠誠を誓ってる人間はいないささ」


  　愉快そうに笑うザックスに、ヘイムダルは微動だにしなかった。その反応に、観念して答える。


  「この前独房に放り込まれたとき、ちょいと妙なもんを見たさ。濃のう霧む汚染症のやつが運ばれて来て、そのまま帰ってこなかった。空に捨てたのかとも思ったが、この先に出口は見当たらない。となると、な……」


  　幹部が出払った隙すきに探りを入れて、ようやくここを発見したところだった。


  　沈黙するヘイムダルに、ザックスはからかうような笑みを浮かべる。


  「そこであることを思い付いたさ──〈七つの鍵かぎ〉が誇る最高の霧む鍵げん士しヘイムダル──あんたの力は、《ビフレスト》によるものじゃないさ。むしろ、あんた以外に使えるものがいないから、その《ビフレスト》が与えられたんじゃないさ？」


  「それがどうした？」


  「そこさ。あんたのその力、どこから湧わいて出たさ？」


  　ザックスは水槽の群れを見渡す。


  「ここにいる連中は、重度の〈霧きり〉に冒おかされた濃のう霧む汚染症さ。ほとんどは再起不能だが、それだけの〈霧〉に冒されたってことは、相応に霧む鍵げん式しきも強力じゃないさ？」


  　つまり、この中にヘイムダルの本体がいる。


  　ヘイムダルは、首を傾かしげた。


  「それを知ることに、何の意味がある？」


  「俺にとっては重要なことさ。正直、俺はあんたが苦手さ。だが、この仮説を思い付いたら、もしかしたら好きになれるかもしれないと思ったさ」


  　真っ直すぐに歪ゆがんだ言葉に、ヘイムダルは気け圧おされたように後あと退ずさり、それから自分の体を抱くように両腕で隠す。


  



  「こんなに真っ直ぐ口説かれたのは、初めてだ」


  



  　ザックスは吐血しそうな顔で膝ひざを折った。


  「俺はノンケさ？　ノーマルさ？　そっちの気はないさ？」


  「ヘイムダルには、心に決めた相手がいる。ザックスの気持ちは、受け取れない」


  　まるで話を聞いてくれない大男に、ザックスは頭を抱かかえた。それをあやすように、ヘイムダルは巨大な手で頭を撫なでる。


  「ザックスの推測は大体合っている。ヘイムダルはここにいる。そして、もう長くはない。放っておいても死ぬし、ここのパイプを一つ抜くだけですぐに死ぬ」


  　ザックスには確信できた。


  　この大男は、その残り少ない寿命ゆえに、必死で生きている。


  　ここの装置に繋つながれている以上、組織にとって都合の悪い仕草を見せればすぐに始末されてしまうはずだ。代わりを買って出る者は、それこそここにはいくらでもいるのだから。


  　そんな中で、ヘイムダルは必死で組織の目を誤ご魔ま化かしながら行動しているのだ。


  　──こいつが女なら惚ほれてるさ。


  　残念なことに、現実には顔も見えない大男だが……。


  　ザックスは笑った。


  「かかっ、あんたは苦手だが、尊敬はできそうさ」


  「愛情と敬意は隣り合わせ」


  「やめるさ」


  　寒気を覚えたように身を震ふるわせる青年を横目に、ヘイムダルは視線──そんなものがあるかも定かではないが──を水槽の一つへ向けた。


  　そこに浮かんでいるのは、セラと呼ばれた少女だ。


  「また少し、髪が伸びた」


  「あん？　その女、あんたの知り合いさ？」


  　ヘイムダルはよしよしとザックスの頭を撫なでた。


  「美人だと思うか？」


  「意外に女の感性はまともだったさ」


  　心底驚いた顔をされ、ヘイムダルは肩を竦すくめた。


  「それでヘイムダルの旦だん那な、あんたの本体はどいつさ？」


  「秘密。教えたらいやらしいことをされる」


  「するかっ！」


  　ザックスは喚わめくが、ヘイムダルの巨体に首根っこを掴つかまれては抵抗の術すべはなかった。


  　──まあ、今はいいさ。


  　特定には至らなかったが、大体の目星はついた。あの部屋の中にヘイムダルの本体がいると分かっただけでも収穫だ。


  　猫のように掴み上げられ、プラプラと宙づりの足を揺らしながら、ザックスは愉快そうに笑っていた。


  「どうかしたか？」


  「いや？　ただ〈七つの鍵かぎ〉はやっぱり最高だと思っただけさ」


  「そうか。感心だ」


  　ヘイムダルはただの立て前だと思ったようだが、ザックスは、本心からそう思っていた。


  　──ビルギッドにヘイムダル。どいつもこいつも、最高に必死で生きてるさ。


  　だから、ザックスはその歪ゆがんだ信念なりに、彼らを守りたいと考えていた。


  　彼は諦あきらめた人間は徹底的に追いつめるが、抗あらがう人間にはいくらでも手を差し出す。


  〈七つの鍵〉は世界を滅ぼすことに必死だ。


  　ザックスには理想郷だと言える居場所だった。


  



  [image: ]


  



  「むう、ウィルたちはまだ帰ってこないですか」


  　事務所の掃除をしながら、レンはむくれて独り言を漏もらす。服装は緑のワンピースに白い上着と、普段着姿だ。


  　ヘイムダルに襲撃を受けてから、四日が過ぎていた。


  　無事に配達が終わっていれば、そろそろウィルとジェシカも帰ってくるころだ。


  「──って、あ！　やっちゃったです」


  　考え事をしながら箒ほうきを振っていると、テーブルにぶつけてしまった。上に載せられていた書類がドサリと崩れ、レンは小さな悲鳴を上げた。


  　慌てて拾い集めていると、事務所の呼び鈴が鳴った。


  「はう！　ウィルとジェシカですか？」


  　どうしてこういうタイミングで帰ってくるのか。


  　今の今まで、掃除は上う手まくいっていたというのに！


  　あわあわと狼狽うろたえていると、扉が開かれる。そこから現れた人物に、レンは「あれ？」と首を傾かしげた。


  「ヒルダ、どうかしたですか？」


  　そこには、喪服のような黒のドレスに身を包んだ少女が佇たたずんでいた。


  「ウィルたちはまだ帰っていないのですか？」


  「まだです。そろそろレンを甘やかすためにお土産を運んでくるべきだと思うです！」


  　言ってから、レンは腕を交差させて身構える。


  　ヒルダから暴力が返ってくることはまずない。代わりに悪舌が突き刺さるのだ。物理的な防御に意味はないはずだが、レンはそんな仕草をとってしまう。


  　しかし、レンが恐れているようなお仕置きは、何もやってこなかった。


  　代わりに、少し寂しげに少女は微ほほ笑えむ。


  「どこで油を売っているのか、相変わらず帰りが遅いのです」


  　レンは首を傾げた。


  「ヒルダ、何かあったですか？」


  「……あの者たちは、今回は北へ飛んだのでしたか」


  　答える代わりに、ヒルダは手近な椅子に腰を落として問い返してくる。


  「レン、アルファフォノンからさらに北へ上ると、何があるか知っていますか？」


  「うぅ？　知らないです」


  「北にはティエラという大国があるのです。あの国には、翼つばさ舟ぶねの代わりに列車という乗り物があるのですよ」


  「れっしゃです？」


  　聞き覚えのない単語だ。


  「陸の上に鉄の通り道を敷き、その上を真っ直すぐ走る霧む鍵げん機関なのです」


  「真っ直ぐ走ったら島から飛び出しちゃうですよ？」


  「飛び出さないのです。ティエラの島は大きいのですから」


  「大きいって、どれくらいです？　ハイフォニアよりもっとですか？」


  　レンが見た範囲では、ハイフォニアがもっとも大きな島だ。群島の中でも、一、二を争うほどのものだと聞いている。


  　ヒルダは思案するように唇に人差し指を添えた。


  「そうですね。このアルトペラゴ群島国には、十三の島があるのです。ですから、単純計算でハイフォニアが十三個分でしょうか」


  「……はい？」


  　その反応を待っていたというように、ヒルダはクスクスと笑う。


  「ティエラには、〈大陸〉というものが存在するのですよ」


  　その単語には、レンも聞き覚えがあった。


  　地面から水が湧わき出したり、鉱物が掘れたりして、さらには〈塔〉のような高層建築ではなく、ひとり一人が独立した家を持っていたりもするらしい。まさに楽園のような島だ。


  「そんなところ、本当にあったですかぁ」


  　感嘆の吐息を漏もらすと、ヒルダは物もの憂うげに目を伏せた。


  「もう、何十年と、他の国と交流を絶っている国なのです。空の最果てを目指すなら、あそこは避けて通れぬ、空の門といったところでしょうか」


  　いつになく饒じよう舌ぜつなヒルダに目を丸くしていると、彼女は「さて」と立ち上がった。


  「所長が不在の事務所に、いつまでも居座るものではありませんね」


  「帰るですか──って、ふえ？」


  　立ち上がるレンに、ヒルダは意外にもそっと頭を撫なでてきた。そして、クスクスと甘い吐息を漏らす。


  「そなたは騒々しいのです。ですが、そなたが来てから、楽しかったのです」


  「ヒルダ……？」


  「ウィルたちに伝言なのです」


  



  「─────、─────────」


  



  「──え？」


  　レンが瞬きをする間に、ヒルダはドレスの裾すそを翻ひるがえしていた。


  　カランコロン──玄関の開く音が響いたのは、そのときだった。


  「帰ったぞ。いるか、レン？」


  「ウィル！」


  　聞き慣れた声に歓声を上げて、レンはヒルダの手を引こうとした。


  「ヒルダ、ウィルが帰ってきたですよ？　伝言なら本人に──……？」


  　言いかけて、言葉の先を見失った。


  「おい、レン？　なんだよ、いるんなら返事くらいしろよな」


  　ウィルが何やら言っていたが、レンは聞いていなかった。


  「レン……？　ナニかあったのか？」


  　ようやく異常に気づいたのだろう。ウィルがレンの前に回り込んできた。ジェシカも隣にいる。


  「ウィル……」


  「レン、どうした？」


  「ヒルダが……」


  「ヒルダ？　あいつがどうかしたのか？」


  



  「ヒルダが、いなくなっちゃったです」


  



  　たった今までレンの頭を撫なでてくれていた少女は、どこにも見当たらなかった。


  　彼女が幻ではなかった証明のように、コウモリ傘がさだけが取り残されて。


  　呆ぼう然ぜんとして、レンは自分が受けた伝言を思い出した。


  



  　──北の地へは、来てはならぬのです──


  



  　その日から、〈夜よる姫ひめ〉の姿はハイフォニアから消えてしまった。


  
    了
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